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第  1  章 システム・テーブル

システム・テーブルは、Sybase® から提供されます。Adaptive 
Server® のシステム・テーブルは、ほとんどがロー・ロック・
テーブルです。ロー・ロック・テーブルでないテーブルについて
は、各システム・テーブルの説明の中で言及しています。

システム・テーブルのロケーション
システム・テーブルのロケーション

• master データベース

• sybsecurity データベース

• sybsystemdb データベース

• すべてのデータベース

master データベース内のテーブルは、ほとんどがシステム・テー
ブルです。システム・テーブルの一部は、ユーザ・データベース
にも同様に存在します。これらのシステム・テーブルは、create 
database コマンドが実行されると、自動的に作成されます。

master 内のシステム・テーブル

次に示すシステム・テーブルは、master  データベースだけにあり
ます。

トピック ページ

システム・テーブルのロケーション 1
システム・テーブル使用上の規則 7

システム・テーブル 内容

syscharsets 文字セットまたはソート順それぞれにつき 1 つのロー。

sysconfigures ユーザが設定できる設定パラメータにつき 1 つのロー。
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sybsecurity 内のシステム・テーブル

次に示すシステム・テーブルは、sybsecurity データベースだけにあり
ます。

syscurconfigs Adaptive Server が現在使用しているすべての設定パラメータに関する情報。

sysdatabases Adaptive Server のデータベースごとに 1 つのロー。

sysdevices テープ・ダンプ・デバイス、ディスク・ダンプ・デバイス、データベース用
のディスク、およびデータベース用のディスク・パーティションそれぞれに
つき 1 つのロー。

sysengines 現在オンラインになっている Adaptive Server エンジンごとに 1 つのロー。

syslanguages サーバが認識している各言語 (us_english を除く ) ごとに 1 つのロー。

syslisteners 現在の Adaptive Server が使用しているネットワーク接続のタイプごとに 1 つ
のロー。

syslocks アクティブなロックについての情報。

sysloginroles システム定義役割を持つサーバ・ログインごとに 1 つのロー。

syslogins 有効な Adaptive Server ユーザ・アカウントごとに 1 つのロー。

syslogshold 各データベースの最も古いアクティブなトランザクションと Replication 
Server® トランケーション・ポイントについての情報。

sysmessages システム・エラーまたは警告ごとに 1 つのロー。

sysmonitors モニタ・カウンタごとに 1 つのロー。

sysprocesses サーバの処理についての情報。

sysremotelogins リモート・ユーザごとに 1 つのロー。

sysresourcelimits リソース制限ごとに 1 つのロー。

syssecmechs Adaptive Server で利用できる各セキュリティ・メカニズムでサポートされてい
るセキュリティ・サービスに関する情報。

sysservers リモート Adaptive Server ごとに 1 つのロー。

syssessions 高可用性システム内で Adaptive Server が Sybase フェールオーバ用に設定され
ている場合にのみ使用される。syssessions には、フェールオーバ・プロパ
ティを使用して Adaptive Server に接続するクライアントごとに 1 つのローが
存在する。

syssrvroles サーバワイドな役割ごとに 1 つのロー。

systimeranges 名前付き時間範囲ごとに 1 つのロー。

systransactions トランザクションごとに 1 つのロー。

sysusages データベースに割り当てられたディスクの一部分それぞれにつき 1 つのロー。

システム・テーブル 内容

システム・テーブル 内容

sysauditoptions グローバル監査オプションごとに 1 つのロー。
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監査に関連するすべてのシステム・テーブルは全ページ・ロックです。

sybsystemdb 内のシステム・テーブル

分散トランザクションのリモート・パティシパントごとに 1 つのロー
で構成される、syscoordinations システム・テーブルは sybsystemdb だけ
にあります。

すべてのデータベース内のシステム・テーブル

次のシステム・テーブルはすべてのデータベースにあります。

sysaudits_01 - sysaudits_08 監査証跡。監査テーブルには、監査レコードごとに 1 つのローがあり
ます。

システム・テーブル 内容

システム・テー
ブル 内容

sysalternates データベースのユーザにマップされた Adaptive Server ユーザごとに 1 つのロー。

sysattributes オブジェクトの属性定義ごとに 1 つのロー。

syscolumns テーブルまたはビューのカラムごとに 1 つのロー、およびプロシージャのパラ
メータごとに 1 つのロー。

syscomments ビュー、ルール、デフォルト、トリガ、プロシージャそれぞれにつき 1 つまたは
複数のローが含まれ、SQL 定義文を形成。

sysconstraints テーブルまたはカラムに関連する参照制約および検査制約それぞれにつき 1 つの
ロー。

sysdepends プロシージャ、ビュー、トリガによって参照されるプロシージャ、ビュー、テー
ブルそれぞれにつき 1 つのロー。

sysgams データベース全体のアロケーション・ビットマップ。

sysindexes クラスタード・インデックスまたはノンクラスタード・インデックスごとに 1 つ
のロー。インデックスのないテーブルごとに 1 つのロー。text または image データ
のあるテーブルごとに 1 つのロー。

sysjars データベースに必要な Java アーカイブ (JAR) ファイルごとに 1 つのロー。

syskeys ユーザが設定するプライマリ・キー、外部キー、共通キーそれぞれにつき 1 つの
ロー (Adaptive Server には維持されない )。

syslogs トランザクション・ログ。

sysobjects テーブル、ビュー、プロシージャ、ルール、トリガ、デフォルト、ログ、および
テンポラリ・オブジェクト (tempdb 内のみ ) それぞれにつき 1 つのロー。

syspartitionkeys パーティション・キーごとに 1 つのロー。
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sybdiagdb データベースの概要

Sybase 製品の保守契約を結んでいるサポート・センタは、デバッグ用
に、使用されているシステムに sybdiagdb データベースを作成するこ
とができます。このデータベースは、テクニカル・サポートが使用す
る診断用の設定データを保持します。

syblicenseslog テーブルの概要

syblicenseslog テーブルについては、「syblicenseslog 」(10 ページ ) を参照
してください。技術的にはシステム・テーブルではありませんが、
Adaptive Server の停止に関連するライセンス情報について参照する必
要がある場合があります。

syspartitions 分割されたテーブルまたはインデックスの分割ごとに 1 つのロー。

sysprocedures ビュー、ルール、デフォルト、トリガ、プロシージャそれぞれにつき 1 つのロー。
内部定義を形成。

sysprotects ユーザのパーミッション情報。

sysquerymetrics 永続的なカタログで集計履歴クエリ情報を収集する。sysquerymetrics は、ビューで
あり、テーブルではない。

sysqueryplans 抽象クエリ・プランおよび SQL テキスト。

sysreferences テーブルまたはカラムに宣言された参照整合性制約につき 1 つのロー。

sysroles ローカルのデータベース・グループにマップされるサーバワイドな役割。

syssegments 各セグメント ( ディスクの一部分の集まり ) ごとに 1 つのロー。

sysslices 旧式のテーブルであり、アップグレード時にのみ使用する。Adaptive Server バー
ジョン 15.0 より前の名称は syspartitions。

sysstatistics ユーザ・テーブル上の各インデックス・カラムに対して 1 つまたは複数のロー。
インデックスが作成されていないカラムに対してローを含むこともあります。

systabstats テーブルごとに 1 つのロー、およびノンクラスタード・インデックスごとに 1 つの
ロー。

systhresholds データベースに定義されたスレッショルドにつき 1 つのロー。

systypes システム定義データ型およびユーザ定義データ型それぞれにつき 1 つのロー。

sysusermessages 各ユーザ定義メッセージにつき 1 つのロー。

sysusers データベースに許可されているユーザにつき 1 つのロー。

sysxtypes 各拡張 Java-SQL データ型につき 1 つのロー。ロー・レベルのロックを使用する。

システム・テー
ブル 内容
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Cluster Edition でのシステム・テーブルの使用
この項では Cluster Edition でのシステム・テーブルの一般的変更につ
いて説明します。それぞれのテーブルの変更内容は、表見出しの下に
リストされています。

timestamp カラム

Adaptive Server では、テーブルに timestamp カラムがある場合、その値
はローが変更されるたびに更新されます。クライアント・アプリケー
ションは、この機能を利用して、「オプティミスティック・ロック」
と呼ばれるアクセス・メソッドを使用してローに加えられた変更内容
を検出します。timestamp カラムの値は、データベース内でユニークな
値です。ただし、Cluster Edition では、timestamp カラムの値が複数の
テーブルにわたってデータベース内で昇順になるとは限りませんが、
テーブルごとに昇順になることは保証されています。

変更された identity 値
Cluster Edition の identity カラムの動作は、Adaptive Server のノンクラ
スタ・エディションの identity カラムの動作とは異なります。Cluster 
Edition では、identity 値がユニークであることを保証しますが、パ
フォーマンス上の理由から、値は単調に増加しないことがあります。

ノンクラスタの Adaptive Server では、insert がメモリから次の値にアク
セスするときのディスク I/O を削減するために、identity 値のセットが
メモリに記録されています。Cluster Edition では、同じサイズの set が
メモリに記録されていますが、set は複数のクラスタ・インスタンスに
分割されています。identity set のサイズが 250000 である 2 インスタン
ス・クラスタでは、最初のインスタンスは値 {1、2、3 ...} を挿入し、2 
番目のインスタンスは値 {125000、125001、125002 ...} を挿入します。

next-identity 関数は、next-identity が実行されたインスタンスからテーブ
ルの次の identity 値をレポートします。たとえば、next-identity は、イ
ンスタンス 1 に対して 4 を返し、インスタンス 2 に対して 125003 を返
します。

Cluster Edition で記録サイズと記録動作に変更がないため、identity-burn-
max は、ノンクラスタの Adaptive Server の場合と同様に動作します。
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偽のテーブルのマテリアライズの制御

sp_who や sp_lock など、ストアド・プロシージャの中には、
sysprocesses や syslocks などの偽のテーブルから読み込むものがありま
す。偽のテーブルのローはディスクに格納されていないため、偽の
テーブルは共有ディスク・クラスタの共有データの動作の例外であ
り、特別な機能が適用されます。

set system_view コマンドを使用すると、クラスタ内で偽のテーブルの
クエリがローカル・インスタンスからローを返すか、すべてのインス
タンスからローを返すかを制御できます。set system_view は、セッ
ションレベルのコマンドです。また、set system_view は、モニタリン
グ・テーブルのマテリアライズも制御します。

論理クラスタ・レベルでのデフォルトのシステム・ビューの設定につ
いては、『Cluster ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

デフォルトでは、Adaptive Server はローカル・インスタンスからのみ
ローを取得します。

• 偽のテーブルのクエリがすべてのインスタンスのローをマテリア
ライズするように指定するには、cluster オプションを使用します。
次に例を示します。

set system_view cluster

• 偽のテーブルのクエリがローカル・インスタンスのローをマテリ
アライズするように指定するには、instance オプションを使用しま
す。次に例を示します。

set system_view instance

 現在の system_view 設定を取得するには、@@system_view グローバル
変数を選択します。

Adaptive Server は、これらの偽のテーブルのクラスタワイドなマテリ
アライズをサポートしています。

• sysprocesses

• syslocks

• sysengines

• syslisteners

• sysmonitors

• syssechmechs

• syscurconfigs
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注意 sysinstances は、system_view の設定にかかわらず、常にクラ
スタワイドなマテリアライズに設定されています。

システム・テーブル使用上の規則
この項では、システム・テーブルについての規則、制限、使用方法に
ついて説明します。

注意 デフォルトでは、カラムは NOT NULL として定義されていま
す。null 入力可能なカラムは、“null” キーワードを使用して説明され、
本書のテーブルのカラム説明にリストされます。

システム・テーブルのパーミッション

システム・テーブルを使用するためのパーミッションは、他のテーブ
ルに対するパーミッションと同様に、データベース所有者が制御でき
ます。デフォルトでは、Adaptive Server をインストールするとき、
installmodel スクリプトによって、“public”( 全ユーザ ) にテーブル内の
ほとんどのフィールドに対する select アクセスが付与されます。代わ
りに、Adaptive Server が新しいデータベースを構築するときに、これ
らのシステム・テーブルのデフォルト・パーミッションが割り当てら
れます。ただし、syssrvroles など、システム・テーブルによってはア
クセスできないものがあり、他のシステム・テーブルでもアクセスで
きないフィールドを持つものがあります。たとえば、デフォルトでは
すべてのユーザが audflags 以外の sysobjects のすべてのカラムを選択で
きます。詳細については、『セキュリティ管理ガイド』を参照してく
ださい。

sp_helprotect system_table_name

たとえば、master の syssrvroles のパーミッションを確認するには、次
のように実行します。

use master
go
sp_helprotect syssrvroles
go
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システム・テーブルに使用されるロック・スキーム

Adaptive Server の全ページ・ロック・スキームでは、データ・ページ
上およびインデックス・ページ上でロックが取得されます。詳細につ
いては、『パフォーマンス＆チューニング・シリーズ：ロックと同時
実行制御』を参照してください。

以下のシステム・テーブルは全ページ・ロックを使用し、これ以外の
システム・テーブルは、データロー・ロックを使用します。

• sysusermessages

• sysslices

• sysmessages

また、以下のシステム・テーブルは、外見上は全ページ・ロックを使
用した「偽」の ( つまりロー指向でない ) カタログです。

• syslogs

• sysgams

• sysprocesses

• syslocks

• syscurconfigs

• syssecmechs

• sysmonitors

• sysengines

• systestlog

• syslisteners

• syslogshold

予約済みカラム

カラムの説明の欄に「予約済み」という言葉が入っている場合、
Adaptive Server が現在使用していないカラムを意味しています。
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システム・テーブルの更新

データベース所有者であっても、システム・テーブルを直接更新する
ことはできません。代わりに、Adaptive Server には、システム・テー
ブルに通常必要な更新や追加を行うのに使用するべきシステム・プロ
シージャが含まれています。

システム・テーブルに修正が必要な場合に、システム・プロシージャ
以外の方法で修正せざるを得ないときには、システム・テーブルを直
接更新できます。直接更新を行えるようにするには、システム・セ
キュリティ担当者がシステム・プロシージャ sp_configure を使用して、
allow updates to system tables という設定パラメータを再設定してくださ
い。詳細については、『セキュリティ管理ガイド』を参照してくださ
い。

システム・テーブル上のトリガ

システム・テーブルにはトリガを作成できません。システム・テーブ
ルにトリガを作成しようとすると、Adaptive Server はエラー・メッ
セージを返し、トリガの作成を取り消す。
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syblicenseslog
master データベースのみ

説明 syblicenseslog には、24 時間間隔で Adaptive Server で使用されるライセ
ンスの最大数の更新ごとに、1 つのローが含まれています。
syblicenseslog は、24 時間ごとに更新されます。Adaptive Server が停止
されると、停止する前に License Use Manager が syblicenseslog で現在使
用されているライセンス数をログに記録します。Adaptive Server の起
動時に、24 時間が開始されます。

注意 syblicenseslog はシステム・テーブルではありません。タイプは 
“U” でオブジェクト ID は 256 以上です。

カラム syblicenseslogs のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

status smallint 使用されるライセンスの最大数のステータス。次のいずれか。

• 0 = ライセンス数は制限を超過していない

• 1 = ライセンス数は制限を超過している

• -1 = ハウスキーピングはライセンス数をモニタできない

logtime datetime ログが書き込まれた日時。

maxlicenses int 24 時間の間に使用されたライセンスの最大数。
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sysalternates
すべてのデータベース

説明 sysalternates には、現在使用しているデータベースのユーザにマップ
された ( またはエイリアスされた ) Adaptive Server のユーザごとに、1 
つのローが含まれます。ユーザがデータベースにアクセスしようとす
ると、Adaptive Server は、sysusers 内で有効な uid エントリを検索しま
す。有効なエントリが見つからなかった場合、sysalternates.suid 内を検
索します。そこでユーザの suid が見つかった場合、ユーザは 
sysalternates.altsuid にリストされている suid を所有するデータベース・
ユーザとして扱われます。

カラム sysalternates のカラムは次のとおりです。

インデックス • suid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成さ
れています。

名前 データ型 説明

suid int マップされているユーザのサーバ・ユーザ ID。

altsuid int 別のユーザにマップされるユーザのサーバ・ユーザ ID。
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sysaltusages
スクラッチ・データベース

説明 sysaltusages システム・テーブルは、アーカイブ・データベースの
ページ番号を、データベース・ダンプとそのストライプ内、または変
更済みページ・セクション内の実際のページにマップします。ただ
し、従来のデータベースの sysusages テーブルとは異なり、
sysaltusages テーブルはデータベースのすべての論理ページをマップ
するわけではありません。sysaltusages は、次のページをマップしま
す。

• データベース・ダンプに保存されているもの

• 変更されたため、変更済みページ・セクションに再配置されてい
るもの

『システム管理ガイド 第 2 巻』の「第 14 章 アーカイブ・データベース
へのアクセス」を参照してください。

カラム sysaltusages のカラムは次のとおりです。

注意 sysaltusages はロー・ロック・カタログであるため、reorg を定期
的に使用して、論理的に削除された領域を再利用する必要があります。

スクラッチ・データベースには、新しい sysaltusages テーブルが格納
されます。スクラッチ・データベースは、sysaltusages テーブルを柔軟
に配置するために使用されます。

名前 データ型 説明

dbid smallint アーカイブ・データベースのデータベース ID。
location int ページの物理的に連続したブロックが存在するアーカイブ・データ

ベース・セグメントのロケーション。

location カラムでは、値 5 および 6 はそのロケーションがデータベース・ダ
ンプ、トランザクション・ログ・ダンプ、またはそのストライプにあるこ
とを示し、値 7 または 8 はそのロケーションが変更済みページ・セクショ
ンにあることを示す。値 4 は、物理的に使用できないページのギャップを
埋めるために使用されます。

lstart unsigned int 物理的に連続するページのブロックが開始する論理ページ番号。

size unsigned int 物理的に連続するページのブロックにある論理ページの数。

vstart int vdevno により指定されたデバイス上のページの連続するブロックが開始す
るオフセット。

vdevno int ページの連続するブロックが存在するデバイス番号。

segmap int ページのこのブロックが割り付けられたセグメントのマップ。
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どのデータベースでもスクラッチ・データベースに指定できます 
(master データベースやテンポラリ・データベースなどの例外を除く )。
以下の理由から、スクラッチ・データベース専用のデータベースを使
用することをおすすめします。

• sysaltusages のサイズが、サポートされるアーカイブ・データベー
スの数によって変化する場合がある。データベースのサイズを小
さくすることはできないが、大きすぎる場合はそれを削除して、
必要に応じて再作成できる。

• データベース・ログが自動的にトランケートされるように、"trunc 
log on checkpoint" オプションを有効にできる。

sysaltusages テーブルを持つ点を除けば、このデータベースは他の
データベースと同様です。スレッショルド・プロシージャと他の領域
管理メカニズムを使用して、データベース内の領域を管理できます。

スクラッチ・データベース 次のように入力することにより、スクラッ
チ・データベースとして使用するデータベースを指定します。

sp_dboption <db name>, "scratch database", "true"

各アーカイブ・データベースに割り当てることのできるスクラッチ・
データベースは一度に 1 つのみですが、複数のデータベースが同じス
クラッチ・データベースを使用することはできます。多数のアーカイ
ブ・データベースがある場合は、複数のスクラッチ・データベースを
定義できます。

sysaltusages には、dbid、location、lstart のユニーク・クラスタード・イ
ンデックス (csysaltusages) が含まれます。
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sysattributes
すべてのデータベース

説明 システム属性は、データベース、テーブル、インデックス、ユーザ、
ログイン、プロシージャなどのオブジェクトのプロパティを定義しま
す。sysattributes は、( いろいろなシステム・プロシージャによって設
定される ) オブジェクトの属性定義ごとに、1 つのローを持っていま
す。master..sysattributes は、Adaptive Server 全体に対して、有効な属性
値とクラスの設定を定義します。また、データベース、ログインな
ど、サーバワイドなオブジェクトの属性定義も格納します。

sysattributes へのアクセスには、システム・プロシージャのみを使用し
てください。sysattributes の変更に必要なパーミッションは、使用する
システム・プロシージャによって異なります。

カラム sysattributes のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

class smallint 属性のカテゴリを示す。master..sysattributes では、特別クラス 0 が、
Adaptive Server で有効なすべての属性のクラスを識別する。

attribute smallint 属性 ID。attribute は、タイプが EC でクラスが 25 であるオブジェク
トについて、値が 1 (DECRYPT-DEFAULT_ID) の暗号化カラムに
対するデフォルトの復号化方式を指定する。

object_type char(2) 1 文字または 2 文字の ID で、属性と関連付けるオブジェクトのタイプを
定義する。

object_cinfo varchar(255) 
null

オブジェクトに対する文字列の識別子 ( アプリケーション名など )。こ
のフィールドは、すべての属性で使用されるわけではない。

object_cinfo2 varchar(255) 
null

SDC 環境におけるオブジェクトに対する文字列の識別子 ( アプリケー
ション名など )。このフィールドは、すべての属性で使用されるわけで
はない。

object int null オブジェクト識別子。オブジェクトのタイプによって、オブジェクト 
ID、ユーザ ID、復号化デフォルト ID、データベース ID など。オブジェ
クトがテーブルの一部 ( インデックスなど ) の場合、このカラムには関
連テーブルのオブジェクト ID が含まれる。

object_info1、
object_info2、
object_info3

int null オブジェクトの識別に必要な追加情報を定義する。このフィールドは、
すべての属性で使用されるわけではない。このフィールドの内容は定義
する属性によって異なる。

• object_info_1 － 復号化デフォルト値を定義している暗号化カラムを
持つテーブルのテーブル ID を表します。

• object_info2 － 復号化デフォルト値を格納する暗号化カラムの colid を
指定する。

int_value int null ユーザの表示レベルなどの属性に対する整数値。
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表 1-1 には、object_type で最も頻繁に使用される値を示します。これ
らの値は、sysattributes に追加の情報を提供するためのものであり、単
独で使用するものではありません。したがって、これらの値はクラス 
ID とともに使用します。

char_value varchar(768) 
null

キャッシュ名などの属性に対する文字値。

text_value text null 属性に対するテキスト値。

image_value image null 属性に対するイメージ値。

comments varchar(255) 
null

属性の定義についてのコメントまたは追加情報。

object_datetime null 属性に対する datetime 値。使用方法は属性を使用するモジュールによっ
て変わりますが、通常は属性が作成された日付と時刻を表します。

名前 データ型 説明
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表 1-1: sysattributes の object_type カラムの有効な値

インデックス • class、attribute、object_type、object、object_info1、object_info2、
object_info3、object_cinfo カラムに、ユニーク・クラスタード・イ
ンデックスが作成されています。

• object_type、object、object_info1、object_info2、object_info3、
object_cinfo カラムに、ノンクラスタード・インデックスが作成さ
れています。

値 説明

D データベース

I インデックス

L ログイン

LR ログイン・プロファイル

P プロシージャ

T 表 
U ユーザ

AP アプリケーション

DC ダンプ条件

EL 外部ログイン (OMNI)
OD オブジェクトの定義 (OMNI)
TC トランザクション・コーディネーション (ASTC)
TG テンポラリ・データベース・グループ ( 複数の tempdb)
TP テキスト・ページ (OMNI)
QP クエリ・プラン ( 抽象プラン )
UR ユーザの役割

GR グループの役割

LG ログイン (MTDB バインド用 )
EG エンジン・グループ

PS パスワードのセキュリティ

SP キー・ペア生成時間
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sysauditoptions
sybsecurity データベース

説明 sysauditoptions はサーバワイドな監査オプションごとに 1 つのローを持
ち、そのオプションの現在の設定を表します。他の種類の監査オプ
ションの設定は、他のテーブルに保存されます。たとえば、データ
ベース固有のオプション設定は sysdatabases に保存され、オブジェク
ト固有のオプション設定は sysobjects に保存されます。各オプション
のデフォルト値は 0 または “off” です。sysauditoptions にアクセスでき
るのはシステム・セキュリティ担当者だけです。

カラム sysauditoptions のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

num smallint サーバワイドなオプションの数。

val smallint 現在の値。次のうちのいずれか。

• 0 = off

• 1 = pass

• 2 = Failed

• 3 = on

minval smallint このオプションに有効な最小値。

maxval smallint このオプションに有効な最大値。

name varchar(30) オプション名。

sval varchar(30) 現在の値に相当する文字列。たとえば、“on”、“off”、“nonfatal”。
comment varchar(255) オプションの説明。
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sysaudits_01 - sysaudits_08
sybsecurity データベース

説明 これらのシステム・テーブルには監査証跡が含まれています。アク
ティブにできるテーブルは、一度に 1 つのみです。アクティブなテー
ブルは、current audit table 設定パラメータで決定されます。1 つのイン
ストール環境では最大 8 つの監査テーブルを持つことができます。た
とえば、インストール環境に 3 つの監査テーブルがある場合、テーブ
ル名は sysaudits_01、sysaudits_02、sysaudits_03 になります。監査テー
ブルには、監査レコードごとに 1 つのローが含まれます。

カラム sysaudits_01 ～ sysaudits_08 のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

event smallint 監査されるイベントのタイプ。

eventmod smallint イベントに関する詳細情報。値は次のとおり。

• 0 = このイベントの修飾子はない。

• 1 = イベントがパーミッションの検査に成功した。

• 2 = イベントがパーミッションの検査に失敗した。

spid smallint 監査レコードを書き込むプロセスのサーバ・プロセス ID。

int (Cluster Edition)
eventtime datetime 監査イベントの日付と時刻。

sequence smallint 単一イベント内のレコードのシーケンス番号。一部のイベントは、複数の
監査レコードを必要とする。

suid smallint 監査イベントを実行したユーザのサーバ・ログイン ID。

dbid int null 監査されるイベントが発生したデータベースの ID、または、オブジェク
ト、ストアド・プロシージャ、トリガが存在するデータベースの ID ( イベ
ントのタイプによる )。

objid int null アクセスしたオブジェクト、またはストアド・プロシージャ、トリガの 
ID。

xactid binary(6) null 監査イベントを含むトランザクション ID。マルチデータベース・トラン
ザクションの場合は、トランザクションが発生したデータベースからのト
ランザクション ID。

loginname varchar(30) null suid に対応するログイン名。

dbname varchar(30) null dbid に対応するデータベース名。

objname varchar(255) null objid に対応するオブジェクト名。

objowner varchar(30) null objid の所有者名。

extrainfo varchar(255) null 監査イベントについての追加情報。このフィールドの複数の項目は、セミ
コロンで区切られている。表 1-2 を参照してください。

 nodeid tinyint null 今後のために予約済み ( クラスタ環境では使用不可 )。
instanceid tinyint インスタンスの ID ( クラスタ環境のみで使用可能 )。
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注意 Cluster Edition ではデータ型にこの変更が加えられたため、監
査テーブルをアップグレードする前にアーカイブおよびトランケート
することを強くおすすめします。それによって、sybsecurity データ
ベース内の領域不足によるアップグレードの失敗を低減できます。

 extrainfo カラムにはセミコロンで区切られた項目列があります ( 表 1-2 
を参照 )。

表 1-2: extrainfo カラムの項目

監査設定パラメータを変更するセキュリティ関連イベントにおける 
extrainfo カラムの例を以下に示します。

sso_role;suspend auditing when full;1;0;;;;

この例を見ると、システム・セキュリティ担当者が設定パラメータ 
suspend auditing when full を、1 ( 監査イベントのあるプロセスを中断 ) 
から 0 ( 次の監査テーブルをトランケートし、それを現在の監査テー
ブルにする ) に変更したことがわかります。

項目 内容

Roles アクティブな役割をリストする。役割はブランクで区切られている。

Keywords or options イベントに使用されたキーワードまたはコマンド・オプションの名前。たとえ
ば、alter table コマンドでは、add column または drop constraint オプションが使用
される場合がある。複数のキーワードやオプションは、カンマで区切られてい
る。

Previous value イベントによって値が更新された場合には、更新される前の値。

Current value イベントによって値が更新された場合には、新しい値。

Other information イベントに記録されたセキュリティ関連のその他の情報。

Proxy information  set proxy が有効な間にイベントが発生した場合には、最初のログイン名。

Principal information ユーザのログインがセキュア・デフォルト・ログインであり、ユーザが統一化
ログインを使用して Adaptive Server にログインした場合に、基本となるセキュ
リティ・メカニズムのプリンシパル名が格納される。デフォルトのセキュア・
ログインが使われない場合は、このフィールドの値は NULL。
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syscacheinfo
master データベース

説明 データ・キャッシュに関する情報を提供する。

syscacheinfo は データ・キャッシュおよびプールの設定に関する情報
を提供する master データベースのビューです。

sa_role の役割を持つユーザのみがビューにアクセスできます。

カラム syscacheinfo のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

cache_name varchar(30) このプールが割り当てられているキャッシュの名前。

cache_status varchar(8) キャッシュのステータス。次のいずれか。

• Active
• Pend/Act
• Act/Del

cache_type varchar(16) キャッシュのタイプ。次のいずれか。

• Mixed, HK Ignore
• Mixed
• Log Only
• In-Memory Storage
• Default

config_size float キャッシュ用として現在設定されているサイズ (MB)。run_size カラ
ムに表示されるキャッシュの実サイズと値が異なることがある。

run_size float キャッシュに割り当てられている現在のメモリ容量 (MB)。
config_size カラムに表示される設定されたサイズと値が異なること
がある。

config_replacement varchar(11) 現在設定されているバッファ置換方式。なし、または次のいずれか。

• Strict LRU
• Relaxed LRU

run_replacement varchar(11) 現在のキャッシュ用バッファ置換方式。なし、または次のいずれか。

• Strict LRU
• Relaxed LRU

config_partitions int データ・キャッシュ用に設定されたパーティション数。

run_partitions int データ・キャッシュ用の現在のパーティション数。

overhead numeric データ・キャッシュ用のメモリ・オーバーヘッド容量。

cacheid int データ・キャッシュの ID。

instanceid int インスタンスの ID ( ノンクラスタード・サーバでは、ゼロ )。
scope varchar(6) Cluster Edition でデータ・キャッシュがローカルかグローバルかを示

す。値は、ノンクラスタード・サーバでは常にグローバル。
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syscachepoolinfo
説明 データ・キャッシュの設定情報を含む各データ・キャッシュ・プール

のローを表示する。このビューは syscacheinfo ビューと syspoolinfo 
ビューを統合したビューです。

カラム sa_role の役割を持つユーザのみがビューにアクセスできます。

syscacheinfo のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

cache_name varchar(30) このプールが割り当てられているキャッシュの名前。

cache_status varchar(8) キャッシュのステータス。次のいずれか。

• Active
• Pend/Act
• Act/Del

cache_type varchar(16) キャッシュのタイプ。次のいずれか。

• Mixed, HK Ignore
• Mixed
• Log Only
• In-Memory Storage
• Default

cache_config_size float キャッシュ用として現在設定されているサイズ (MB)。
run_size カラムに表示されるキャッシュの実サイズと値が異な
ることがある。

cache_run_size float キャッシュに割り当てられている現在のメモリ容量 (MB)。
config_size カラムに表示される設定されたサイズと値が異な
ることがある。

cache_config_replacement varchar(11) 現在設定されているバッファ置換方式。なし、または次のい
ずれか。

• Strict LRU
• Relaxed LRU

cache_run_replacement varchar(11) 現在のキャッシュ用バッファ置換方式。なし、または次のい
ずれか。

• Strict LRU
• Relaxed LRU

cache_config_partitions int データ・キャッシュ用に設定されたパーティション数。

cache_run_partitions int データ・キャッシュ用の現在のパーティション数。

cache_overhead numeric データ・キャッシュ用のメモリ・オーバーヘッド容量。

pool_io_size varchar(3) このプール用に I/O 実行に使用するバッファのサイズ (KB)。
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pool_config_size float プールに割り当てられている現在のメモリ容量 (MB)。
run_size カラムに表示される容量と値が異なることがある。

pool_run_size float プールに割り当てられている現在のメモリ容量 (MB)。
pool_apf_percent int プールのバッファのうち、非同期プリフェッチでキャッシュ

に読み込まれ、バッファを保持するために使用できるバッ
ファの比率。

pool_wash_size varchar(10) プールのウォッシュ・エリアのサイズ (MB)。
cacheid int データ・キャッシュの ID。

instanceid int インスタンスの ID ( ノンクラスタード・サーバでは、ゼロ )。
scope varchar(6) Cluster Edition でデータ・キャッシュがローカルかグローバル

かを示す。値は、ノンクラスタード・サーバでは常にグロー
バル。

名前 データ型 説明
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syscharsets
master データベースのみ

説明 syscharsets には、Adaptive Server が使用する文字セットとソート順ご
とに、1 つのローが含まれています。ソート順の 1 つは、デフォルト
のソート順として master..sysconfigures でマーク付けされており、これ
が実際に使用される唯一のソート順です。

カラム syscharsets のカラムは次のとおりです。

インデックス • id、csid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成
されています。

• name カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・インデックスが
作成されています。

名前 データ型 説明

type smallint このローに表示されるエンティティのタイプ。1001 ～ 1999 の番号は
文字セットを示す。2000 ～ 2999 の番号はソート順を示す。

id tinyint 文字セットまたはソート順の ID。ソート順はソート順 ID と文字セッ
ト ID (csid) を組み合わせて定義される。文字セットはユニークな id に
よって定義される。0 ～ 200 の ID 番号は Sybase により予約されてい
る。

csid tinyint ローが文字セットを表す場合、そのフィールドは使用されない。ロー
がソート順を表す場合は、ソート順が組み込まれる文字セットの ID。
この ID の文字セット・ローは、このテーブルに存在していなければ
なりません。

status smallint 内部システム・ステータス情報ビット。

name varchar(30) 文字セットまたはソート順のユニーク名。7 ビット ASCII 文字 A ～ Z、
a ～ z、数字 0 ～ 9、およびアンダースコア (_) のみを使用でき、文字
で始まる必要があります。

description varchar(255) 文字セットまたはソート順の文字セット機能に関するオプションの説
明。

definition image 文字セットまたはソート順の内部定義。このフィールドのデータ構造
は type によって異なる。

sortfile varchar(30) null ソート順ファイルの名前。
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syscolumns
すべてのデータベース

説明 syscolumns には、すべてのテーブルとビューのすべてのカラムに 1 つ
のロー、およびプロシージャのパラメータごとに 1 つのローが含まれ
ます。

テーブルに関連する計算カラムおよび関数ベース・インデックス・
キーそれぞれにつき 1 つのローが含まれています。

カラム syscolumns のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

id int このカラムが属するテーブル ID、またはこのパラメータが関連す
るプロシージャ ID。

number smallint プロシージャがグループ化されている場合のサブ・プロシージャ
番号 ( 非プロシージャ・エントリは 0)。

colid smallint カラム ID
status tinyint • 0 ～ 2 ビット ( 値 1、2、4) は、カラムが bit データ型を使用して

いる場合には、ビットの位置を示す。カラムが text/image デー
タ型を使用している場合には、ビット 0 と 1 は次のようにレプ
リケーション・ステータスを示す。

01 = 常に複写
10 = 変更された場合のみ複写
00 = 決して複写しない

• ビット 3 ( 値 8) - NULL 値がこのカラムで有効かどうかを示す。

• ビット 4 ( 値 16) - カラムに複数の検査制約が存在するかどうか
を示す。

• ビット 5 および 6 - 内部使用。

• ビット 7 ( 値 128) - IDENTITY カラムを示す。

type tinyint systypes からコピーされる物理記憶タイプ。

length int systypes からコピーされるか、またはユーザによって提供される物
理データ長。

offset smallint このカラムを表示する場合のローのオフセット値。値が負の場合、
そのカラムは可変長のカラムを示す。

usertype smallint systypes からコピーされるユーザ・タイプ ID。

cdefault int このカラムのデフォルト値を生成するプロシージャ ID。

domain int このカラムの最初のルールや検査制約の制約の ID。

name varchar(255) not null カラム名。

printfmt varchar(255) null 予約済み。

prec tinyint null カラムのデータ型が numeric の場合の有効桁数。

scale tinyint null カラムのデータ型が numeric の場合の、小数点の右側の桁数。
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remote_type int null リモート名にローカル名をマップする。この情報は、コンポーネ
ント統合サービスのアクセス・メソッドにおいて、ソフトウェア
がパラメータのネイティブなカラム・データ型情報を 
access_server クラスのサーバに渡すのに必要。

remote_name varchar(255) null リモート名にローカル名をマップする。この情報は、コンポーネ
ント統合サービスのアクセス・メソッドにおいて、リモート・
テーブルの適切なカラム名を使用してクエリを構築するのに必要。

xstatus int null 拡張データ型を持つカラムのステータス。値は次のとおり。

0 = in row
1 = off row

xstatus は、拡張データ型を持たないカラムに対しては NULL と
なる。

xtype int null クラスの ID。

プロシージャのテーブルまたはパラメータ内のカラムがそのデー
タ型として Java クラスの場合に使用される。使用される場合、
フィールドは NULL ではなく、type の値が 0x39 になる。詳細につ
いては、『Adaptive Server Enterprise における Java』を参照。

xdbid int null クラスのデータベース ID。システム・クラスの場合は、値は -1。
それ以外の場合は、値は現在のデータベース ID。

プロシージャのテーブルまたはパラメータ内のカラムがそのデー
タ型として Java クラスの場合に使用される。フィールドは NULL 
ではなく、type の値が 0x39 になる。詳細については、『Adaptive 
Server Enterprise における Java』を参照。

accessrule int null sysprocedures におけるアクセス・ルールのオブジェクト ID。詳
細については、『セキュリティ管理ガイド』の第 11 章「ユーザ・
パーミッションの管理」の「ロー・レベル・アクセス制御」を参
照。

名前 データ型 説明
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インデックス •  id、number、colid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデッ
クスが作成されています。

status2 int null SQLJ ストアド・プロシージャのパラメータ・モード、および 
SQLJ 関数の戻り型を示す。

• 0x00000001、値 1 － パラメータ・モード “in”
• 0x00000002、値 2 － パラメータ・モード “out”
計算カラムは次の 3 つの内部ビットがサポートしている。

• 0x00000010、値 16 － カラムは計算カラム。

• 0x00000020、値 32 － カラムは実体化された計算カラム。

• 0x00000040、値 64 － カラムはビュー内の計算カラム。

• 0x00001000、値 4096 － 暗号化カラムには復号化デフォルトが
ある。

syscolumns の status2 フィールドは、次のコード化を使用してカラ
ムの暗号化プロパティを示す。

• 0x80、値 128 － カラムは暗号化されている。

• 0x100、値 256 － カラムは初期化ベクトルによって暗号化され
ている。

• 0x200、値 512 － カラムはランダム埋め込みによって暗号化さ
れている。

• 0x400、値 1024 － プロキシ・テーブルは暗号化されている。

• 0x1000、値 4096 － 暗号化カラムには復号化デフォルトがある。

• 0x20000、値 131072 － カラムは圧縮されないと明示的に定義さ
れている。

• 0x00040000、値 262144 － ロー内に作成された LOB カラムの
ユーザ指定のロー内の長さまたは抽出されたロー内の長さ。

status3 int 0x0001、値 1 －関数ベースのインデックス・キーの隠れた計算カ
ラムを示す。

computedcol int 計算カラム定義のオブジェクト ID を格納する。

encrtype int null 暗号化された状態でのデータ型。

lobcomp_lvl tinyint ラージ・オブジェクトに定義されたカラムの圧縮レベル。

encrlen int null 暗号化データの長さ。

encrykeyid int null キーのオブジェクト ID。

encrykeydb varchar(30) null 暗号化キーが作成されたデータベースの名前。暗号化カラムと同
じデータベースの場合は NULL。

encrdate datetime null 暗号化キーの作成日。sysobjects.crdate からコピーされる。

inrowlen smallint ロー内に作成された LOB カラムのユーザ指定のロー内の長さまた
は抽出されたロー内の長さを格納する。

名前 データ型 説明
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syscomments
すべてのデータベース

説明 syscomments テーブルには、ビュー、ルール、デフォルト、トリガ、
テーブル制約、パーティション、プロシージャ、計算カラム、関数
ベース・インデックス・キー、その他の形式のコンパイル済みオブ
ジェクトのそれぞれに対するエントリが含まれています。text カラム
には、実際の定義文が含まれています。text カラムが 255 バイトより
長い場合、エントリは複数のローにわたって生成されます。それぞれ
のオブジェクトは最大 65,025 ローをを使用できます。

また、計算カラム、関数ベース・インデックス、またはパーティショ
ン定義のテキストも格納されます。たとえば、範囲パーティションの
場合は “values <= value_list” です。

create service コマンドでは、create procedure インフラストラクチャが
使用され、syscomments にテキストが格納されます。

カラム  syscomments のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

id int このテキストが適用されるオブジェクト ID。

number smallint プロシージャがグループ化されている場合のサブ・プロシージャ番号 ( 非プ
ロシージャ・エントリは 0)。

colid smallint このプロシージャのコメントのカラム・カウンタの下位部分。範囲は 0 ～ 
32767。プロシージャのテキストがその数のローに収まらない場合、このカ
ウンタは colid2 と組み合わせて機能する。

texttype smallint コメントのタイプを示す。値は次のとおり。

• 0 － ビュー、ルール、デフォルト、トリガ、およびプロシージャについ
てのシステム提供コメント。

• 1 － オブジェクトまたはカラムを説明するエントリの追加についての
ユーザ提供コメント。

language smallint 予約済み。

text varchar(255) 
null

SQL 定義文の実際のテキスト。

colid2 smallint このプロシージャのコメントのカラム・カウンタの上位部分。範囲は 0 ～ 
32767。1 以上になるのは、32,768 ローを超えるプロシージャ・テキストの
あるプロシージャのみ。
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注意 定義文は、syscomments のテキスト・カラムから削除しないで
ください。これらの文は Adaptive Server アップグレード・プロセスで
必要です。定義文を暗号化するには、システム・プロシージャ 
sp_hidetext を実行します。バージョン 11.5 以降で作られた文が削除さ
れたかどうかを確認するには、sp_checksource を実行します。文が削
除された場合、文を再作成するため、文を作成したオブジェクトを再
作成するか、オブジェクトを作成したアプリケーションを再インス
トールする必要があります。

データベース・オブジェクトのテキストに対する不正なアクセスを防
ぐには、syscomments テーブルの text カラム上の select パーミッション
を、所有者とシステム管理者に限定します。この制限は、ストアド・
プロシージャによるアクセスだけでなく、select 文を使った直接アク
セスにも適用され、評価済み設定で Adaptive Server を実行するときに
必要です。この制限を有効にするには、システム・セキュリティ担当
者が select on syscomments.text  というパラメータをシステム・プロシー
ジャ sp_configure で再設定する必要があります。評価済み設定の詳細
については、『システム管理ガイド第 1 巻』を参照してください。

インデックス • id、number、colid2、colid、 texttype カラムに、ユニーク・クラス
タード・インデックスが作成されています。

status smallint null オブジェクトのステータスを示すビット。

• 0x1 － SYSCOM_TEXT_HIDDEN はテキストが隠されていることを示す。

• 0x2 － 内部使用のために予約済み。

• 0x4 － SYSCOM_QUOTED_ID_ON はオブジェクト作成時に引用符で囲ま
れた識別子がオンになっていたことを示す。

• 0x8 － SYSCOM_SHARED_INLINE_DEF はテキストが共有可能なイ
ンライン・デフォルトであることを示す。

version smallint null このロー用の隠しテキストの暗号化に使用されるアルゴリズムをエンコー
ドする暗号化のバージョン。次のいずれか。

• Null － 隠しテキストの暗号化なし

• 1 － ( デフォルト ) Adaptive Server 15.0 以降のバージョンで使用される 
Adaptive Server 難読化アルゴリズム

• 2 － ( オプション ) Advanced Encryption Standard (“AES”) 強力な暗号化

partitionid int null それ以外は null。
encrkeyid int null version が 2 の場合は、Adaptive Server が現在のデータベース内の 

sysencryptkeys のキー・オブジェクトの隠しテキストを暗号化するのに使用
した暗号化キー ID。それ以外は、Adaptive Server は encrkeyid に null 値を使
用する。

名前 データ型 説明
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sysconfigures
master データベースのみ

説明 sysconfigures には、設定パラメータごとに 1 行のローが含まれていま
す。これらはユーザが設定できます。

カラム sysconfigures のカラムは次のとおりです。

表 1-3 に、status カラムに関する情報を示します。

表 1-3: status カラムの説明

名前 データ型 説明

config smallint 設定パラメータの番号。

value int integer データ型によってユーザが変更できるパラメータの値。character 
データ型のパラメータでは、値は 0。

comment varchar(255) 設定パラメータの名前。

status int 設定パラメータの型を表す値。詳細については、表 1-3 を参照。

name varchar(255) 
null

設定パラメータの名前 (comment と同じ値 )。

parent smallint null 親の設定パラメータの数。複数の親が存在する場合、追加の親の数は 
sysattributes に保管される。

value2 varchar(255) 
null

character データ型のパラメータのユーザ変更値。integer データ型のパラ
メータの場合、値は NULL。value2 は、バッファ・プールのプール・サイ
ズを格納するためにも使用される。

value3 int null バッファ・プールのウォッシュ・サイズを保管する。

value4 int null バッファ・プールの非同期プリフェッチ率を保管する。指定なしまたはデ
フォルト値の場合は -1。

instanceid tinyint インスタンスの ID。クラスタ環境のみで使用可能。

ステータス・タイプ 10 進 16 進 説明

CFG_NO_OPTIONS 0 0x0 パラメータ・オプションなし

CFG_SYSTEM_OPTION 1 0x01 パラメータとしてシステム・オプションを指定

CFG_SYSTEM_GROUP 2 0x02 パラメータとしてシステム・グループを指定

CFG_STATIC 4 0x04 静的パラメータを指定

CFG_DYNAMIC 8 0x08 動的パラメータを指定

CFG_CALCULATED 16 0x10 算出パラメータを指定

CFG_READONLY 32 0x20 読み込み専用パラメータを指定

CFG_MEMORY_USED 64 0x40 パラメータ設定によるメモリ消費が発生

CFG_CONFIG_FILE 128 0x80 外部開示パラメータ

CFG_SYSTEM_TAB 256 0x100 システム・テーブルでのみパラメータを外部開示
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インデックス • name、parent、config カラムに、ユニーク・クラスタード・イン
デックスが作成されています。

• config カラムに、ノンクラスタード・インデックスが作成されて
います。

• parent、config カラムに、ノンクラスタード・インデックスが作成
されています。

CFG_EXTRAS_OPTION 512 0x200 CFG_EXTRAS 用のパラメータ (DS_CONFIG 用で
はない )

CFG_CFGBLK 1024 0x400 パラメータは設定ブロックに格納

CFG_CACHE_GROUP 2048 0x800 パラメータとしてキャッシュ・グループを指定

CFG_CACHE_OPTION 4096 0x1000 パラメータとしてキャッシュ・オプションを指定

CFG_BUFFER_POOL_GROUP 8192 0x2000 パラメータとしてバッファ・プール・グループを
指定

CFG_BUFFER_POOL_OPTION 16384 0x4000 パラメータとしてバッファ・プール・オプション
を指定

CFG_INTERNAL 32768 0x8000 内部使用専用のパラメータ

CFG_FNOF_LPAGESIZE 65536 0x10000 パラメータ・エントリは論理ページサイズに依存

ステータス・タイプ 10 進 16 進 説明
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sysconstraints
すべてのデータベース

説明 create table または alter table を使用して、新しい検査制約または参照制
約を宣言すると、Adaptive Server によってローが sysconstraints テーブ
ルに挿入されます。alter table を実行して制約を削除するまで、ローは
そのまま残ります。drop table を実行してテーブルを削除すると、
sysconstraints テーブルからそのテーブルに関連するすべてのローが削
除されます。

このテーブルには、特定のテーブルに関連する検査制約、参照制約、
計算カラム、および関数ベース・インデックス・キーごとに 1 つの
ローも含まれています。

カラム sysconstraints のカラムは次のとおりです。

インデックス • tableid、colid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックス
が作成されています。

• constrid カラムに、ノンクラスタード・インデックスが作成されて
います。

名前 データ型 説明

colid smallint テーブル内のカラム番号。

constrid int 制約のオブジェクト ID。

tableid int 制約が宣言されるテーブルの ID。

error int 制約ごとのエラー・メッセージ。

status int 制約のタイプ：

• 0x0040 = 参照制約

• 0x0080 = 検査制約

• 0x0100 = 計算カラム・オブジェクト制約

spare2 int 未使用
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syscoordinations
sybsystemdb データベースのみ

説明 syscoordinations には、分散トランザクション ( リモート・パティシパ
ント ) に関与するリモート Adaptive Server とそれらのコーディネー
ション・ステータスについての情報が含まれています。

カラム syscoordinations のカラムは次のとおりです。

インデックス • xactkey、participant、owner カラムに、ユニーク・クラスタード・
インデックスが作成されています。

名前 データ型 説明

participant smallint パティシパント ID。

starttime datetime トランザクションが開始した日付。

coordtype tinyint systransactions テーブル定義内のコーディネーションの方法かプロトコ
ルを示す値。

owner tinyint ローの所有者 ( 内部使用 )。
protocol smallint 内部使用。

state int リモート・パティシパントの現在のステータスを示す値。

• 1 － Begun
• 4 － Prepared
• 7 － Commited
• 9 － In AbortTrans

bootcount int 内部使用。

dbid smallint トランザクションの開始時のデータベース ID。

logvers tinyint 内部使用。

spare tinyint 内部使用。

status int 内部使用。

xactkey binary(14) ユニーク Adaptive Server トランザクション・キー。

gtrid varchar(255) null Adaptive Server によって調整される分散トランザクションのグローバ
ル・トランザクション ID ( 内部使用 )。

partdata varbinary(255) null 内部使用。

srvname varchar(30) null ローカル・サーバ用の名前 ( リモート・サーバでは null)。
nodeid tinyint null クラスタ環境以外では使用不可 － 今後のために予約済み。

instanceid tinyint クラスタ環境のみ － インスタンスの ID
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syscurconfigs
master データベースのみ

説明 syscurconfigs テーブルはクエリを実行するときに動的に構築されます。
これには sysconfigures と同じように各設定パラメータのエントリが含
まれていますが、その値はデフォルト値ではなく現在の値です。さら
に、設定構造を説明する 4 つのエントリが含まれています。

カラム syscurconfigs のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

config smallint 設定パラメータの番号。

value int integer データ型のパラメータの現在の実行値。character データ型の
パラメータでは値は 0。

comment varchar(255) 設定パラメータについてのコメント。内部用。

status int 設定パラメータの型を表す値。表 1-4 を参照してください。

value2 varchar(255) null character データ型のパラメータの現在の実行値を示す。integer デー
タ型のパラメータの場合、値は NULL。

defvalue varchar(255) null 設定パラメータのデフォルト値。

minimum_value int null 設定パラメータの最小値。

maximum_value int null 設定パラメータの最大値。

memory_used int null 各設定パラメータが使用するメモリ量の整数値。負の値はメモリ共
有を示す。

display_level int null 設定パラメータの表示レベル。値は 1、5、および 10。
datatype int null 設定パラメータのデータ型。

message_num int null このパラメータ用の sp_helpconfig メッセージのメッセージ番号。

apf_percent int null バッファ・プールの非同期プリフェッチ率の現在の実行値。バッ
ファ・プールを示すローでのみ有効。

 nodeid tinyint null 今後のために予約済み ( クラスタ環境では使用不可 )。



syscurconfigs 

34  Adaptive Server Enterprise

表 1-4: status カラムの説明

instanceid tinyint インスタンスの ID ( クラスタ環境のみで使用可能 )。
• Not applicable － パラメータにユ

ニットなし

• Number － 項目数

• Clock ticks － クロック・チック数

• Microseconds
• Milliseconds
• Seconds
• Minutes
• Hours
• Days
• Bytes
• Kilobytes

• Megabytes
• Memory pages (2K)
• Virtual pages (2K)
• Logical pages
• Percent
• Ratio

• Switch － ブール値

• ID － ID 番号

• Name
• Rows

type varchar(10) null 設定パラメータがその構造体の定義で動的と宣言されるか、静的と
宣言されるかを指定する。値は次のとおり。

• Dynamic － すぐに有効になる

• Static － Adaptive Server の再起動後有効になる

名前 データ型 説明

ステータス・タイプ 10 進 16 進 説明

CFG_NO_OPTIONS 0 0x0 パラメータ・オプションなし

CFG_SYSTEM_OPTION 1 0x01 パラメータとしてシステム・オプションを指定

CFG_SYSTEM_GROUP 2 0x02 パラメータとしてシステム・グループを指定

CFG_STATIC 4 0x04 静的パラメータを指定

CFG_DYNAMIC 8 0x08 動的パラメータを指定

CFG_CALCULATED 16 0x10 算出パラメータを指定

CFG_READONLY 32 0x20 読み込み専用パラメータを指定

CFG_MEMORY_USED 64 0x40 パラメータ設定によるメモリ消費が発生

CFG_CONFIG_FILE 128 0x80 外部開示パラメータ

CFG_SYSTEM_TAB 256 0x100 システム・テーブルでのみパラメータを外部開
示

CFG_EXTRAS_OPTION 512 0x200 CFG_EXTRAS 用のパラメータ (DS_CONFIG 用で
はない )

CFG_CFGBLK 1024 0x400 パラメータは設定ブロックに格納

CFG_CACHE_GROUP 2048 0x800 パラメータとしてキャッシュ・グループを指定

CFG_CACHE_OPTION 4096 0x1000 パラメータとしてキャッシュ・オプションを指
定
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CFG_BUFFER_POOL_GROUP 8192 0x2000 パラメータとしてバッファ・プール・グループ
を指定

CFG_BUFFER_POOL_OPTION 16384 0x4000 パラメータとしてバッファ・プール・オプショ
ンを指定

CFG_INTERNAL 32768 0x8000 内部使用専用のパラメータ

CFG_FNOF_LPAGESIZE 65536 0x10000 パラメータ・エントリは論理ページサイズに依存

ステータス・タイプ 10 進 16 進 説明
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sysdatabases
master データベースのみ

説明 sysdatabases テーブルには、Adaptive Server のデータベースごとに 1 つ
のローが含まれます。Adaptive Server をインストールすると、
sysdatabases には、master データベース、model データベース、
sybsystemprocs データベース、および tempdb データベースのエントリ
が含まれます。監査をインストールした場合は、sybsecurity データ
ベースのエントリも含まれます。

カラム sysdatabases のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

name sysname データベースの名前。

dbid smallint データベース ID。

suid int データベース所有者のサーバ・ユーザ ID。

status smallint ユーザが sp_dboption で設定できる制御ビット。詳細については、
表 1-5 を参照。

version smallint 未使用

logptr int トランザクション・ログへのポインタ。

crdate datetime 作成した日付。

dumptrdate datetime 最新の dump transaction の日付。

status2 smallint null 追加の制御ビット ( 表 1-6 ( 37 ページ ) を参照 )。
audflags int null データベースの監査設定。

deftabaud int null テーブルのデフォルト監査設定を定義するビットマスク。

defvwaud int null ビューのデフォルト監査設定を定義するビットマスク。

defpraud int null ストアド・プロシージャのデフォルト監査設定を定義するビット
マスク。

def_remote_type smallint null ストアド・プロシージャ sp_addobjectdef によって記憶位置が提供さ
れていない場合には、リモート・テーブルで使用するデフォルト
のオブジェクト・タイプを示す。

def_remote_loc varchar(349) null ストアド・プロシージャ sp_addobjectdef によって記憶位置が提供さ
れていない場合には、リモート・テーブルで使用するデフォルト
の記憶位置を示す。

status3 int null 追加の制御ビット。

status4 int null 追加の制御ビット。

audflags2 varbinary(16) null 今後のために予約済み。

instanceid tinyint インスタンスの ID (Cluster Edition のみ )。



第 1 章    システム・テーブル 

リファレンス・マニュアル：テーブル 37

表 1-5 に、status カラムのビット表示をリストします。

表 1-5: sysdatabases テーブルのステータス制御ビット

表 1-6 に、status2 カラムのビット表示をリストします。

表 1-6: sysdatabases テーブルの status2 制御ビット

durability int データベースの持続性レベル。値は次のとおり。

1 － full
5 － at_shutdown
6 － no_recovery

lobcomp_lvl tinyint LOB 圧縮レベル。

名前 データ型 説明

10 進 16 進 ステータス。

1 0x01 このデータベースからアップグレードが開始された。

2 0x02 アップグレードに成功した。

4 0x04 select into/bulkcopy、ユーザによって設定可能。

8 0x08 trunc log on chkpt、ユーザによって設定可能。

16 0x10 no chkpt on recovery、ユーザによって設定可能。

32 0x20 for load オプションを使用してデータベースが作成されたか、データベース
をロードしているときにクラッシュして、リカバリされていない。

64 0x04 リカバリするすべてのデータベースのリカバリが開始された。

256 0x100 • データベースが疑わしい (suspect)。
• リカバリされていない

• データベースをオープンまたは使用することができない。

• dbcc dbrepair で削除できる。

512 0x200 ddl in tran、ユーザによって設定可能。

1024 0x400 read only、ユーザによって設定可能。

2048 0x800 dbo use only、ユーザによって設定可能。

4096 0x1000 single user、ユーザによって設定可能。

8192 0x2000 allow nulls by default、ユーザによって設定可能。

10 進 16 進 ステータス

1 0x0001 abort tran on log ful ( ユーザによって設定可能 )。
2 0x0002 no free space acctg ( ユーザによって設定可能 )。
4 0x0004 auto identity ( ユーザによって設定可能 )。
8 0x0008 identity in nonunique index ( ユーザによって設定可能 )。
16 0x0010 データベースがオフライン状態になっている。

32 0x0020 リカバリが完了するまでデータベースがオフライン状態になっている。

64 0x0040 テーブルには auto identity 機能があり、identity カラムに一意性制約がある。
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表 1-7 に、status3 カラムのビット表示をリストします。

表 1-7: sysdatabases テーブルの status3 制御ビット

表 1-8 に、status4 カラムのビット表示をリストします。

表 1-8: sysdatabases テーブルの status4 制御ビット

128 0x0080 データベースに疑わしいページがある。

256 0x0100 テーブル構造がディスクに書き込まれる。リカバリの完了後にこのビットが
表示された場合、オープン・データベースに対してサーバの設定が不足して
いる可能性がある。このパラメータを増やすには、sp_configure を使用する。

512 0x0200 データベースはアップグレード処理中。

1024 0x0400 データベースは、スタンバイ・アクセス用にオンライン状態。

2048 0x0800 ユーザによって設定されると、エイリアスを使用したデータベース間アクセ
スを防止する。

-32768 0xFFFF8000 データベースにログ専用のデバイスではないログの一部がある。

10 進 16 進 ステータス

10 進 16 進 ステータス

0 0x0000 通常のデータベースまたは標準のデータベース、あるいは create 文でプロキシ更
新のないデータベース。

1 0x0001 proxy_update オプションが指定されており、データベースはユーザが作成したプ
ロキシ・データベースである。

2 0x0002 データベースは高可用性によって作成されたプロキシ・データベースである。

4 0x0004 データベースに、高可用性によって作成されたプロキシ・データベースがある。

8 0x0008 データベースが停止されるため、データベースのアクセスを禁止する。

16 0x0010 データベースはフェールオーバ・データベースである。

32 0x0020 データベースは master の型のマウントされたデータベースである。

64 0x0040 データベースはマウントされたデータベースである。

128 0x0080 quiesce database コマンドによってデータベースへの書き込みがブロックされる。

256 0x0100 ユーザ作成の tempdb。
512 0x0200 フェールオーバ状態のサーバのデータベースへの外部アクセスを禁止する。

1024 0x0400 非同期ロギング・サービス・スレッドを有効または無効にするための、ユーザ提
供のオプション。ユーザは、特定のデータベースで sp_dboption enbale async 
logging service オプションを true に設定してこれを有効にする。

4096 0x1000 データベースが正常に停止された。

8192 0x2000 drop database が進行中である。

10 進 16 進 ステータス

512 0x0200 インメモリ・データベースには、テンプレート・データベースが
ある。

4096 0x1000 データベースは、インメモリ・データベースである。
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インデックス • name カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成
されています。

• dbid カラムに、ノンクラスタード・インデックスが作成されてい
ます。

16384 0x4000 64 このデータベースでは、ビットのアトミック演算が可能である。

16777216 0x01000000 データベースのすべてのテーブルはページ圧縮で作成される。

33554432 0x02000000 データベースのすべてのテーブルはロー圧縮で作成される。

10 進 16 進 ステータス
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sysdepends
すべてのデータベース

説明 sysdepends には、プロシージャ、ビュー、またはトリガによって参照
される各プロシージャ、ビュー、またはテーブル用にローが 1 つずつ
含まれています。

カラム sysdepends のカラムは次のとおりです。

インデックス • id、number、depid、depnumber カラムに、ユニーク・クラスター
ド・インデックスが作成されています。

名前 データ型 説明

id int オブジェクト ID。

number smallint プロシージャ数。

depid int 従属オブジェクト ID。

depnumber smallint 従属プロシージャ数。

status smallint 内部ステータス情報。

selall bit オブジェクトが select * 文で使用される場合は on。
resultobj bit オブジェクトが更新されている場合は on。
readobj bit オブジェクトが読み込まれている場合は on。
columns varbinary ストアド・プロシージャの本体で参照されているカラムのカラム ID の

ビットマップを格納する。このビットマップからは、コンパイル済み
オブジェクトについて、述部付きの権限など、カラムレベルの依存性
追跡情報が得られ、sp_depends によって解析されて、ストアド・プロ
シージャ、トリガ、ビューのカラムレベルの依存性がレポートされる。
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sysdevices
master データベースのみ

説明 sysdevices には、テープ・ダンプ・デバイス、ディスク・ダンプ・デ
バイス、データベース用ディスク、およびデータベース用ディスク・
パーティションそれぞれにローが 1 つずつ含まれています。Adaptive 
Server の配布メディアの sysdevices には、マスタ・デバイス用 ( デー
タベース用 ) に 1 つ、ディスク・ダンプ・デバイス用に 1 つ、テー
プ・ダンプ・デバイス用に 2 つ、合計 4 つのエントリがあります。

注意 Adaptive Server バージョン 15.0 では、デバイスの ID 番号は
vdevno カラムに格納されており、high カラムや low  カラムには含まれ
ていません。したがって、以前のスキーマに基づいてデバイス ID 番
号を特定するスクリプトとストアド・プロシージャを変更する必要が
ある場合があります。

カラム sysdevices のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

low int ダンプ・デバイスには使用しない － 2K バイトの仮想ページのブロッ
ク・オフセット。

high int 2K バイトの最後の仮想ページのブロック・オフセット。

status smallint デバイス・タイプ、デフォルト・ステータス、およびミラー・ステータ
スを示すビット・マップ ( 表 1-9 を参照 )。

cntrltype smallint コントローラ・タイプ。

• 0 = データベース・デバイス

• 2 = ディスク・ダンプ・デバイスまたはストリーミング・テープ

• 3 ～ 8 = テープ・ダンプ・デバイス

name sysname ダンプ・デバイス、データベース・デバイス、またはメモリ内記憶域
キャッシュの論理名。

phyname varchar(127) 物理デバイスまたはメモリ内記憶域キャッシュの名前。

mirrorname varchar(127) null ミラー・デバイス名。

vdevno int デバイス ID 番号。

crdate datetime null デバイスが追加された日付。

resizedate datetime null このデバイスに対して disk resize が最後に実行された日付。

status2 int このデバイスの追加のステータス・ビット ( 表 1-10 を参照 )。
instanceid tinyint インスタンスの ID ( クラスタ環境のみで使用可能 )。
uuid varbinary(16) 今後のために予約済み ( クラスタ環境のみで使用可能 )。
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status カラムのビット表示は、以下のように追加できます。たとえば、
“3” はデフォルトでもある物理ディスクを示します。

表 1-9: status カラムのビット表示

表 1-10 に、status2 カラムのビット表示を示します。

表 1-10: status2 カラムのビット表示

インデックス • name カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成
されています。

10 進 16 進 ステータス

1 0x01 デフォルトのディスク。

2 0x02 物理ディスク。

4 0x04 未使用 － 論理ディスク。

8 0x08 ヘッダが省略されている。

16 0x10 ダンプ・デバイス。

32 0x20 逐次書き込み。

64 0x40 デバイスがミラーリングされている。

128 0x80 読み込みがミラーリングされている。

256 0x100 セカンダリ・ミラーリング側のみ。

512 0x200 ミラーリング使用可能。

1024 0x400 マスタ・デバイスがミラーリングされている。

2048 0x800 内部使用 － ミラーリングが無効である。

4096 0x1000 内部使用  － プライマリ・デバイスのミラーリング解除が必要。

8192 0x2000 内部使用 － セカンダリ・デバイスのミラーリング解除が必要。

16384 0x4000 UNIX ファイル・デバイスは、dsync 設定を使用する ( 書き込みは物理メ
ディアにフラッシュされる )。

10 進 16 進 ステータス

1 0x01 このデバイスではダイレクト I/O 有効化されています。
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sysencryptkeys
すべてのデータベース

説明 デフォルト・キーも含め、データベースに作成される各キーには、
データベース固有のシステム・カタログ sysencryptkeys にエントリが
あります。

カラム sysencryptkeys のカラムは次のとおりです。

sysencryptkeys のステータス・ビット。

フィールド データ型 説明

id int 暗号化キー ID。

ekalgorithm int 暗号化アルゴリズム。

type smallint キーの種類。値は次のとおり。

• 0x1 (10 進 1) － 対称キー

• 0x4 (10 進 4) － デフォルト・キー

• 0x10 (10 進 16) － キー・コピー

• 0x40 (10 進 64) － リカバリ・キー・コピー

status int 内部ステータス情報。ビット表示は次のとおり。

• 0x1 (10 進 1) － キーは初期化ベクトルを使用

• 0x2 (10 進 2) － キーはランダム埋め込みを使用

• 0x4 (10 進 4) － 紛失したパスワードを保護するために暗号化されたキー

• 0x8 (10 進 8) － ログイン・アクセスのために暗号化されたキー

• 0x10 (10 進 16) － ログイン・パスワードを使用して暗号化された
キー・コピー

• 0x20 (10 進 32) － システム暗号化パスワードを使用して暗号化された
キー・コピー

• 0x100 (10 進 256) － ユーザ・パスワードを使用して暗号化されたキー

eklen smallint ユーザが指定したキーの長さ。

value varbinary(1282) キーの暗号値。該当するキーの対称暗号化が示される。キーを暗号化す
るために、Adaptive Server は AES によりシステム暗号化パスワード、
ユーザ指定のパスワード、またはログイン・パスワードから抽出した 
128 ビット・キーを使用する。

uid int null キー・コピーが割り当てられているユーザのユーザ ID。

eksalt varbinary(20) 暗号化キーの復号化の検証に使用する乱数値。

ekpairid int null 未使用。

pwdate datetime null 最後にパスワードを変更した日付。

expdate int null 未使用。

ekpwdwarn int null 未使用。
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表 1-11: sysencryptkeys のステータス・ビット

10 進 16 進 ステータス

0x00000004 EK_KEYRECOVERY() － 紛失したパスワードを保護するために暗号化さ
れたキー。

0x00000008 EK_LOGINACCESS() － ログイン・アクセスのために暗号化されたキー

0x00000010 EK_LOGINPASS () － ログイン・パスワードを使用して暗号化された
キー。

0x00000100 EK_USERPWD() － ユーザ暗号化パスワードを使用して暗号化された
キー。
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sysengines
master データベースのみ

説明 sysengines には、現在オンラインになっている Adaptive Server エンジ
ンごとに 1 つのローが格納されます。

カラム sysengines のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

engine smallint エンジン番号。

osprocid int • プロセス・モード － オペレーティング・システムのプロセス ID
• スレッド・モード － オペレーティング・システムのスレッド (LWP) ID

osprocname char(32) オペレーティング・システムのプロセス名 (NULL の場合もある )。
status char(12) 次のいずれか。オンライン、オフライン、作成中、削除中、デバッグ、不

良のいずれかのステータスを示す。

affinitied int エンジンと結び付いている Adaptive Server プロセス数。

cur_kpid int エンジンで現在実行中のプロセスがある場合のカーネル・プロセス ID。

last_kpid int エンジンで以前に実行したプロセスのカーネル・プロセス ID。

idle_1 tinyint 予約済み。

idle_2 tinyint 予約済み。

idle_3 tinyint 予約済み。

idle_4 tinyint 予約済み。

starttime datetime エンジンがオンラインになった日付と時刻。

 nodeid tinyint null 今後のために予約済み ( クラスタ環境では使用不可 )。
instanceid tinyint インスタンスの ID ( クラスタ環境のみで使用可能 )。
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sysgams
すべてのデータベース

説明 sysgams には、データベースのグローバル・アロケーション・マップ 
(GAM) が保存されます。GAM ページは、データベースのすべてのア
ロケーション・ユニットのビットマップを、アロケーション・ユニッ
トごとに 1 ビットずつ格納します。sysgams から選択したり、参照し
たりすることはできません。
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sysindexes
すべてのデータベース

説明 sysindexes には、クラスタード・インデックスごとに 1 つのロー、ノ
ンクラスタード・インデックスごとに 1 つのロー、クラスタード・イ
ンデックスのないテーブルごとに 1 つのロー、text カラムや image カラ
ムのあるテーブルごとに 1 つのローが含まれています。このテーブル
には、関数ベース・インデックスや計算カラムに作成されたインデッ
クスごとにも 1 つのローが含まれています。

カラム sysindexes のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

name varchar(255) 
null

インデックスまたはテーブル名。

id int インデックスの ID またはインデックスが属するテーブルの ID。

indid smallint 有効な値は次のとおり。

• 0 = テーブル

• 1 = 全ページロック・テーブルのクラスタード・インデックス

• 2 以上 = ノンクラスタード・インデックスまたはデータオンリー
ロック・テーブルのクラスタード・インデックス

• 255 = text、image、テキスト・チェーン、または Java のロー外構
造 ( ラージ・オブジェクト (LOB) 構造 )。

doampg int 旧式。

ioampg int 旧式。

oampgtrips int キャッシュ内で再使用されない状態で OAM・ページがフラッシュさ
れるまでのサイクル数。

status3 smallint 内部システム・ステータス情報。

status2 smallint 内部システム・ステータス情報 ( 表 1-13 を参照 )。
ipgtrips int キャッシュ内で再使用されない状態でインデックス・ページがフ

ラッシュされるまでのサイクル数。

first int 旧式。

root int 旧式。

distribution int 未使用。以前は、インデックスの分散ページのページ番号を格納す
るために使用した。

usagecnt smallint 予約済み。

segment smallint オブジェクトがあるセグメントの番号。

status smallint 内部システム・ステータス情報 ( 表 1-12 を参照 )。
maxrowsperpage smallint 1 ページあたりのローの最大数。

minlen smallint ローの最小サイズ。
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表 1-12 に、status カラムのビット表示をリストします。

表 1-12: sysindexes テーブルの status カラムのステータス・ビット

maxlen smallint ローの最大サイズ。

maxirow smallint リーフではないインデックスのローの最大サイズ。

keycnt smallint 全ページ・ロック・テーブル上のクラスタード・インデックスの
キーの数。クラスタード・インデックスの場合はキーの数で、それ
以外のインデックスの場合はキーの数＋ 1。

keys1 varbinary(255) 
null

キー・カラムの説明 ( エントリがインデックスの場合 )。

keys2 varbinary(255) 
null

キー・カラムの説明 ( エントリがインデックスの場合 )。

soid tinyint インデックスを作成したときのソート順の ID。キーに文字データが
ない場合は 0。

csid tinyint インデックスを作成したときの文字セットの ID。キーに文字データ
がない場合は 0。

base_partition int null 旧式。

fill_factor smallint null sp_chgattribute を使用して設定したテーブルの fillfactor の値。

res_page_gap smallint null テーブルの reservepagegap の値。

exp_rowsize smallint null 予期されるデータ・ロー・サイズ。

keys3 varbinary(255) 
null

キー・カラムの説明 ( エントリがインデックスの場合 )。

identitygap int null テーブルのアイデンティティ・ギャップ。

crdate datetime null 作成した日付。

partitiontype smallint null 値は次のとおり。

• 1 = 範囲

• 2 = ハッシュ

• 3 または NULL = [ デフォルト ] ラウンドロビン

• 4 = リスト

conditionid int null パーティション条件の ID。partitiontype がラウンドロビンまたはハッ
シュの場合は null。

名前 データ型 説明

10 進 16 進 ステータス

1 0x1 重複キーを挿入しようとした場合に、現在のコマンドまたはトリガをアボートする。

2 0x2 ユニーク・インデックス。

4 0x4 重複ローを挿入しようとした場合、現在のコマンドまたはトリガをアボートする。
データオンリーロック・テーブルの場合、常に 0。

16 0x10 クラスタード・インデックスがある全ページロック・テーブル。
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表 1-13 に、status2 カラムのビット表示をリストします。

表 1-13: sysindexes テーブル status2 カラムの status ビット

インデックス •  id、indid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作
成されています。

64 0x40 全ページ・ロック・テーブルの場合、インデックスに重複ローを使用できる。デー
タオンリーロック・テーブルの場合、常に 0。

128 0x80 内部使用されているソート済みオブジェクトの切り替え。create clustered index、
reorg rebuild、または alter table ロック・スキーム・コマンドを使用して設定する。

512 0x200 create index 文で sorted data オプションが使用されている。

2048 0x800 プライマリ・キー上のインデックスである。

32768 0x8000 疑わしい (suspect) インデックス。インデックスは別のソート順で作成された。

10 進 16 進 ステータス

10 進 16 進 ステータス

1 0x1 インデックスは外部キー制約をサポートする。

2 0x2 インデックスは主キー制約および一意性制約をサポートする。

4 0x4 インデックスに IDENTITY カラムを含める。

8 0x8 制約名の指定なし。

16 0x10 テーブル、インデックス、テキスト・チェーンに対して、大容量 I/O ( プリ
フェッチ ) が有効化されていない。

32 0x20 テーブル、インデックス、テキスト・チェーンに対して、MRU ( 最も最近に
使用された ) キャッシュ方式が有効化されていない。

64 0x40 そのテーブルに対して昇順挿入が設定されている。

256 0x0100 インデックスは事前にソートされ、新しいエクステントにコピーする必要は
ない。

512 0x0200 インデックスは、DOL のクラスタード・インデックス。

8192 0x2000 データオンリーロック・テーブル上のインデックスが疑わしい (suspect)。
32768 0x8000 インデックスは関数ベース。



sysinstances 

50  Adaptive Server Enterprise

sysinstances
説明 インスタンスのステータスをレポートする偽のテーブルです。

sysinstances には、クラスタ設定に定義されているインスタンスごと
に 1 つのローが含まれます。sysinstances には、Cluster Edition に固有
の情報が格納されます。

sysinstances は偽のテーブルですが、set system_view の設定の影響を受
けず、system_view の設定にかかわらずインスタンスごとに常に 1 つの
ローを返します。

カラム sysinstances のカラムは次のとおりです。

インデックス なし

カラム名 データ型 説明

id tiny int インスタンスの ID。

name varchar(30) インスタンスの名前。

state char(17) インスタンスのステータス (online、offline、joining、
leaving、および initiating のいずれか )。

hostname varchar(255) このインスタンスを実行しているオペレーティング・シス
テム・ホストの名前。

starttime datetime インスタンスが開始された日付と時刻。

connections_active int インスタンス上のアクティブな接続の数。

engines_online smallint このインスタンスのオンライン・エンジンの数。
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sysjars
すべてのデータベース

説明 sysjars は、データベースに必要な Java アーカイブ (JAR) ファイルごと
に 1 つのローを持ちます。

JAR ファイル、Java クラス、Java データ型の詳細については、
『Adaptive Server Enterprise における Java』を参照してください。

カラム sysjars のカラムは次のとおりです。

インデックス • jid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成され
ています。

• jname カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・インデックスが
作成されています。

名前 データ型 説明

jid int JAR の ID。

jstatus int 内部ステータス情報。未使用。

jname varchar(255) null JAR 名。

jbinary image null JAR の内容。Java クラス。
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syskeys
すべてのデータベース

説明 syskeys には、プライマリ・キー、外部キー、または共通キーごとに 1 
つのローが含まれています。

カラム syskeys のカラムは次のとおりです。

インデックス • id カラムに、クラスタード・インデックスが作成されています。

名前 データ型 説明

id int オブジェクト ID。

type smallint レコード・タイプ。有効な値：

1 = プライマリ・キー
2 = 外部キー
3 = 共通キー

depid int null 従属オブジェクト ID。

keycnt int null null でないキーの数。

size int null 予約済み。

key1 ～ key8 smallint null カラム ID
depkey1 ～ depkey8 smallint null カラム ID
spare1 smallint 予約済み。
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syslanguages
master データベースのみ

説明 syslanguages テーブルには、Adaptive Server の言語ごとに 1 つのローが
含まれます。us_english 言語は syslanguages には格納されませんが、
いつでも Adaptive Server で利用することができます。

カラム syslanguages のカラムは次のとおりです。

インデックス • langid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成
されています。

• name カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・インデックスが
作成されています。

• alias カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・インデックスが作
成されています。

名前 データ型 説明

langid smallint ユニークな言語 ID。

dateformat char(3) “dmy” などの日付の順序。

datefirst tinyint 週の最初の曜日。月曜日は 1、火曜日は 2、以下、水曜日 ～ 日曜日は 3 
～ 7。

upgrade int この言語の最後のアップグレードの Adaptive Server バージョン。

name varchar(30) “french” などの公式言語名。

alias varchar(30) null “francais” などの代替言語名。

months varchar(251) カンマで区切られた、省略しない月名のリスト。1 月～ 12 月の順番で、
各月名は最大 20 文字。

shortmonths varchar(119) カンマで区切られた、省略した月名のリスト。1 月～ 12 月の順番で、各
月名は最大 9 文字。

days varchar(216) カンマで区切られた曜日名のリスト。月曜から日曜の順番で、各曜日名
は最大 30 文字。
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syslisteners
master データベースのみ

説明 syslisteners には、現在の Adaptive Server と接続できるネットワーク・
プロトコルごとに 1 つのローが含まれています。ユーザ・アプリケー
ションまたはクライアント・アプリケーションがテーブルを問い合わ
せるとき、Adaptive Server は syslisteners を動的に構築します。

カラム syslisteners のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

net_type char(32) ネットワーク・プロトコル。

address_info char(255) ネットワーク上の Adaptive Server をユニークに識別する情報。通常は、現
在の Adaptive Server の名前と、プロトコルに対するサーバのポート番号な
どの、識別番号。

spare tinyint 未使用

 nodeid tinyint null 今後のために予約済み ( クラスタ環境では使用不可 )。
instanceid tinyint インスタンスの ID ( クラスタ環境のみで使用可能 )。
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syslocks
master データベースのみ

説明 syslocks には、アクティブなロックについての情報が含まれており、
ユーザがクエリを実行するときに動的に構築されます。syslocks の更
新はできません。

カラム syslocks のカラムは次のとおりです。

表 1-14 に、type カラムのビット表示をリストします。

名前 データ型 説明

id int テーブル ID。

dbid smallint データベース ID。

page unsigned int ページ番号。

type smallint ロックのタイプ (type カラムのビット値は 表 1-14 を参照 )。
spid smallint ロックを保持するプロセス ID。

int (Cluster Edition)
class varchar(30) 存在する場合は、このロックに関連するカーソルの名前。

fid smallint ロックが属するファミリ ( コーディネーティング・プロセスとそのワー
カー・プロセス )。fid の値は次のとおり。

• 0 － spid で示されるタスクは、逐次で文を実行しているシングル・タス
クである。

• 0 以外 － ロックを保持しているタスク (spid) は、並列で文を実行してい
るファミリのメンバである。

この値が spid と同じ場合、そのタスクがファミリ内でクエリを並列実行
しているコーディネーティング・プロセスであることを示す。

int (Cluster Edition)
context tinyint ロック要求のコンテキスト・タイプ。context の値については、表 1-15 を参

照。

row smallint ロー番号。

loid int ユニーク・ロック所有者 ID。

partitionid int null パーティション ID。

nodeid tinyint null 今後のために予約済み ( クラスタ環境では使用不可 )。
instanceid tinyint インスタンスの ID ( クラスタ環境のみで使用可能 )。
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表 1-14: syslocks テーブルの type 制御ビット

表 1-15 に、context カラムの値をリストします。

表 1-15: syslocks テーブルの context カラムの値

10 進 16 進 ステータス

1 0x1 排他テーブル・ロック。

2 0x2 共有テーブル・ロック。

3 0x3 意図的排他ロック。

4 0x4 意図的共有ロック。

5 0x5 排他ページ・ロック。

6 0x6 共有ページ・ロック

7 0x7 更新ページ・ロック。

8 0x8 排他ロー・ロック。

9 0x9 共有ロー・ロック。

10 0xA 更新ロー・ロック。

11 0xB 共有ネクスト・キー・ロック。

256 0x100 ロックが別のプロセスをブロックしている。

512 0x200 デマンド・ロック。

値 解釈

null このロックを持つタスクは、逐次でクエリを実行しているタスクか、トランザクションの
独立性レベル 1 並列実行されているクエリ。

0x1 ロックを持っているタスクは、クエリが終了するまでロックを保持する。ロックのコンテ
キスト値は、次の場合に FAM_DUR (0x1H) になる可能性がある。

• ロックが並列クエリの一部として保持されているテーブルロックである。

• ロックがトランザクション独立性レベル 3 でワーカー・プロセスによって保持されている。

• ロックが並列クエリのワーカー・プロセスによって保持され、トランザクションの間は
保持される必要がある。

0x2 直列化可能な読み込みタスクによって保持された範囲ロック。

0x4 無限キー・ロック。

0x8 全ページ・ロック・テーブルのインデックス・ページ上で取得されたロック。

0x10 ローを削除するために取得したページまたはロー上のロック。

0x20 シュリンクまたはスプリット操作時にインデックス・ページ上で取得されたアドレス・
ロック。

0x40 繰り返し読み出しを実行しているトランザクションによって保持されている意図的ロック。
データオンリー・ロック・テーブル上の意図的共有ロックおよび意図的排他ロックの場合
に有効。
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sysloginroles
master データベースのみ

説明 sysloginroles には、役割を持つサーバ・ログインまたはログイン・プ
ロファイルのインスタンスごとに 1 つのローが含まれています。それ
ぞれのログインに所有されている役割ごとに、1 つのローが追加され
ます。たとえば、1 人のサーバ・ユーザに 3 つの役割 (sa_role、
sso_role、oper_role) が付与されている場合、そのユーザのシステム・
ユーザ ID (suid) に対応する sysloginroles に 3 つのローが追加されます。

カラム sysloginroles のカラムは次のとおりです。

注意 alter login を使用してステータス・ビットを変更した場合、変更
内容を有効にするには、一度ログアウトしてから再度ログインする必
要があります。結果をすぐに確認するには、set role role_name off を使
用します。

インデックス • suid カラムに、クラスタード・インデックスが作成されています。

名前 データ型 説明

suid int サーバ・ユーザ ID またはログイン・プロファイル ID
srid int サーバの役割 ID。次のいずれか 1 つ。

• 0 = sa_role

• 1 = sso_role

• 2 = oper_role

• 4 = navigator_role

• 5 = replication_role

• 6 = 現在未使用

• 7 = dtm_tm_role

• 8 = ha_role

• 8 = ha_role

• 9 = 内部使用

• 10 = mon_role

• 11 = js_admin_role

• 12 = messaging_role

• 13 = js_client_role

• 14 = js_user_role

• 15 = webservices_role

status smallint さまざまなサーバの役割がログイン時にデフォルトに設定されるかどうかを示
すステータス・ビット。

• 0 = デフォルトはオフ

• 1 = デフォルトはオン
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syslogins
master データベースのみ

説明 syslogins には、有効な Adaptive Server ユーザ・アカウントまたはログ
イン・プロファイルごとに 1 つのローが含まれています。

カラム syslogins のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

suid int サーバ・ユーザ ID またはログイン・プロファイル ID。

status smallint アカウントのステータス ( 表 1-16 を参照 )。
accdate datetime totcpu および totio が最後にクリアされた日付。

totcpu int ログインによって累積された CPU 時間。

totio int ログインによって累積された I/O。

spacelimit int 予約済み。

timelimit int 予約済み。

resultlimit int 予約済み。

dbname sysname null 接続が確立されたときユーザが使用するデータベースの名前。ログイン・
プロファイルがログイン・アカウントに関連付けられている場合、カラ
ムはログイン・ローには適用されない。

name sysname ユーザのログイン名。

password varbinary(128) 
null

ユーザ・パスワードの 1 方向ハッシュ。syslogins.password の内容は、
sp_passwordpolicy allow password downgrade の値によって異なります。

language varchar(30) 
null

ユーザのデフォルト言語。ログイン・プロファイルがログイン・アカウ
ントに関連付けられている場合、このカラムはログイン・ローには適用
されない。

pwdate datetime null 最後にパスワードを変更した日付。

audflags int null ユーザの監査設定。次のいずれか。

• 0x00000001 － ユーザ作成のテーブルの参照に成功

• 0x00000002 － 失敗

• 0x00000004 － ユーザ作成のビューの参照に成功

• 0x00000008 － 失敗

• 0x00000010 － ユーザ cmdtext 監査

• 0x00000020 － 埋め込み必須

• 0x00000040 － ユーザ・アクションの監査はすべて成功

• 0x00000080 － ユーザ・アクションの監査はすべて失敗

fullname varchar(30) 
null

ユーザのフルネーム。

srvname varchar(30) 
null

AUTOCONNECT フラグがオンの場合、パススルー接続を確立する宛先
サーバ名。
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logincount smallint null ログインを失敗した回数。成功した場合に 0 にリセットされる。

procid int null login script オプションで登録されているログイン・トリガを格納する。ロ
グイン・プロファイルがログイン・アカウントに関連付けられている場
合、このカラムはログイン・ローには適用されない。

lastlogindate datetime ユーザの前回ログイン時のタイムスタンプ。

crdate datetime ログインまたはログイン・プロファイルが作成されたときのタイムスタ
ンプ。

locksuid int ログインのロックを行ったサーバ・ユーザ ID (suid)。
lockreason int ロックの理由。次のいずれか。

NULL － アカウントはロックされていない。
0 － sp_locklogin の実行により locksuid がアカウントをロックした。
1 － sp_locklogin 'all', 'lock', 'ndays' の実行により非アクティブなアカウン
トをロックした。
2 － 失敗したログイン試行回数が max failed logins 値に達したために 
Adaptive Server がアカウントをロックした。
3 － パスワード・ダウングレード期間が終了し、ログインまたは役割
が SHA-256 に移行しなかったため、locksuid がアカウントをロックし
た。
4 － 非アクティブであったため、locksuid によってアカウントが自動的
にロックされた。

lockdate datetime 指定する値は次のとおりです。

• ログイン・アカウントがロックされている － syslogins.lockdate は、ロ
グインがロックされたタイムスタンプを指定する。

• ログイン・アカウントはロックされてない、および

• syslogins.lockdate が NULL ではない － ログインのロックが解除さ
れたときのタイムスタンプを指定する。

• syslogins.lockdate が NULL － ログインが一度もロックされていない
ことを指定する。

crsuid int ログインまたはログイン・プロファイルの作成者のサーバ・ユーザ ID。

lpid int ログイン・プロファイル ID。

• null － ログイン・アカウントはデフォルトのログイン・プロファイル
に関連付けられている ( ある場合 )。

• -1 － ログイン・プロファイルは、ログイン・アカウントで無視される。

• suid － ログイン・プロファイル ID。

名前 データ型 説明



syslogins 

60  Adaptive Server Enterprise

Adaptive Server の配布メディアにある syslogins には、ユーザ名が 
“sa”、suid が 1、パスワードが null のエントリが含まれています。ま
た、パスワードが発行されていない “probe” エントリも含まれていま
す。ログインの “probe” とユーザの “probe” は、2 フェーズ・コミッ
トのプローブ・プロセス用です。このプロセスは、Adaptive Server へ
のアクセスにチャレンジ／応答メカニズムを使用します。

表 1-16: syslogins テーブルのステータス制御ビット

インデックス • suid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成さ
れています。

• name カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・インデックスが
作成されています。

10 進 16 進 ステータス

2 0x2 アカウントはロックされている。

4 0x4 パスワードの有効期限が切れている。

8 0x8 exempt inactive lock の値が TRUE に設定されていることを示す。ログイン・プ
ロファイル・ローには適用されない。

16 0x10 OMNI：自動接続モードが有効になっている。

32 0x20 Adaptive Server 内部認証メカニズム (syslogins) を使用できる。

64 0x40 LDAP 外部認証を使用できる。

128 0x80 PAM 外部認証を使用できる。

256 0x100 Kerberos 外部認証を使用できる。

512 0x200 ログイン・プロファイルを示す。

1536 0x200 | 0x400 デフォルトのログイン・プロファイルを示す。

2048 0x800 ログイン・プロファイルで指定された認証メカニズムを示す。
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syslogs
すべてのデータベース

説明 syslogs には、トランザクション・ログが格納されます。Adaptive 
Server がリカバリおよびロールフォワードで使用します。ユーザが使
用するためのテーブルではありません。

syslogs の内容を削除、追加、更新することはできません。データを変
更するオペレーションはすべてログが取られるため、syslogs を変更す
る前に、変更内容のログが取られます。つまり、syslogs を変更するオ
ペレーションが syslogs にローを追加し、このオペレーションのログ
を取るためのローが syslogs に新たに追加されることになり、同じ作
業が繰り返されて無限ループが発生します。ループはデータベースが
いっぱいになるまで続きます。

カラム syslogs のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

xactid binary(6) トランザクション ID。

op tinyint 更新オペレーション番号。
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syslogshold
master データベースのみ

説明 syslogshold には、各データベースの最も古いアクティブ・トランザク
ション ( 存在する場合 ) と、トランザクション・ログに対する 
Replication Server のトランケーション・ポイント ( 存在する場合 ) につ
いての情報が含まれています。ただし、これは通常のテーブルではあ
りません。ユーザがクエリを実行するときに動的に構築されます。
syslogshold は更新できません。

カラム syslogshold のカラムは次のとおりです。

注意 Cluster Edition ではデータ型にこの変更が加えられたため、監
査テーブルをアップグレードする前にアーカイブおよびトランケート
することを強くおすすめします。それによって、sybsecurity データ
ベース内の領域不足によるアップグレードの失敗を低減できます。

名前 データ型 説明

dbid smallint データベース ID。

reserved int 未使用。

spid smallint 最も古いアクティブ・トランザクションを所有するユーザのサーバ・プロ
セス ID (Replication Server では常に 0)。

クラスタ環境では int
page unsigned int 最も古いトランザクションで定義された syslogs のアクティブ部分の開始

ページ番号 (Replication Server の場合は syslogs 内のトランケーション・ペー
ジ )。

xactid binary(6) 最も古いアクティブ・トランザクションの ID (Replication Server では常に 
0x000000)。

masterxactid binary(6) 複数データベースのトランザクションに対するトランザクションのマス
タ・トランザクション ( ある場合 ) の ID。それ以外の場合は 0x000000 
(Replication Server では常に 0x000000)。

starttime datetime トランザクションを開始した日付と時刻 (Replication Server のトランケー
ション・ポイントが設定されたとき )。

name char(67) 最も古いアクティブ・トランザクションの名前。これは、begin transaction 
で定義される名前。ただし、begin transaction で値が指定されない場合は 
“$user_transaction”。ANSI 連鎖モードで開始された暗黙のトランザクショ
ンでは “$chained_transaction”。Adaptive Server によって開始された内部ト
ランザクションは、ドル記号 ($) で始まる名前を持ち、オペレーションに
対する名前が付けられる。または、Replication Server の 
“$replication_truncation_point” と名前が付けられる。

xloid int null ロック所有権 ID。所有者がタスクの場合は spid に基づく ID、所有者がトラ
ンザクションの場合は xdes に基づく ID。
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sysmessages
master データベースのみ

説明 sysmessages には、Adaptive Server が返すシステム・エラーまたは警告
ごとに 1 つのローが含まれています。Adaptive Server はユーザの画面
にエラー説明を表示します。

カラム sysmessages のカラムは次のとおりです。

インデックス • error、dlevel カラムに、クラスタード・インデックスが作成されて
います。

• error、dlevel、langid カラムに、ノンクラスタード・インデックス
が作成されています。

名前 データ型 説明

error int ユニークなエラー番号。

severity smallint エラーの重大度。

dlevel smallint 予約済み。

description varchar(1024) パラメータ用のプレースホルダを持つエラーの
説明。

langid smallint null 言語。us_english の場合、null。
sqlstate varchar(5) null エラーの SQLSTATE 値。
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sysmonitors
master データベースのみ

説明 sysmonitors には、モニタ・カウンタごとに 1 つのローが含まれてい
ます。

カラム sysmonitors のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

field_name char(79) カウンタの名前。

group_name char(25) このカウンタが属するグループ。

field_id smallint ローのユニークな識別子。

value int カウンタの現在の値。

description varchar(255) null カウンタの説明。未使用。

 nodeid tinyint null 今後のために予約済み ( クラスタ環境では使用不可 )。
instanceid tinyint インスタンスの ID ( クラスタ環境のみで使用可能 )。
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sysobjects
すべてのデータベース

説明 sysobjects には、テーブル、ビュー、ストアド・プロシージャ、拡張
ストアド・プロシージャ、ログ、ルール、デフォルト、トリガ、検査
制約、参照制約、計算カラム、関数ベース・インデックス・キー、テ
ンポラリ・オブジェクト (tempdb のみ )、その他の形式のコンパイル
済みオブジェクトごとに 1 つのローが含まれています。さらに、オブ
ジェクトの type が N の場合は、パーティションの条件 ID ごとに 1 つ
のローが含まれます。

データベース間でのキー参照に関しては、syscolumns.encrdate と 
sysobjects.crdate が一致します。

sysencryptkeys の encrkeyid は、sysobjects の id カラムと一致します。

カラム sysobjects のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

name varchar(255) not null オブジェクト名。

id int オブジェクト ID。

uid int オブジェクト所有者のユーザ ID。

type char(2) 次に示すオブジェクト・タイプのいずれか。

• C － 計算カラム

• D － デフォルト

• DD － 復号化デフォルト

• EK － 暗号化キー

• F － SQLJ 関数

• N － パーティション条件

• P － Transact-SQL プロシージャまたは SQLJ プロシージャ

• PP － 述部権限

• PR － 準備オブジェクト ( 動的 SQL により作成 )
• R － ルール

• RI － 参照制約

• RS － 事前計算済み結果セット

• S － システム・テーブル

• TR － トリガ

• U － ユーザ・テーブル

• V － ビュー

• XP － 拡張ストアド・プロシージャ
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表 1-17 に、sysstat カラムのビット表示をリストします。

表 1-17:  sysobjects テーブルの sysstat 制御ビット

userstat smallint アプリケーション従属型の情報 (10 進 32768 [= 16 進 0x8000] はプロ
シージャがレポートであることを Data Workbench® に通知する )。

sysstat smallint 内部ステータス情報 (10 進 256 [= 16 進 0x100] は読み込み専用テー
ブルであることを示す )。

indexdel smallint オブジェクトのスキーマの変更を再度数え、schemacnt を更新する。

schemacnt smallint オブジェクトのスキーマの変更数 ( ルールまたはデフォルトが追加
されると増加する )。

sysstat2 int 追加の内部ステータス情報 ( 表 1-18 を参照 )。
sysstat3 unsigned smallint 追加の内部ステータス情報 ( 表 1-19 を参照 )。
crdate datetime オブジェクトを作成した日付。

expdate datetime 予約済み。

deltrig int エントリがテーブルの場合は、削除トリガのストアド・プロシー
ジャ ID。エントリがトリガの場合は、テーブル ID。

instrig int エントリがテーブルの場合は、テーブルの挿入トリガのストアド・
プロシージャ ID。

updtrig int エントリがテーブルの場合は、テーブルの更新トリガのストアド・
プロシージャ ID。

seltrig int 予約済み。

ckfirst int テーブルの最初の検査制約の ID。

cache smallint 予約済み。

audflags int null オブジェクトの監査設定。

objspare smallint 予備。

versionts binary(6) null このオブジェクトに対して最後に行われたスキーマ変更のバー
ジョン・タイムスタンプ (Replication Server で使用される )。

loginame varchar(30) null オブジェクトを作成したユーザのログイン名。

identburnmax numeric(17) null このオブジェクトにおいて identity カラムの消去済みの最大値。

注意 identburnmax カラムは内部フォーマットで保管されます。
値が必要な場合は、identity_burn_max() 関数を使用してください。

spacestate smallint null 内部使用のみ。

erlchgts binary(8) null 内部使用のみ。

lobcomp_lvl tinyint LOB 圧縮レベル。

名前 データ型 説明

10 進 16 進 説明

0 0x0 すべての無効なオブジェクト。

1 0x1 システム・オブジェクト。
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表 1-18 に、sysstat2 カラムのビット表示をリストします。

表 1-18: sysobjects テーブルの sysstat2 制御ビット

2 0x2 ビュー。

3 0x3 ユーザ・オブジェクト。

4 0x4 ストアド・プロシージャ。

5 0x5 述部付きの権限。

6 0x6 デフォルト値の仕様。

7 0x7 ドメイン・ルール。

8 0x8 トリガ・プロシージャ。

9 0x9 参照整合性制約。

10 0xA SQL 関数

11 0xB 拡張タイプ。

12 0xC ストアド・ファンクション。

13 0xD 計算カラム。

14 0xE パーティション条件

15 0xF 暗号化キー

16 0x10 クラスタード・インデックスがある。

32 0x20 ノンクラスタード・インデックスがある。

64 0x40 オブジェクトがテーブルの場合、そのオブジェクトの変更が記録される。オブ
ジェクトがプロシージャの場合、複写によってそのプロシージャの実行をサブス
クライブできることを示す。

128 0x80 オブジェクトを作成中。

256 0x100 オブジェクトに疑わしいインデックスがあるため、dbcc reindex を実行するまで読
み込み専用としてのみ使用可能。

512 0x200 リカバリによって損傷の可能性があるというフラグが付けられたオブジェクト。
dbcc を実行する必要がある。opentable によって検査済み。

1024 0x400 オブジェクトは「偽」。つまり、オブジェクトは tempdb 内にあり、これを使用す
るすべてのクエリ・ステップで再定義される。

2048 0x800 オブジェクトは、クエリのコンパイルのために作成された定義時オブジェクトで
ある。

4096 0x1000 インデックスを再作成するシステム・テーブルをタグ付けする。

8192 0x2000 text または image フィールドを含むオブジェクト。

16384 0x4000 未使用。

32768 0x8000 テーブルまたはプロシージャは複写される。

10 進 16 進 説明

10 進 16 進 ステータス

0 0x00 非連鎖トランザクション・モード。

1 0x1 テーブルに参照制約がある。
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表 1-19 に、sysstat3 カラムのビット表示をリストします。

表 1-19: sysobjects テーブルの sysstat3 制御ビット

2 0x2 テーブルに外部キー制約がある。

4 0x4 テーブルに複数の検査制約がある。

8 0x8 テーブルに主キー制約がある。

16 0x10 ストアド・プロシージャは連鎖トランザクション・モードのとき
だけ実行可能である。

32 0x20 ストアド・プロシージャはすべてのトランザクション・モードで
実行可能である。

64 0x40 テーブルに IDENTITY フィールドがある。

128 0x80 オブジェクトは仮想ハッシュ・テーブルである。

256 0x100 ストアド・プロシージャ内の実行即時呼び出しで暗黙的な付与を
許可する。

512 0x200 テーブルに可変長カラムがない。

1024 0x400 テーブルがリモートである。

2048 0x800 テーブルが existing キーワードを使用して作成されたプロキシ・
テーブルである。

4096 0x1000 オブジェクトは、所有者名によって複写される。

8192 0x2000 テーブルが全ページ・ロック・スキームを使用する。

16384 0x4000 テーブルがデータページ・ロック・スキームを使用する。

32768 0x8000 テーブルがデータロー・ロック・スキームを使用する。

65536 0x10000 テーブルは、バージョン 11.9 以降で作成された。

131072 0x20000 テーブルにクラスタード・インデックスがある。

262144 0x40000 オブジェクトは、Embedded SQL プロシージャを表す。

524288 0x80000 混合型テーブル。

16777216 0x1000000 アクセス・ルール。

33554432 0x2000000 オブジェクトは、SQLJ ストアド・プロシージャを表す。

67108864 0x4000000 オブジェクトは、OR アクセス・ルールを表す。

1073741824 0x40000000 テーブルに 1 つまたは複数の関数ベースのインデックスが含まれ
る。

2147483648 0x80000000 オブジェクトに拡張インデックスがある。

10 進 16 進 ステータス

10 進 16 進 ステータス

256 0x0100 execute as owner 句で作成されたストアド・プロシージャ。

512 0x0200 execute as caller 句で作成されたストアド・プロシージャ。

2048 0x0800 テーブルに LOB 圧縮データがある。

4096 0x1000 テーブルはロー・レベル圧縮を使用する。



第 1 章    システム・テーブル 

リファレンス・マニュアル：テーブル 69

インデックス • id カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成され
ています。

• name、uid カラムに、ノンクラスタード・インデックスが作成さ
れています。

8192 0x2000 テーブルはページ・レベル圧縮を使用する。

16384 0x4000 テーブルに圧縮データがある。

32768 0x8000 テーブルは増分転送に関与する。

10 進 16 進 ステータス
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sysoptions
すべてのデータベース

説明 sysoptions は、sp_options によるクエリの対象となる偽のテーブルです。
sysoptions へのクエリを実行する場合、ローの名前には大文字と小文
字の区別があります。

カラム

sysoptions は次のことを示します。

• runserver ファイルに -T オプションが設定されたトレース・フラ
グ。

• dbcc traceon(flag_number) または set switch serverwide on が設定された
トレース・フラグ。

• 特定のシステム・プロセス ID (SPID) に対して set switch on が設定
されたトレース・フラグおよびスイッチ。

sysoptions には、sysoptions テーブルのクエリを実行するユーザが参照
可能なスイッチのみが表示されます。つまり、ユーザは他の SPID に
よって set switch on でプライベートに設定されているスイッチを表示
できません。ただし、runserver ファイルの -T オプション、dbcc traceon 
または set switch serverwide on を使用して有効にされたトレースフラグ
はすべてのユーザが見ることができます。

sp_options を使用して sysoptions に対しクエリを実行します。現在値と
デフォルト値のデータ型は varchar なので、varchar 値での設定を直接
使用できます。integer 値での設定は、型変換後に使用できます。

名前 データ型 属性 説明

spid int プロセス ID が含まれる。

name varchar(100) オプションの名前を格納します。

category varchar(100) オプションが属するカテゴリの名前を格納します。

currentsetting varchar(100) NULL オプションの現在の設定を格納します。

defaultsetting varchar(100) NULL オプションのデフォルト設定を格納します。

scope int オプションに関する情報を取得するために使用されたビット
マップを格納します。ビットの順序は次のとおりです。

• Bit 1 －コンパイル time オプション

• Bit 2 －ストアド・プロシージャ固有のオプション

• Bit 3 － binary オプション

number int 整数としてのスイッチ ID。
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sysoptions に対するクエリを実行するには、特殊な権限は必要ありま
せん。次に例を示します。

select * from sysoptions
where spid = 13
go

文字列操作または型変換も使用できます。たとえば、オプションが数
値の場合、次を入力すると sysoptions に対しクエリを実行できます。

if (isnumeric(currentsetting))
select@int_val = convert(int, currentsetting)
...

else
select@char_val = currentsetting
...
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syspartitionkeys
すべてのデータベース

説明 syspartitionkeys には、テーブルのハッシュ・パーティション、範囲
パーティション、リスト・パーティションのパーティション・キーご
とに 1 つのローが含まれています。すべてのカラムが null ではありま
せん。

カラム syspartitionkeys のカラムは次のとおりです。

インデックス • id、indid、colid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックス
が作成されています。

名前 データ型 説明

indid smallint インデックスのタイプ。値は次のとおり。

• 0 = テーブル

• 1 = クラスタード・インデックス

• >1 = ノンクラスタード・インデックス

id int 分割されたテーブルのオブジェクト ID。

colid smallint 分割されたテーブルのパーティション・キーの
カラム ID。

position smallint キー位置におけるキーの場所。
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syspartitions
すべてのデータベース

説明 syspartitions には、データ・パーティションごとに 1 つのロー、および
インデックス・パーティションごとに 1 つのローが含まれています。

各データベースについて、syspartitions には、以下のそれぞれごとに 1 
つのローが含まれています。

• 各テーブル・パーティション。indid は 0。

• 各クラスタード・インデックス・パーティション。indid は 1。

• 各ノンクラスタード・インデックス・パーティション。indid は 
>1。

• 単一パーティション ( 分割されていない ) の各テーブル。

• 単一パーティション ( 分割されていない ) の各クラスタード・イ
ンデックスまたはノンクラスタード・インデックス。

インデックスがローカルの場合、partitionid ( データ・パーティショ
ン・ロー ) と data_partitionid ( 対応するインデックス・ロー ) の値は同
じです。インデックスがローカルでない場合、data_partitionid ( イン
デックス・ロー ) の値はゼロ (0) で、partitionid ( データ・パーティショ
ン・ロー ) とは等しくありません。

注意 Adaptive Server バージョン 15.0 より前の syspartitions テーブルは、
名前が sysslices に変更され、旧式になりました。Adaptive Server バー
ジョン 15.0 では、syspartitions が完全に再定義され、データ・パーティ
ションおよびインデックス・パーティションがサポートされました。

カラム syspartitions のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

name varchar(255) パーティション名。

indid smallint 全ページロック・テーブルの場合

インデックス ID。

• 0 = データ・ページ ( テーブル )
• 1 = 全ページロック・テーブルのクラスタード・インデックス

• >1 および <255 = ノンクラスタード・インデックスまたはデータオ
ンリーロック・テーブルのクラスタード・インデックス

• 255 = テキスト・チェーン

id int テーブル ID。
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インデックス • id、indid、partitionid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデッ
クスが作成されています。

• id、indid、name カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・イン
デックスが作成されています。

• partitionid、indid カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・イン
デックスが作成されています。

partitionid int データまたはインデックス・パーティションの ID。

segment smallint パーティションがあるセグメントの ID。

status int 内部ステータス情報。

datoampage unsigned int データ・パーティションのオブジェクト・アロケーションのページ
番号。

indoampage unsigned int インデックス・パーティションのオブジェクト・アロケーション・
マップのページ番号。

firstpage unsigned int 最初のデータ・ページまたはリーフ・ページのページ番号。

rootpage unsigned int 以下のページ番号。

• ルート・ページ ( エントリがインデックス・パーティションの場
合 )。

• 最後のページ ( エントリがデータ・パーティションの場合 )。
data_partitionid int このインデックスがまたがるデータ・パーティションの ID。値は次

のとおり。

• 0 = テーブル全体をカバーするグローバル・インデックス。

• 1 = ローカル・インデックスのパーティションがカバーするデー
タ・パーティションのパーティション ID。

crdate datetime パーティションの作成日。

cdataptnname varchar(255) null データ・パーティションの名前。

lobcomp_lvl tinyint LOB 圧縮レベル。

ptndcompver tinyint 使用したデータ圧縮アルゴリズムのバージョン。

名前 データ型 説明
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syspoolinfo
master データベース

説明 データ・キャッシュとプールに関する情報を提供します。

sa_role の役割を持つユーザのみがビューにアクセスできます。

カラム syspoolinfo のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

cache_name varchar(30) このプールが割り当てられているキャッシュの名前。

io_size varchar(3) このプール用に I/O 実行に使用するバッファのサイズ (KB)。
config_size float プールに割り当てられている現在のメモリ容量 (MB)。run_size カラムに表

示される容量と値が異なることがある。

run_size float プールに割り当てられている現在のメモリ容量 (MB)。
apf_percent int プールのバッファのうち、非同期プリフェッチでキャッシュに読み込ま

れ、バッファを保持するために使用できるバッファの比率。

wash_size varchar(10) プールのウォッシュ・エリアのサイズ (MB)。
cacheid int データ・キャッシュの ID。

instanceid int インスタンスの ID ( ノンクラスタード・サーバでは、ゼロ )。
scope varchar(6) Cluster Edition でデータ・キャッシュがローカルかグローバルかを示す。

値は、ノンクラスタード・サーバでは常にグローバル。
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sysprocedures
すべてのデータベース

説明 sysprocedures には、ビュー、デフォルト、ルール、トリガ、プロシー
ジャ、宣言デフォルト、パーティション条件、検査制約、計算カラ
ム、関数ベース・インデックス・キー、その他の形式のコンパイル済
みオブジェクトごとにエントリが含まれています。計算カラムまたは
関数ベース・インデックス定義を含め、各オブジェクトのシーケン
ス・ツリーは、バイナリ形式で格納されています。シーケンス・ツ
リーが 1 エントリに収まらない場合、複数のローに分割されます。
sequence カラムはサブローを識別します。

カラム sysprocedures のカラムは次のとおりです。

表 1-20 に、type カラムのビット表示をリストします。

表 1-20: sysprocedures テーブルの type 制御ビット

インデックス • id、number、type、sequence カラムに、ユニーク・クラスタード・
インデックスが作成されています。

名前 データ型 説明

type smallint オブジェクトのタイプ ( 表 1-20 を参照 )。
qp_setting varbinary(6) 

null
今後のために予約済み。

id int オブジェクト ID。

sequence int オブジェクトを説明するために複数のローが使用された場合のシーケンス
番号。

status smallint 内部システム・ステータス。

number smallint プロシージャがグループ化されている場合のサブ・プロシージャ番号 ( 非プ
ロシージャ・エントリは 0)。

version int null 当該のオブジェクトについて、このカタログに格納されているシーケンス・
ツリーを作成した Adaptive Server のバージョン。

10 進 16 進 ステータス

1 0x1 エントリはプランを示す ( 予約済み )。
2 0x2 エントリはツリーを示す。
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sysprocesses
master データベースのみ

説明 sysprocesses には Adaptive Server のプロセスについての情報が含まれ
ていますが、このテーブルは、通常のテーブルではありません。ユー
ザがクエリを実行するときに動的に構築されます。sysprocesses の更
新はできません。プロセスを強制終了するには kill 文を使用します。

カラム sysprocesses のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

spid smallint プロセス ID。

int (Cluster Edition)
kpid int カーネル・プロセス ID。

enginenum int プロセス実行中のエンジン番号。

status char(12) プロセス ID ステータス ( 表 1-21 を参照 )。
suid int コマンドを実行したユーザのサーバ・ユーザ ID。

hostname varchar(30) null ホスト・コンピュータ名。

program_name varchar(30) null フロント・エンド・モジュール名。

hostprocess varchar(30) null ホスト・プロセスの ID 番号。

cmd varchar(30) null 現在実行中のコマンドまたはプロセス。if または while のループなど
の条件文が評価されると、cond を返す。

cpu int プロセスの累積 CPU 時間 ( チック単位 )。
physical_io int 現在のコマンドのディスク読み込みと書き込み数。

memusage int プロセスに割り当てられたメモリの容量。

blocked smallint ブロックしているプロセスがある場合のプロセス ID。

int (Cluster Edition)
dbid smallint データベース ID。

uid int コマンドを実行したユーザの ID。

gid int コマンドを実行したユーザのグループ ID。

tran_name varchar(64) null アクティブなトランザクションの名前。

time_blocked int null ブロックされた時間 ( 秒単位 )。
network_pktsz int null 現在の接続のネットワーク・パケット・サイズ。

fid smallint ワーカー・プロセスの親プロセスのプロセス ID。

int (Cluster Edition)
execlass varchar(30) null プロセスがバインドされている実行クラス。

priority varchar(10) null プロセスに対応する基本優先度。

affinity varchar(30) null プロセスの結び付きが設定されたエンジンの名前。

id int null 現在実行されているプロシージャのオブジェクト ID ( プロシージャ
が実行されていない場合は 0)。
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注意 Cluster Edition ではデータ型にこの変更が加えられたため、監
査テーブルをアップグレードする前にアーカイブおよびトランケート
することを強くおすすめします。それによって、sybsecurity データ
ベース内の領域不足によるアップグレードの失敗を低減できます。

表 1-21 に、status カラムの値をリストします。

stmtnum int null 実行されているプロシージャ内の現在の文番号 ( プロシージャが実行
されていない場合は SQL バッチ文番号 )。

linenum int null 実行されているストアド・プロシージャ内の現在の文の行番号 ( プロ
シージャが実行されていない場合は現在の SQL バッチ文の行番号 )。

origsuid int null この値が NULL でない場合は、コマンドを実行したユーザを代行す
るために set proxy または set session authorization  を実行している 
origsuid の suid を持つユーザ。

block_xloid int null トランザクションをブロックしているロックのユニーク・ロック所
有者 ID。

clientname varchar(30) null ( オプション ) 現在のセッションで機知のユーザの名前。

注意 Adaptive Server は 1 つ以上のスペースを clientname、
clienthostname、clientapplname カラムに自動的に格納します。した
がって、これら 3 つのカラムのいずれかに対して “is null” を使用する
クエリでは、予期する結果セットが返されません。

clienthostname varchar(30) null オプション － 現在のセッションで認識されているホストの名前。

clientapplname varchar(30) null オプション － 現在のセッションで認識されているアプリケーション
の名前。

sys_id smallint null コンパニオン・ノードのユニーク ID。

ses_id int null 個々のクライアント・セッションのユニーク ID。

loggedindatetime datetime null クライアントが Adaptive Server に接続したときの日時を示す。詳細
については、『セキュリティ管理ガイド』の第 11 章「ユーザ・パー
ミッションの管理」の「ロー・レベル・アクセス制御」を参照。

ipaddr varchar(64) null ログインしたクライアントの IP アドレス。詳細については、『セキュ
リティ管理ガイド』の第 11 章「ユーザ・パーミッションの管理」の
「ロー・レベル・アクセス制御」を参照。

nodeid tinyint null 今後のために予約済み ( クラスタ環境では使用不可 )。
instanceid tinyint インスタンスの ID ( クラスタ環境のみで使用可能 )。
pad smallint (Cluster Edition) 位置合わせのために追加されるカラム。

lcid int (Cluster Edition) クラスタの ID。

名前 データ型 説明
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表 1-21: sysprocesses の status カラムの値

ステータス 意味

alarm sleep アラームによるプロセスのウェイクアップを待機中 ( ユーザが waitfor delay コマンドを実
行した )。

background ユーザ・プロセスではなく Adaptive Server によって実行される、スレッショルド・プロ
シージャなどのプロセス。

infected サーバが深刻なエラー条件を検出した。これはめったに発生しない。

latch sleep ラッチ取得を待機中。

lock sleep ロック取得の待機中。

PLC sleep ユーザ・ログ・キャッシュのアクセスを待機中。

recv sleep ネットワーク読み込みの待機中。

remote i/o リモート・サーバで I/O を実行。

runnable 実行可能なプロセスのキュー内にある。

running サーバ・エンジンの 1 つで実行中。

send sleep ネットワーク送信の待機中。

sleeping ディスク I/O またはその他のリソース待ち ( 通常、プロセスは実行中であるが非常に大量
のディスク I/O が行われていることを示す )。

stopped プロセスは停止している。

sync sleep ファミリ内の他のプロセスから、同期メッセージが届くのを待機中。
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sysprotects
すべてのデータベース

説明 sysprotects には、ユーザ、グループ、役割に付与または取り消された
パーミッションの情報が含まれています。

カラム sysprotects のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

id int パーミッションが適用されるオブジェクトの ID。扶養されているパー
ミッションが create table や create default などの場合は、ID は 0。

uid int パーミッションが適用されるユーザ、グループ、または役割の ID。

action smallint 詳細については、表 1-22 を参照してください。

protecttype tinyint 次の値のいずれか。

0 = 0 = grant with grant
1 = grant
2 = revoke

columns varbinary(133) この select、update、decrypt、または references パーミッションが適用され
るカラムのビット・マップ。ビットは次のいずれかを示す。

0 = すべてのカラムを示す。
1 = そのカラムにパーミッションが適用されることを示す。
NULL = 情報がないことを示す。

columns は、set session authorization に対して許可された役割のビットマッ
プでもある。

grantor int 付与した人のユーザ ID。付与者がシステム管理者の場合はオブジェクト
所有者のユーザ ID。

predid int 述部付き権限のオブジェクト ID。

status smallint 0x0001 － 権限 ( または拒否 ) が含まれることを示す。
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表 1-22: sysprotects  action カラムの値

1 = alter any object owner *
2 = alter any table *
3 = change password *
4 = checkpoint any database *
5 = select builtin 
6 = checkpoint *
7 = create any default *
8 = create any function *
9 = create any index *
10 = create any object *
11 = create any procedure *
12 = create any rule *
13 = create any table *
14 = create any trigger *
15 = create any view *
16 = allow exceptional login *
17 = dbcc checkalloc 
18 = dbcc checkalloc any database 
19 = map external file *
20 = manage dump configuration *
21 = dbcc checkcatalog 
22 = dbcc checkcatalog any database 
25 = dbcc checkdb 
26 = dbcc checkdb any database 
29 = dbcc checkindex 
30 = dbcc checkindex any database 
33 = dbcc checkstorage 
34 = dbcc checkstorage any database
37 = dbcc checktable
38 = dbcc checktable any database
41 = dbcc checkverify
42 = dbcc checkverify any database
45 = dbcc fix_text
46 = dbcc fix_text any database
49 = dbcc indexalloc
50 = dbcc indexalloc any database
53 = dbcc reindex
54 = dbcc reindex any database
57 = dbcc tablealloc 
58 = dbcc tablealloc any database
61 = dbcc textalloc
62 = dbcc textalloc any database
65 = dbcc tune
66 = delete any table * 

67 = drop any default * 
68 = drop any function *
70 = drop any object *
71 = drop any procedure *
72 = drop any rule *
73 = drop any table *
74 = drop any trigger *
75 = drop any view *
76 = dump database *
77 = dump any database *
79 = execute any function *
80 = execute any procedure *
80 = identity_insert any table *
82 = identity_update any table *
81 = identity_insert *
82 = identity_update *
85 = insert any table *
86 = kill *
87 = kill any process *
88 = load database *
89 = load any database *
90 = manage service key *
91 = manage abstract plans *
92 = manage any encryption key *
93 = manage any esp *
94 = manage any execution class *
95 = manage any login *
96 = manage any login profile *
97 = manage any object permission *
98 = manage any remote login *
99 = manage any statistics *
100 = manage any user *
101 = manage auditing *
102 = manage checkstorage *
103 = manage cluster *
104 = manage data cache *
105 = manage database *
106 = manage database permissions *
107 = manage disk *
108 = manage lock promotion threshold *
109 = manage master key *
110 = manage replication *
111 = manage resource limit *
112 = manage roles * 
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注意 アスタリスク (*) が付いている action カラムのパーミッション
は、細密なパーミッションが有効な場合に限り有効です。

インデックス • id、action、grantor、uid、protecttype、predid カラムに、ユニーク・
クラスタード・インデックスが作成されています。

113 = manage security configuration * 
114 = manage security permissions *
115 = manage server *
116 = manage server configuration *
117 = manage server permissions *
118 = monitor qp performance *
119 = monitor server replication *
120 = mount any database *
121 = online any database *
122 = online database *
123 = own any database *
125 = own database *
126 = quiesce any database *
129 = references any table *
130 = report checkstorage *
131 = reorg any table *
132 = select any audit table *
133 = select any system catalog *
134 = select any table *
135 = set tracing any process *
136 = setuser
137 = shutdown *
138 = transfer any table *
139 = manage any thread pool *
140 = truncate any table *
141 = unmount any database *
144 = update any security catalog *
145 = update any table *
146 = use any database *
148 = use database * 

149 = set switch * 
150 = show switch *
151 = references 
152 = truncate any audit table *
153 = decrypt any table *
155 = manage column encryption key *
156 = manage any database *
167 = set proxy 
193 = select
195 = insert
196 = delete
197 = update
198 = create table
203 = create database
207 = create view
221 = create trigger
222 = create procedure
224 = execute
233 = create default 
235 = dump transaction
236 = create rule
253 = connect
280 = create function
282 = delete statistics
320 = truncate table
326 = update statistics
347 = 347 = set tracing
353 = decrypt 
354 = create encryption key
368 = transfer table
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sysquerymetrics
すべてのデータベース

説明 永続的なデータからの個々のクエリに関して集約された履歴クエリ処
理の測定基準を示します。モニタリング・テーブルに加え、このカタ
ログからパフォーマンス測定基準情報を使用します。

カラム sysquerymetrics のカラムは次のとおりです。

Adaptive Server リリース 15.0.2 以降では、ユーザ ID 間で共有される測
定基準の数が増加しました。その結果、sysquerymetrics (sysqueryplans 
テーブルのビュー ) のエントリ数が減り、異なるユーザ ID 間の同一
クエリの測定基準が自動的に統合されるようになりました。

ユーザ名で修飾されない、クエリ内のすべてのテーブル名を DBO 
( データベース所有者 ) が所有している場合、sysquerymetrics のユーザ 
ID (uid) は 0 です。

名前 データ型 説明

uid int ユーザ ID。

gid int グループ ID。

hashkey int SQL クエリ・テキストにおけるハッシュ・キー。

id int ユニークな ID。

sequence smallint null SQL テキストに複数のローが必要になる場合のローのシーケンス番号。

exec_min int null 最小実行時間。

exec_max int null 最大実行時間。

exec_avg int null 平均実行時間。

elap_min int null 最小経過時間。

elap_max int null 最大経過時間。

elap_avg int null 平均経過時間。

lio_min int null 最小論理 I/O。

lio_max int null 最大論理 I/O。

lio_avg int null 平均論理 I/O。

pio_min int null 最小物理 I/O。

pio_max int null 最大物理 I/O。

pio_avg int null 平均物理 I/O。

cnt int null クエリが実行された回数。

abort_cnt int null リソース制限の超過により Resource Governor によってクエリがアボート
された回数。

qtext varchar(255) null クエリ・テキスト。
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たとえば、テーブル t1 の所有者は DBO であるが、さまざまなユーザ
がこのテーブルを共有している場合などが、これに該当します。

select * from t1 where c1 = 1

Adaptive Server では、t1 というプライベート・テーブルを持たない、
このクエリを実行するすべてのユーザによる sysquerymetrics テーブル
に対するエントリの uid として 0 が使用されます。

次の例では、テーブル t2 が “user1” によって所有され、修飾されてい
る場合、UID として 0 が使用されます。

selet * from user1.t2 where c1 = 1

ただし、“user1” のみがテーブル t3 を所有しており、DBO によってこ
のテーブルが修飾されておらず、所有もされていない場合は、
sysquerymetrics テーブルに対するエントリで “user1” の UID が使用さ
れます。

select * from t3 where c1 = 1



第 1 章    システム・テーブル 

リファレンス・マニュアル：テーブル 85

sysqueryplans
すべてのデータベース

説明 sysqueryplans には、個々の概略クエリ・プランごとに複数のローが含
まれています。データロー・ロックを使用します。

カラム sysqueryplans のカラムは次のとおりです。

インデックス • uid、gid、hashkey、id、type、sequence カラムに、ユニーク・クラ
スタード・インデックスが作成されています。

• id、type、sequence カラムに、ノンクラスタード・インデックスが
作成されています。

名前 データ型 説明

uid int 抽象プランを取得したユーザのユーザ ID。

dbid int null 今後のために予約済み。

update datetime null 今後のために予約済み。

sprocid int null 今後のために予約済み。

hashkey2 int null 今後のために予約済み。

key1 int null 今後のために予約済み。

key2 int null 今後のために予約済み。

key3 int null 今後のために予約済み。

gid int 保存された抽象プランの抽象プラン・グループ ID。

hashkey int SQL クエリ・テキストにおけるハッシュ・キー。

id int 抽象プランの場合はユニークな ID。

type smallint 10 = テキスト・カラムにクエリ・テキストが含まれる。または A100 = テキ
スト・カラムに抽象プラン・テキストが含まれる。

sequence smallint SQL クエリまたは抽象プランのテキストに複数のローが必要な場合は、
シーケンス番号。

status int null 予約済み。

text varchar(255) 
null

type = 10 の場合は SQL テキスト、type = 100 の場合は抽象クエリ・プラン・
テキスト。
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sysreferences
すべてのデータベース

説明 sysreferences には、テーブルまたはカラムに宣言された参照整合性の
制約ごとに 1 つのローが含まれています。

カラム sysreferences のカラムは次のとおりです。

sysreferences テーブルのステータス・ビットは次のとおりです。

インデックス • tableid、frgndbname カラムに、クラスタード・インデックスが作成
されています。

• constrid、frgndbname カラムに、ノンクラスタード・インデックス
が作成されています。

• reftabid、indexid、pmrydbname カラムに、ノンクラスタード・イン
デックスが作成されています。

名前 データ型 説明

indexid smallint 参照先カラムにあるユニーク・インデックスの ID。

constrid int sysobjects による制約のオブジェクト ID。

tableid int 参照元テーブルのオブジェクト ID。

reftabid int 参照先テーブルのオブジェクト ID。

keycnt smallint 外部キーのカラム数。

status smallint オプションとインジケータ。

frgndbid smallint null 参照しているテーブルを含むデータベースのデータベース ID。

pmrydbid smallint 参照先テーブル ( プライマリ・キーのあるテーブル ) を含むデータベー
スのデータベース ID。

spare2 int 予約済み。

fokey1 ～ fokey16 smallint 1 番目～ 16 番目の参照元カラムのカラム ID。

refkey1 ～ 
refkey16

smallint 1 番目～ 16 番目の参照先カラムのカラム ID。

frgndbname varchar(30) 
null

参照元テーブル ( 外部キーのあるテーブル ) を含むデータベースの名
前。参照元テーブルが現在のデータベースにある場合は NULL。

pmrydbname varchar(30) 
null

参照先テーブル ( プライマリ・キーのあるテーブル ) を含むデータベー
スの名前。参照先テーブルが現在のデータベースにある場合は NULL。

10 進 16 進 ステータス

2 0x2 参照制約に match full オプションがある。
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sysremotelogins
master データベースのみ

説明 sysremotelogins には、Adaptive Server でリモート・プロシージャ・コー
ルを実行できるリモート・ユーザごとに 1 つのローが含まれていま
す。

カラム sysremotelogins のカラムは次のとおりです。

インデックス • remoteserverid、remoteusername カラムに、ユニーク・クラスター
ド・インデックスが作成されています。

名前 データ型 説明

remoteserverid smallint リモート・サーバを示す。

remoteusername varchar(30) null リモート・サーバのユーザのログイ
ン名。

suid int ローカル・サーバのユーザ ID。

status smallint オプションのビットマップ。
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sysresourcelimits
master データベースのみ

説明 sysresourcelimits には、Adaptive Server で定義されるリソース制限ごと
に 1 つのローが含まれています。リソース制限は、クエリ、クエリ・
バッチ、トランザクションなどを実行するために Adaptive Server ログ
インやアプリケーションが使用できるサーバ・リソースの最大量を指
定します。

カラム sysresourcelimits のカラムは次のとおりです。

インデックス • name、appname カラムに、クラスタード・インデックスが作成さ
れています。

名前 データ型 説明

name varchar(30) null ログイン名。

appname varchar(30) null アプリケーション名。

rangeid smallint systimeranges の id カラム。

limitid smallint spt_limit_types の id カラム。

enforced tinyint spt_limit_types の enforced カラムのサブセット。

• 1 = 実行前

• 2 = 実行中

• 3 = 両方

action tinyint 違反したときの動作。

• 1 = 警告の発行

• 2 = クエリ・バッチのアボート

• 3 = トランザクションのアボート

• 4 = セッションの強制終了

limitvalue int 制限の値。

scope tinyint ユーザ制限のスコープ ( 次のいずれか 1 つまたは複数を示すビッ
トマップ )。
• 1 = クエリ

• 2 = クエリ・バッチ

• 4 = トランザクション

spare tinyint 予約済み。
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sysroles
すべてのデータベース

説明 sysroles はサーバの役割 ID をローカルの役割 ID にマップします。

カラム sysroles のカラムは次のとおりです。

役割にデータベース・パーミッションを付与するとき、役割のエント
リが sysroles になければ、Adaptive Server によって sysroles にエントリ
が追加され、ローカル役割 ID (lrid) が syssrvroles のサーバワイドな役
割 ID (srid) にマップされます。

インデックス • lrid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成され
ています。

名前 データ型 説明

id int サーバの役割 ID (srid)。
lrid int ローカルの役割 ID。

type smallint 未使用。

status int 未使用。
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syssecmechs
master データベースのみ

説明 syssecmechs には、Adaptive Server で利用できる各セキュリティ・メカ
ニズムでサポートされているセキュリティ・サービスに関する情報が
含まれます。syssecmechs は、インストール時には作成されず、ユー
ザがクエリを実行したときに動的に構築されます。

カラム syssecmechs のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

sec_mech_name varchar(30) セキュリティ・メカニズムの名前。たとえば “NT LANMANAGER”。
available_service varchar(30) セキュリティ・メカニズムがサポートしているセキュリティ・サービス

の名前。たとえば “unified login”。
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syssegments
すべてのデータベース

説明 syssegments には、セグメント ( ディスクの一部分の集まり ) ごとに 1 
つのローが含まれています。新しく作成されたデータベースのエント
リには、システム・テーブル用のセグメント 0 (system)、トランザク
ション・ログ用のセグメント 2 (logsegment)、その他のオブジェクト用
のセグメント 1 (default) があります。

カラム syssegments のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

segment smallint セグメント番号。

name sysname セグメント名。

status smallint null どのセグメントがデフォルト・セグメントかを
示す。



sysservers 

92  Adaptive Server Enterprise

sysservers
master データベースのみ

説明 sysservers には、この Adaptive Server でリモート・プロシージャ・
コールを実行できるリモートの Adaptive Server、Backup ServerTM、ま
たは Open ServerTM ごとに 1 つのローが含まれています。

カラム sysservers のカラムは次のとおりです。

表 1-23 に、srvstatus カラムのビット表示をリストします。

名前 データ型 説明

srvid smallint リモート・サーバの ID 番号 ( ローカル使用のみ )。
srvstatus smallint オプションのビットマップ ( 表 1-23 を参照 )。
srvstatus2 unsigned int オプションのビットマップ ( 表 1-24 を参照 )。
srvstat2 unsigned int サーバ・オプションのビットマップ。

srvname varchar(30) サーバの名前。

srvnetname varchar(255) サーバの interfaces ファイル名。

srvclass smallint null sp_addserver のクラス・パラメータで定義されたサーバのカテゴリ ( 表 
1-25 を参照 )。

srvsecmech varchar(30) null セキュリティ・メカニズム。

srvcost smallint null ネットワーク上でサーバにアクセスするための、ネットワーク・コス
ト ( ミリ秒単位 ) を提供する。プロキシ・テーブルへのアクセス時に、
Adaptive Server クエリ・オプティマイザがクエリのコストの評価のため
のみ使用する。デフォルトは 1,000 ミリ秒。

srvprincipal varchar(255) null リモート・サーバの Kerberos プリンシパル名を指定する。デフォルト
値 は NULL。
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表 1-23: srvstatus カラムのステータス制御ビット

表 1-24: sysservers テーブルの srvstatus2 制御ビット

表 1-25 に、srvclass カラムのサーバ・カテゴリをリストします。

表 1-25: サーバ・カテゴリは sysservers テーブル

インデックス • srvid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成さ
れています。

• srvname カラムに、ノンクラスタード・インデックスが作成され
ています。

10 進 16 進 ステータス。

0 0x0 タイムアウトが有効である。

1 0x1 タイムアウトが無効である。

2 0x2 ネットワーク・パスワード暗号化が有効である。

4 0x4 リモート・サーバは読み込み専用である。

64 0x40 メッセージの機密性を使用。

128 0x80 メッセージの整合性を使用。

256 0x100 相互認証。

10 進 16 進 ステータス

1 0x01 完全修飾テーブル名をサポート。

2 0x02 今後のために予約済み。

srvclass サーバ・カテゴリ

0 ローカル・サーバ

1 sql_server クラス・サーバ

3 direct_connect クラス・サーバ

4 DB2 クラス・サーバ

6 sds クラス・サーバ

7 Adaptive Server Enterprise クラス・サーバ

8 Adaptive Server Anywhere クラス・サーバ

9 ASIQ クラス・サーバ
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syssessions
master データベースのみ

説明 syssessions は、高可用性システム内で Adaptive Server が Sybase フェー
ルオーバ用に設定されている場合にのみ使用されます。syssessions に
は、フェールオーバ・プロパティを持つ Adaptive Server に接続するク
ライアントごとに、1 つのローが含まれています。フェールオーバ中
に syssessions 内にエントリを持つクライアントは、セカンダリ・コン
パニオンに移動されます。syssessions 内にエントリを持たないクライ
アントは、フェールオーバ中に削除されます。フェールバック中に 
syssessions 内にエントリを持つクライアントは、プライマリ・コンパ
ニオンに移動されます。フェールバック中に syssessions 内にエントリ
を持たないクライアントは、削除されます。

カラム syssessions のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

sys_id smallint コンパニオン・ノードのユニーク ID。

ses_id int 個々のクライアント・セッションのユニーク ID。

state tinyint セッションがアクティブか否かを記述する。

spare tinyint 今後のために予約済み。

status smallint 今後のために予約済み。

dbid smallint 今後のために予約済み。

name varchar(30) null syslogins で指定されたクライアントのログイン名と同じ。

nodeid tinyint null 今後のために予約済み ( クラスタ環境では使用不可 )。
instanceid tinyint インスタンスの ID ( クラスタ環境のみで使用可能 )。
ses_data image null 今後のために予約済み。
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sysslices
すべてのデータベース

説明 sysslices には、スライスされたテーブルのスライス ( ページ・チェー
ン ) ごとに 1 つのローが含まれています。sysslices は、Adaptive Server 
がプロセスをアップグレードする間だけ使用されます。アップグレー
ドが完了したら、すべてのデータは削除されます。

注意 Adaptive Server の 15.0 より前のバージョンでは、syspartitions 
は、分割に関連した情報を格納するカタログの名前でした。Adaptive 
Server 15.0 では、この名前が sysslices に変更され、現在では syspartitions 
は、Adaptive Server 内のすべての分割に関連したデータを追跡するカ
タログの名前です。

カラム sysslices のカラムは次のとおりです。

インデックス • id、partitionid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックス
が作成されています。

名前 データ型 説明

state smallint 分割のステータスについての内部情報。

id int 分割されたテーブルのオブジェクト ID。

partitionid int 分割の ID 番号。

firstpage int 分割の最初のページのページ番号。

controlpage int 分割の制御ページのページ番号。

spare binary(32) 予約済み。
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syssrvroles
master データベースのみ

説明 syssrvroles には、システム役割またはユーザ定義役割ごとに 1 つの
ローが含まれています。

カラム syssrvroles のカラムは次のとおりです。

表 1-26 に、status カラムのビット表示をリストします。

表 1-26: syssrvroles テーブルのステータス制御ビット

インデックス • srid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成さ
れています。

名前 データ型 説明

srid int サーバ役割 ID。

name varchar(30) 役割名。

password varbinary(128) null 役割のパスワード ( 暗号化されている )。sso_role のあるユーザのみ
が判読できる。

pwdate datetime null 最後にパスワードを変更した日付。

status smallint null 役割ステータスのビットマップ ( 表 1-26 を参照 )。
logincount smallint null ログインを失敗した回数。成功した場合に 0 にリセットされる。

locksuid int null 役割のロックを実行した人物。

lockreason int null 役割がロックされた理由。

lockdate datetime null 役割がロックされた日付と時刻。

10 進 16 進 ステータス

2 0x2 役割はロックされている。

4 0x4 役割の期限切れ。
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sysstatistics
すべてのデータベース

説明 sysstatistics には、ユーザ・テーブル上のインデックス・カラムごと、
およびパーティションごとに、1 つ以上のローが含まれています。イ
ンデックスが作成されていないカラムに対してローを含むこともあり
ます。

カラム sysstatistics のカラムは次のとおりです。

インデックス • id、indid、partitionid、statid、colidarray、formatid、sequence カラムに、
ユニーク・クラスタード・インデックス csysstatistics が作成され
ています。

名前 データ型 説明

statid smallint 予約済み

id int テーブルのオブジェクト ID。

sequence int この統計情報に複数ローが必要な場合は、シーケンス番号。

moddate datetime このローが最後に修正された日付。

formatid tinyint このローによって表記される統計情報のタイプ。

usedcount tinyint このローで使用される c0 から c79 までのフィールドの数。

colidarray varbinary(100) カラム ID の順序リスト。

c0...c79 varbinary(255) 統計データ。

indid smallint パーティションのインデックス ID。

ststatus smallint この統計ローのステータス・ビット。取り得る値はローの型によって異
なる。

partitionid int パーティション ID。

spare2 smallint 今後のために予約済み。

spare3 int 今後のために予約済み。
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systabstats
すべてのデータベース

説明 systabstats には、クラスタード・インデックスごとに 1 つのロー、ノ
ンクラスタード・インデックスごとに 1 つのロー、クラスタード・イ
ンデックスのないテーブルごとに 1 つのロー、パーティションごとに 
1 つのローが含まれています。

カラム systabstats のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

indid smallint • 0 = テーブル

• 1 = 全ページロック・テーブルのクラスタード・インデックス

• >1 = ノンクラスタード・インデックスまたはデータオンリーロック・
テーブルのクラスタード・インデックス

systabstats には、text または image オブジェクト (255) に関する統計は保持
されていない。

id int インデックスが設定されたテーブルの ID。

activestatid smallint 予約済み。

indexheight smallint インデックスの高さ。indid が 1 より大きい場合に維持される。

leafcnt unsigned int インデックスのリーフ・ページ数。indid が 1 より大きい場合に維持され
る。

pagecnt unsigned int テーブルまたはインデックス内のページ数。

rowcnt float テーブル内のローの数。indid が 0 または 1 の場合に維持される。

forwrowcnt float 転送されたローの数。indid が 0 または 1 の場合に維持される。

delrowcnt float 削除されたローの数。

dpagecrcnt float テーブル全体の読み込みを実行するのに必要なエクステント I/O 回数。

ipagecrcnt float ノンクラスタード・インデックスのリーフ・レベル全体の読み込みを実行
する必要のあるエクステント I/O 回数。

drowcrcnt float テーブル全体の読み込みを実行するのに必要なページ I/O 回数。

oamapgcnt int テーブルの OAM ページの数 + テーブル情報を格納するアロケーション・
ページの数。

extent0pgcnt int アロケーション・マップ・ページと同一のエクステント上のページ・カウ
ント。

datarowsize float データ・ローの平均サイズ。

leafrowsize float ノンクラスタード・インデックスおよびクラスタード・インデックス・
データオンリーロック・テーブルに対するリーフ・ローの平均サイズ。

status int 内部システム・ステータス情報 ( 表 1-27 を参照 )。
plljoindegree int ネスト・ループ・ジョイン操作で使用される並列度。plljoindegree は、ネス

ト・ループ・ジョインの内部テーブルにあたるテーブル (systabstats がこの
フィールドを持つテーブル ) のスキャン並列度。
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systabstats テーブルのステータス・ビットは次のとおりです。

表 1-27: systabstats テーブルの status カラムのステータス・ビット

インデックス • id、indid、partitionid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデッ
クスが作成されています。

rslastoam int reorg reclaim_space コマンドまたは reorg compact コマンドによって最後に一
時使用された OAM ページ。

rslastpage int reorg reclaim_space コマンドまたは reorg compact コマンドによって最後に一
時使用されたデータ・ページまたはリーフ・ページ。

frlastoam int  reorg forwarded_rows コマンドによって最後に一時使用された OAM ページ。

frlastpage int reorg forwarded_rows コマンドによって最後に一時使用されたデータ・
ページ。

conopt_thld smallint 同時実行性最適化スレッショルド。

plldegree int16 データ操作言語 (DML) のテーブルまたはインデックスで可能な最大並列
度。値 0 ( ゼロ ) は最大値が存在しないことを示す。クエリ・プロセッサ
は最大並列度を設定する。

emptypgcnt unsigned int テーブルまたはインデックスに割り付けられたエクステント内の空のペー
ジ数。

partitionid int パーティション ID。

warmcachep
gcnt 

unsigned int

statmoddate datetime ローが最後にディスクにフラッシュされた時刻。

unusedpgcnt unsigned int 未使用のページ数。

oampagecnt unsigned int オブジェクト・アロケーション・マップにリストされているアロケーショ
ン・ページの数。

pioclmdata real

pioclmindex real

piocsmdata real

piocsmindex real

spare2 float 予約済み。

spare4 float 予約済み。

spare5 int 配置を揃えるための予備のフィールド。

名前 データ型 説明

10 進 16 進 ステータス

1 0x1 統計情報がアップグレードの結果である (update statistics 
ではない )。
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systhresholds
すべてのデータベース

説明 systhresholds には、データベースに定義されたスレッショルドごとに 
1 つのローが含まれています。

カラム systhresholds のカラムは次のとおりです。

currauth からアクティブな役割を決定 次の表に、currauth カラムに単独
で、または組み合わせて指定できるビットマスクを示します。

Adaptive Server で currauth のビットマスク出力にどの役割 ID が関連付
けられているかを判断するには、次の select 文を実行します。

名前 データ型 説明

segment smallint 空き領域があるかどうかについてモニタされているセグメント番号。

free_space unsigned int 論理ページ単位のスレッショルドのサイズ。

status smallint ログ・セグメントのラストチャンス・スレッショルドに対しては ビット 1 
は 1、他のすべてのスレッショルドに対しては 0。

proc_name varchar(255) segment で使用していない数が free_space を下回った場合に実行されるプロ
シージャ名。

suid int null スレッショルドを追加または最後に変更したユーザのサーバ・ユーザ ID。

currauths varbinary(255) 
null

スレッショルドが追加されたか最後に修正されたとき、suid に対してアク
ティブな役割を示すビットマスク。スレッショルドを超えると、これらの
役割から、スレッショルドが追加または最後に変更されてから無効になっ
た役割を除いたものを使用して、proc_name が実行される。

10 進 16 進 説明

1 0x1 sa_role
2 0x2 sso_role
4 0x4 oper_role
8 0x8 sybase_ts_role
16 0x10 sybase_ts_role
32 0x20 navigator _ole
128 0x80 replication_role
256 0x100 dtm_tm_role
1024 0x400 ha_role
2048 0x800 mon_role
4096 0x1000 js_admin_role
16384 0x4000 messaging_role
32768 0x8000 web_services
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1> select (c.number - 1) as role_id,role_name(c.number - 1) as role_name
2> from systhresholds ,master.dbo.spt_values c
3> where   convert(tinyint,substring(isnull(currauth,0x1), c.low,1)) &
4> c.high != 0
5> and c.type = "P"
6> and c.number <= 1024
7> and c.number >0
8> and role_name(c.number - 1) is not null
9>go

Adaptive Server から、次のような出力が返されます。

 role_id     role_name
----------- ------------------------------

0 sa_role
1 sso_role
2 oper_role
3 sybase_ts_role
4 navigator_role
7 dtm_tm_role
10 mon_role
11 js_admin_role
12 messaging_role
13 js_client_role
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systimeranges
master データベースのみ

説明 systimeranges には、リソース制限をアクティブにする期間を制御する
ために Adaptive Server が使用する名前付き時間範囲が保管されます。

カラム systimeranges のカラムは次のとおりです。

インデックス • id カラムに、クラスタード・インデックスが作成されています。

名前 データ型 説明

name varchar(255) 時間範囲のユニークな名前。

id smallint 時間範囲のユニークな識別子。1 は “at all times” の制限を表す。

startday tinyint 範囲の最初にあたる曜日 (1 ～ 7)。月曜日 = 1、日曜日 = 7。
endday tinyint 範囲の最後にあたる曜日 (1 ～ 7)。月曜日 = 1、日曜日 = 7。
starttime varchar(10) 範囲の開始時刻。

endtime varchar(10) 範囲の終了時刻。
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systransactions
master データベースのみ

説明 systransactions には Adaptive Server のトランザクションについての情報
が含まれていますが、このテーブルは、通常のテーブルではありませ
ん。テーブルの一部は、ユーザによるクエリが実行されたときに動的
に構築されますが、その他の部分は master データベースに格納されて
います。systransactions の動的に構築されたカラムの更新はできませ
ん。

カラム systransactions のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

xactkey binary(14) ユニーク Adaptive Server トランザクション・キー。

starttime datetime トランザクションが開始した日付。

failover int トランザクションのフェールオーバ・ステータスを示す値。有効な値：

0 － Resident Tx
1 － Failed-over Tx
2 － Tx by Failover-Conn

type int トランザクションのタイプを示す値。有効な値：

1 － Local
3 － External
98 － Remote
99 － Dtx_State

coordinator int コーディネーションの方法またはプロトコルを示す値。有効な値：

0 － None
1 － Syb2PC
2 － ASTC
3 － XA
4 － DTC

state int トランザクションの現在のステータスを示す値 ( 表 1-28 を参照 )。
connection int 接続ステータスを示す値。connection の値とステータスは次のとおり。

1 － Attached
2 － Detached

status int 内部トランザクション・ステータス・フラグ。

status2 int 追加の内部トランザクション・ステータス・フラグ。

spid smallint サーバ・プロセス ID、またはプロセスが分離されている場合は 0。
int (Cluster Edition)

masterdbid smallint トランザクションのデータベースを起動中。

loid int ロック所有者 ID。

namelen smallint xactname の長さ。
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注意 Cluster Edition ではデータ型にこの変更が加えられたため、監
査テーブルをアップグレードする前にアーカイブおよびトランケート
することを強くおすすめします。それによって、sybsecurity データ
ベース内の領域不足によるアップグレードの失敗を低減できます。

表 1-28: systransactions state カラム値

xactname varchar(255) null トランザクション名または XID。

srvname varchar(30) null リモート・サーバの名前 ( ローカル・サーバでは null)。
nodeid tinyint null 今後のために予約済み ( クラスタ環境では使用不可 )。
instanceid tinyint インスタンスの ID ( クラスタ環境のみで使用可能 )。

名前 データ型 説明

state 値 トランザクションのステータス

1 Begun
2 Done Command
3 Done
4 Prepared
5 In Command
6 In Abort Cmd
7 Committed
8 In Post Commit
9 In Abort Tran
10 In Abort Savept
65537 Begun-Detached
65538 Done Cmd-Detached
65539 Done-Detached
65540 Prepared-Detached
65548 Heur Committed
65549 Heur Rolledback
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systypes
すべてのデータベース

説明 systypes には、システムが提供するデータ型およびユーザ定義データ
型ごとに 1 つのローが含まれています。ドメイン ( ルールで定義され
る ) とデフォルトが存在する場合は、それらも含まれています。

システムが提供するデータ型を示すローは、変更できません。

カラム systypes のカラムは次のとおりです。

表 1-29 に、システムが提供する各データ型の name、hierarchy、type 
( 必ずしもユニークではない )、および usertype ( ユニーク ) をリスト
します。データ型は階層順に並んでいます。混合モードの算術では、
hierarchy ( 階層 ) の低いデータ型から優先されます。

名前 データ型 説明

uid int データ型を作成したユーザ ID。

usertype smallint ユーザ・タイプ ID。

variable bit データ型が可変長の場合は 1、それ以外の場合は 0。
allownulls bit データ型に null が許可されているかどうかを示す。

type tinyint 物理記憶データ型。

length int データ型の物理長。

tdefault int データ型のデフォルトを生成するシステム・プロシージャの ID。

domain int データ型の整合性チェックを含むシステム・プロシージャの ID。

name varchar(255) データ型名。

printfmt varchar(255) null 予約済み。

prec tinyint null 有効桁数。

scale tinyint null 小数点以下の桁数。

ident tinyint null カラムに IDENTITY プロパティがある場合は 1、ない場合は 0。
hierarchy tinyint null 混合モード算術式でのデータ型の優先度。

xtypeid int null 内部クラス ID。

xdbid int null クラスがインストールされている dbid。

• -1 = システム・データベース

• -2 = 現在のデータベース

accessrule int null sysprocedures におけるアクセス・ルールのオブジェクト ID。
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表 1-29: データ型名、階層、タイプ、ユーザ・タイプ

名前 階層 データ型 ユーザ・タイプ

floatn 1 109 14
float 2 62 8
datetimn 3 111 15
datetime 4 61 12
real 5 59 23
numericn 6 108 28
numeric 7 63 10
decimaln 8 106 27
decimal 9 55 26
moneyn 10 110 17
money 11 60 11
smallmoney 12 122 21
smalldatetime 13 58 22
intn 14 38 13
uintn 15 68 47
bigint 16 191 43
ubigint 17 67 46
int 18 56 7
uint 19 66 45
smallint 20 52 6
usmallint 21 65 44
tinyint 22 48 5
bit 23 50 16
univarchar 24 155 35
unichar 25 135 34
unitext 26 174 36
varchar 27 39 2
sysname 27 39 18
nvarchar 27 39 25
longsysname 27 39 42
char 28 47 1
nchar 28 47 24
varbinary 29 37 4
timestamp 29 37 80
binary 30 45 3
text 31 35 19
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インデックス • name カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成
されています。

• usertype カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・インデックス
が作成されています。

image 32 34 20
date 33 49 37
time 34 51 38
daten 35 123 39
timen 36 147 40
extended type 99 36 -1

名前 階層 データ型 ユーザ・タイプ
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sysusages
master データベースのみ

説明 sysusages には、データベースに割り当てられた「ディスク割り当て
の集まり」ごとに 1 つのローが含まれています。各データベースは、
指定された数のデータベース ( 論理 ) ページ番号を持っています。

create database コマンドは、sysdevices と sysusages をチェックして使
用できるディスク割り付けの集まりを検出します。1 つまたは複数の
連続するディスク割り付けの集まりがデータベースに割り当てられる
と、sysusages にマッピングが記録されます。

sysusages の詳細については、『システム管理ガイド 第 2 巻』の「第 21 
章 ユーザ・データベースの作成と管理」の「領域の割り付けを管理
するシステム・テーブル」を参照してください。

注意 Adaptive Server バージョン 15.0 以降では、デバイス ID 番号は
vdevno カラムに格納されており、vstart カラムには含まれていません。
したがって、以前のスキーマに基づいてデバイス ID 番号を特定する
スクリプトとストアド・プロシージャを変更する必要がある場合があ
ります。

カラム sysusages のカラムは次のとおりです。

インデックス • dbid、lstart カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが
作成されています。

• vdevno、vstart カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・インデッ
クスが作成されています。

名前 データ型 説明

dbid smallint データベース ID。

segmap int 可能なセグメント割り当てのビットマップ。

lstart unsigned int 最初のデータベース ( 論理 ) ページ番号。

size unsigned int 連続したデータベース ( 論理 ) ページ数。

vstart int 仮想ページの開始番号。

unreservedpgs unsigned int 割り当てられたエクステント部分以外の空き
領域。

crdate datetime null 作成した日付。

vdevno int デバイス ID 番号。



第 1 章    システム・テーブル 

リファレンス・マニュアル：テーブル 109

sysusermessages
すべてのデータベース

説明 sysusermessages には、Adaptive Server によって返されるユーザ定義
メッセージことに 1 つのローが含まれています。

カラム sysusermessages のカラムは次のとおりです。

インデックス • error カラムに、クラスタード・インデックスが作成されています。

• error、langid カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・インデック
スが作成されています。

名前 データ型 説明

error varchar(1024) ユニークなエラー番号。20,000 以上である必要がある。

uid int メッセージ作成者のサーバのユーザ ID (suser_id)。
description varchar(1024) パラメータ用のオプションのプレースホルダを持つユーザ定義のメッ

セージ。

langid smallint null メッセージの言語 ID。us_english の場合、null。
dlevel smallint null with_log ビットを格納する。これは、メッセージをログに記録するための

適切なルーチンを呼び出すのに使用する。
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sysusers
すべてのデータベース

説明 sysusers には、データベースで許可されたユーザごとに 1 つのロー、
およびグループまたは役割ごとに 1 つのローが含まれています。

カラム sysusers のカラムは次のとおりです。

Adaptive Server の配布メディアでは、master..sysusers にはいくつかの
初期ユーザが含まれています。そのうちの 1 つが“dbo”で、suid は 
1、uid は 1 に設定されています。2 つ目は“guest”で、suid は -1、uid 
は 2 に設定されています。3 つ目は“public”で、suid は -2、uid は 0 に
設定されています。さらに、システム標準の役割とユーザ定義の役割
の両方が sysusers 内にリストされます。

“guest”ユーザは、sysusers に明示的にリストされていないユーザに
対して、制限されたパーミッションのセットを使用してデータベース
にアクセスできるメカニズムを提供します。master データベースの 

“guest”のエントリは、Adaptive Server にアカウントを持つユーザ ( つ
まり syslogins にエントリを持つユーザ ) であれば、master データベー
スにアクセスできることを意味します。

“public”ユーザはすべてのユーザを意味します。public キーワードは、
grant コマンドまたは revoke コマンドと一緒に使用され、パーミッショ
ンを付与したり取り消したりする対象がすべてのユーザの場合に使用
します。

インデックス • suid に対する “allow duplicate rows” を持つユニークでないクラス
タード・インデックス

• name カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・インデックスが
作成されています。

• uid カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・インデックスが作成
されています。

名前 データ型 説明

suid int syslogins からコピーされるサーバのユーザ ID。

uid int ユーザ ID。このデータベース内でユニークであり、パーミッションの付与
や取り消しに使用する。ユーザ ID 1 は “dbo”。

gid int ユーザが所属するグループ ID。uid = gid の場合、このエントリがグループを
定義する。ユーザ ID (uid) に負の値が使用されることがある。sysusers でグ
ループや役割に関連付けられている suid はすべて、- 2 (INVALID_SUID) に設
定されます。

name sysname ユーザ名またはグループ名。このデータベース内ではユニーク。

environ varchar(255) null 予約済み。
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sysxtypes
すべてのデータベース

説明 sysxtypes には、拡張機能 Java-SQL データ型ごとに 1 つのローが含ま
れています。

Java-SQL クラスとデータ型の詳細については、『Adaptive Server 
Enterprise における Java』を参照してください。

カラム sysxtypes のカラムは次のとおりです。

インデックス • xtid カラムに、ユニーク・クラスタード・インデックスが作成さ
れています。

• xtname カラムに、ユニーク・ノンクラスタード・インデックスが
作成されています。

名前 データ型 説明

xtid int 拡張型に対するシステム生成 ID。

xtstatus int 内部ステータス情報。未使用。

xtmetatype int 未使用。

xtcontainer int クラスを含んでいる JAR ファイルの ID。NULL の場合もある。

xtname varchar(255) null 拡張型の名前。

xtsource text null 拡張型のソース・コード。未使用。

xtbinaryinrow varbinary(255) null 拡張型のオブジェクト・コード。Java クラスでは、クラス・ファイ
ルが含まれる。データは、最大 255 バイトまでの長さがロー内に保
存される。

xtbinaryoffrow image 拡張型のオブジェクト・コード。Java クラスでは、クラス・ファイ
ルが含まれる。データは、イメージ・カラムとして、ロー外に格納
される。
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第  2  章 dbccdb のテーブル

すべてのデータベースに含まれる標準のシステム・テーブルに加
えて、dbcc 管理データベース dbccdb には、dbcc checkstorage への
入力とそこからの出力を定義する 7 つのテーブルが含まれます。
また、このデータベースには、少なくとも 2 つの作業領域も含ま
れます。

dbccdb 作業領域
作業領域とは、dbcc checkstorage オペレーションの中間結果を格
納する dbccdb 内の特殊テーブルをいいます。作業領域は、次の点
でワーク・テーブルと異なります。

• I/O パフォーマンスを向上させるために事前に継続して割り
付けられる

• 永続的である

• tempdb データベースに常駐しない

dbccdb を作成すると、2 つの作業領域が自動的に作成されます。
これらは、次のように事前に割り付けられます。

• スキャン作業領域 － ターゲット・データベースの各ページの
ローが含まれます。割り付けは、データベース・サイズのお
よそ 1 パーセントになります。各ローは、単一の binary(18) カ
ラムで構成されます。

• テキスト作業領域 － text または image カラムを含むターゲッ
ト・データベース内の各テーブルのローが含まれます。この
テーブルのサイズは、ターゲット・データベースの設計に
よって異なりますが、通常は、スキャン作業領域よりもはる
かに小さくなります。各ローは、単一の binary(22) カラムから
なります。

トピック ページ

dbccdb 作業領域 113
dbccdb ログ 115
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どちらかの割り付けが、dbcc checkstorage で必要なサイズよりも大
きい場合、オペレーションでは必要なだけが使用されます。割り
付けは変更されません。テキスト作業領域の割り付けが小さすぎ
る場合、dbcc checkstorage はこのことをレポートし、新しいサイズ
をすすめて、検査を続けます。ただし、一部のテキスト・チェー
ンは検査されません。スキャン作業領域の割り付けが小さすぎる
場合、dbcc checkstorage オペレーションはすぐに失敗します。

少なくとも 1 つのスキャン作業領域と 1 つのテキスト作業領域が
必要ですが、任意の数の作業領域を作成できます。使用中の作業
領域はロックされて、所定の時刻に 1 つの dbcc checkstorage オペ
レーションだけがそれらを使用できるようになります。同時 dbcc 
checkstorage オペレーションは、それぞれに独立したスキャン作業
領域とテキスト作業領域を提供することによって実行できます。

作業領域の作成に関する詳細については、『システム管理ガイド』
と『Adaptive Server リファレンス・マニュアル』を参照してくだ
さい。

理想としては、dbcc checkstorage によってのみ作業領域にアクセス
するべきですが、これは稼働条件ではありません。dbcc 
checkstorage は、使用している作業領域を排他ロックし、作業領域
の内容は dbcc checkstorage を実行するたびに再生成されます。作
業領域にはセキュア・データは含まれません。

注意 作業領域の内容には SQL でアクセスできますが、バイナリ
値は解釈されません。SQL によるアクセスでは、異なる dbcc 検査
からのデータが混ざって返される場合があります。これらのテー
ブル内にローが存在しても、有効なデータが含まれるとは限りま
せん。dbcc は、実行中にのみ有効なローを追跡します。この情報
は、オペレーションが終了すると失われます。

dbccdb のほとんどの更新アクティビティは、テキスト作業領域お
よびスキャン作業領域で実行されます。作業領域は事前に割り付
けられており、これらの作業領域を使用できるのは常に 1 つの 
dbcc checkstorage だけであるため、作業領域が破壊される可能性
は、多くのユーザ・テーブルよりも低くなります。作業領域が破
壊されると、dbcc checkstorage オペレーションが失敗するか、誤動
作が生じる可能性があります。この場合は、破壊された作業領域
を削除して再作成してください。
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異なる作業領域を使用する複数のデータベースの検査は同時に進
めることができますが、ディスク・スループットの競合が生じる
ため、各オペレーションのパフォーマンスは低下するおそれがあ
ります。

作業領域を削除するには、dbccdb で次のように入力します。

drop table workspace_name

dbccdb ログ
各 dbcc checkstorage オペレーションの結果は、dbccdb ログに記録
されます。テキスト作業領域およびスキャン作業領域への更新
は、ここには記録されません。

dbccdb ログは、テーブルへの更新を処理するようにサイズ指定す
る必要があります。ログの稼働条件は、ターゲット・データベー
ス内のテーブルとインデックスの数に関連します。これは、ター
ゲット・データベースのサイズに関係ありません。

ログの稼働条件とリカバリ時間を最小限に抑えるには、dbccdb に 
truncate log on checkpoint オプションを付けて使用してください。
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dbcc_config
Description dbcc_config テーブルは、現在実行中の、または最後に完了した 

dbcc checkstorage オペレーションを記述するものです。このテー
ブルは、次のものを定義します。

• dbcc checkstorage オペレーション専用リソースのロケーション

• dbcc checkstorage オペレーションでのリソース使用率の制限値

カラム dbcc_config のカラムは次のとおりです。

プライマリ・キー dbid と type_code の組み合わせです。

See also dbcc_config の初期化と更新については、『システム管理ガイド』を
参照してください。

カラム名 データ型 説明

dbid smallint sysindatabases のローの dbid に対応する。

type_code int dbcc_types テーブルのローの type_code に対応する。有効な値は 1 ～ 9。
value int null type_code によって示される項目の値を示す。stringvalue の値が null では

ない場合にのみ、null を指定できる。

stringvalue varchar(255) null type_code によって示される項目の値を示す。value の値が null ではない
場合にのみ、null を指定できる。
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dbcc_counters
Description dbcc_counters テーブルには、dbcc checkstorage によって実行された

分析の結果が格納されます。カウンタは、データベース、テーブ
ル、インデックス、パーティション、デバイス、および dbcc の呼
び出しごとに維持されます。

カラム dbcc_counters のカラムは次のとおりです。

プライマリ・キー dbid、id、indid、partitionid、devid、opid、および type_code の組み合
わせです。

カラム名 データ型 説明

dbid smallint ターゲット・データベースを示す。

id int テーブルを示す。この値は、sysindexes と sysobjects から抽出される。

indid smallint インデックスを示す。この値は、sysindexes から抽出される。

partitionid int 定義されたオブジェクト・ページの結び付きを示す。この値は、sysindexes 
と syspartitions から抽出される。

devid int ディスク・デバイスを示す。この値は、sysdevices から抽出される。

opid smallint 実行された dbcc オペレーションを示す。

type_code int dbcc_types テーブルのローの type_code カラムに対応する。
有効な値は 5000 ～ 5024。

value real null dbcc_types に記述された特定の type_code の適切な type_name に対応する。
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dbcc_exclusions
Description dbcc_exclusions テーブルは、checkverify による処理と 

sp_dbcc_faultreport によるフォールト報告から除外される、フォール
ト、テーブル、フォールトとテーブルの組み合わせを格納します。

カラム dbcc_exclusionss のカラムは次のとおりです。

プライマリ・キー dbid、fault_type、table_name の組み合わせです。

カラム名 データ型 説明

dbid smallint ターゲット・データベースを示す。

type tinyint 除外タイプ・コード。有効な値は次のとおりです。

•  1 － フォールト

•  2 － テーブル

•  3 － 組み合わせ

fault_type int null type が 1 ( フォールト ) または 3 ( 組み合わせ ) の場合に、除外する
フォールト・タイプ。詳細については、「dbcc のタイプ」(123 ペー
ジ ) を参照してください。

table_name varchar(30) null type が 2 ( テーブル ) または 3 ( 組み合わせ ) の場合に、除外するテー
ブル名。詳細については、「dbcc のタイプ」(123 ページ ) を参照して
ください。
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dbcc_fault_params
Description dbcc_fault_params テーブルには、dbcc_faults テーブルに入力された

フォールトに関する補足説明が含まれます。

カラム dbcc_fault_params のカラムは次のとおりです。

各 砺“value”カラム (intvalue、realvalue、binaryvalue、stringvalue、
および datevalue) には、null 値を指定できます。ただし、少なくと
も 1 つのカラムには null 以外の値を指定する必要があります。こ
れらのカラムのうち複数のカラムに null 以外の値が含まれる場
合、それらのカラムは同じ値を異なる表現で示します。

プライマリ・キー dbid、opid、faultid、type_code の組み合わせです。

カラム名 データ型 説明

dbid smallint ターゲット・データベースを示す。

opid smallint 実行された dbcc オペレーションを示す。

faultid int フォールト ID を示す。

type_code int “value” カラムによって提供される値の解釈を定義する。有効な
値は 1000 ～ 1009。これらの値は、dbcc_types に示されている。

intvalue int null 整数値を示す。

realvalue real null 実数値を示す。

binaryvalue varbinary(255) null バイナリ値を示す。

stringvalue varchar(255) null 文字列値を示す。

datevalue datetime null 日付値を示す。
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dbcc_faults
Description dbcc_faults テーブルには、dbcc checkstorage によって検出される各

フォールトの説明が示されます。

カラム dbcc_faults のカラムは次のとおりです。

プライマリ・キー dbid、id、indid、partitionid、devid、opid、faultid、type_code の組み合
わせです。

カラム名 データ型 説明

dbid smallint ターゲット・データベースを示す。

id smallint テーブルを示す。この値は、sysindexes と sysobjects から抽出される。

indid smallint インデックスを示す。この値は、sysindexes から抽出される。

partitionid int パーティションを示す。この値は、sysindexes と syspartitions から抽出される。
カウンタはページ範囲ごとに維持されるため、「パーティション」とは、実際
のオブジェクト・ページのチェーンではなく、定義されたオブジェクト・
ページの結び付きを指す。

devid int ディスク・デバイスを示す。この値は、sysdevices から抽出される。

opid smallint 実行された dbcc オペレーションを示す。

faultid int オペレーションで記録された各フォールトに割り当てられたユニークなシー
ケンス番号を指定する。

type_code int フォールトのタイプを示す。有効な値は 100000 ～ 100032。これらの値は、
表 2-1 ( 123 ページ ) に示されている。

status int フォールトを分類する。有効な値：

• 0 － ソフト・フォールト、おそらく一時的

• 1 － ハード・フォールト

• 2 － 一時的であることが実証されたソフト・フォールト

• 3 － ハード・フォールトにアップグレードされたソフト・フォールト

• 5 － 修復されたハード・フォールト

• 7 － アップグレード後に修復されたハード・フォールト

• 9 － 修復不可能なハード・フォールト

• 11 － ハード・フォールトにアップグレードされた、修復不可能なソフト・
フォールト

• 16 － オブジェクトが削除されたソフト・フォールト ( アクセス不可 )
• 17 － オブジェクトが削除されたハード・フォールト ( アクセス不可 )
• 18 － オブジェクトが削除された一時ソフト・フォールト ( アクセス不可 )
• 19 － ハード・フォールトにアップグレードされ、オブジェクトが削除され

たソフト・フォールト ( アクセス不可 )
詳細については、『システム管理ガイド』を参照してください。
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dbcc_operation_log
Description dbcc_operation_log テーブルには、dbcc checkstorage オペレーション

の使用状況が記録されます。

カラム dbcc_operaiton_log のカラムは次のとおりです。

計算結果は、dbcc_operation_results テーブルに記録されます。

プライマリ・キー dbid、opid、optype の組み合わせです。

カラム名 データ型 説明

dbid smallint ターゲット・データベースを示す。

opid smallint dbcc checkstorage オペレーションのシーケンス番号を示す。opid は、自
動的に増分する番号であり、dbid と finish の組ごとにユニークである。

optype smallint 次に optype に有効な値を示す。

• 2 = checkstorage
suid int コマンドを実行するユーザを示す。

start datetime オペレーションがいつ開始したかを示す。

finish datetime 
null

オペレーションがいつ終了したかを示す。

seq smallint null checkverify オペレーションのシーケンス番号。

id int null checkverify オペレーションのオブジェクト ID ( 使用された場合 )。
maxseq smallint null checkstorage オペレーションに対する checkverify で使用された最大の

シーケンス。
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dbcc_operation_results
Description dbcc_operation_results テーブルには、dbcc_operation_log テーブルに

記録されたオペレーションに関する補足説明が示されます。

カラム dbcc_operation_results のカラムは次のとおりです。

各 砺“value”カラム (intvalue、realvalue、binaryvalue、stringvalue、
および datevalue) には、null 値を指定できます。ただし、少なくと
も 1 つのカラムには null 以外の値を指定する必要があります。こ
れらのカラムのうち複数のカラムに null 以外の値が含まれる場
合、それらのカラムは同じ値を異なる表現で示します。

dbcc checkstorage オペレーションの結果には、次の数が示されます。

• 検出されたハード・フォールト

• 検出されたソフト・フォールト

• ハード・エラーが原因で停止したオペレーション

プライマリ・キー dbid、opid、optype、type_code の組み合わせです。

カラム名 データ型 説明

dbid smallint ターゲット・データベースを示す。

opid smallint dbcc オペレーション ID を示す。

optype smallint dbcc オペレーション・タイプを示す。

type_code int dbcc オペレーション・タイプを定義する。有効な値は 1000 ～ 
1007。これらの値は、表 2-1 ( 123 ページ ) に示されている。

intvalue int null 整数値を示す。

realvalue real null 実数値を示す。

binaryvalue varbinary(255) null バイナリ値を示す。

stringvalue varchar(255) null 文字列値を示す。

datevalue datetime null 日付値を示す。

seq smallint null checkverify オペレーションのシーケンス番号。
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dbcc_types
Description dbcc_types テーブルには、dbcc checkstorage によって使用される

データ型の定義が示されます。このテーブルは、実際には dbcc ス
トアド・プロシージャでは使用されません。このテーブルは、
dbccdb 内にある他のテーブルの使用を簡単にして、データ型のセ
マンティックを記述するために用意されています。オペレーショ
ン設定のタイプ・コード、レポートされた分析データ、フォール
トの分類、およびフォールト・レポート・パラメータが含まれま
す。レポートを生成するための独自のストアド・プロシージャを
作成する場合は、type_name カラムにリストされた値をレポート
見出しとして使用できます。

カラム dbcc_types のカラムは次のとおりです。

注意 dbcc_types への今後の追加を可能にするために、ここでは
一部の type_code 番号が使用されていません。

表 2-1: dbcc のタイプ

type_code type_name 説明

1 max worker 
processes

( オプション ) 適用できるワーカー・プロセスの最大数を示す。使
用される同時処理の最大レベルも示す。最大値は 1。

2 dbcc named cache dbcc checkstorage によって使用されるキャッシュのサイズ ( キロバ
イト数 ) とそのキャッシュの名前を示す。

3 scan workspace データベース・スキャンで使用される作業領域の ID と名前を示す。

4 text workspace text カラムに使用される作業領域の ID と名前を示す。

5 operation sequence 
number

最も新しく開始された dbcc オペレーションを示す番号を示す。

6 database name sysdatabases にデータベースの名前を示す。

7 OAM count threshold オブジェクト・アロケーション・マップ・カウントがエラーと見
なされる時点のパーセンテージを示す。

8 IO error abort dbcc がディスク上でページ検査を停止する時点の、そのディスク
の I/O エラー数を示す。

9 linkage error abort dbcc がオブジェクトのページ・チェーンを停止する時点の、リン
ケージ・エラー数を示す。一部のページ・チェーン破壊では、他
のページ・チェーン破壊よりも少ない数のリンケージ・エラーが
発生した時点で、検査を停止しなければならない場合がある。

10 enable automatic 
workspace expansion

作業領域の予想サイズが実際の作業領域のサイズを超える場合に、
作業領域の自動拡張を有効または無効にするフラグ。

1000 hard fault count 一貫性の検査中に検出された永続的な矛盾 ( ハード・フォールト ) 
の数を指定する。
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1001 soft fault count 一貫性の検査中に検出された疑わしい条件 ( ソフト・フォールト ) 
の数を指定する。

1002 checks aborted count 一貫性の検査中に停止されたリンケージ検査の数を指定する。

1007 text column count 一貫性の検査中に検出された null 以外の text カラムおよび image カ
ラムの数を指定する。

5000 bytes data 検査対象パーティションに格納されるユーザ・データの量をバイ
ト数で示す。

5001 bytes used 検査対象パーティション内のデータを記録するために使用される
記憶領域の量をバイト数で示す。bytes used と bytes data の差は、
データの格納またはインデックス作成に必要なオーバヘッドの量
を示す。

5002 pages used オブジェクトを保持するために実際に使用される、検査対象オブ
ジェクトにリンクされたページ数を示す。

5003 pages reserved 検査対象オブジェクトに予約されているが、そのオブジェクトで
使用するために割り付けられていないページ数を示す。(8 * extents 
used) と (pages used + pages reserved) の差は、コミットされていな
い割り付け解除と不正に割り付けられたページ数の合計を示す。

5004 pages overhead オブジェクト・アロケーション・マップ・ページまたはインデッ
クス統計などのオーバヘッド関数に使用されるページ数を示す。

5005 extents used 検査対象パーティション内のオブジェクトに割り付けられたエク
ステント数を示す。オブジェクト 99 ( アロケーション・ページ ) の
場合、この値は、有効なオブジェクトに割り付けられていないエ
クステントの数を示す。オブジェクト 99 には、他のオブジェクト
に割り付けられていない記憶領域が含まれる。

5006 count 検査対象オブジェクトの一部にあるいずれかのページで検出され
たコンポーネント項目 ( ローまたはキー ) の数を示す。

5007 max count 検査対象オブジェクトの一部にあるいずれかのページで検出され
たコンポーネント項目の最大数を示す。

5008 max size 検査対象オブジェクトの一部にあるいずれかのページで検出され
たコンポーネント項目の最大サイズを示す。

5009 max level インデックス内のレベルの最大数を示す。このデータ型は、テー
ブルには適用できない。

5010 pages misallocated オブジェクトに割り付けられたが、正しく初期化されないページ
数を示す。これは、フォールト・カウンタである。

5011 io errors 検出された I/O エラーの数を示す。このデータ型は、フォールト・
カウンタである。

5012 page format errors レポートされたページ・フォーマット・エラーの数を示す。この
データ型は、フォールト・カウンタである。

5013 pages not allocated チェーンによってオブジェクトにリンクされたが、割り付けられ
ていないページ数を示す。このデータ型は、フォールト・カウン
タである。

type_code type_name 説明



第 2 章    dbccdb のテーブル 

リファレンス・マニュアル：テーブル 125

5014 pages not referenced オブジェクトに割り付けられたが、そのチェーンを介して到達し
ていないページ数を示す。このデータ型は、フォールト・カウン
タである。

5015 overflow pages 検出されたオーバフロー・ページの数を示す。このデータ型は、
クラスタード・インデックスにのみ適用できる。

5016 page gaps 次のページに昇順でリンクされていないページ数を示す。この数
字は、テーブル断片化の量を示す。

5017 page extent crosses 各ページのエクステントの外部にあるページにリンクされたページ
数を示す。page extent crosses の数は pages used または extents used に
比例して増えるため、大容量 I/O バッファの効率は低下する。

5018 page extent gaps 次のエクステントが昇順による次のエクステントではないページ・
エクステント・クラスの数を示す。フル・スキャンでの I/O パ
フォーマンスは、page extent gaps の値が最も小さいときに最大にな
る。シークまたはフル・ディスク・ローテーションは、各ギャッ
プで発生する可能性が高くなる。

5019 ws buffer crosses dbcc checkstorage オペレーション中に各ページの作業領域バッ
ファ・キャッシュの外部にリンクされたページの数を示す。この
情報は、キャッシュのサイズ指定に使用して、リソースを無駄に
することなく高いパフォーマンスを得ることができる。

5020 deleted rows オブジェクトで削除されたローの数。

5021 forwarded rows オブジェクトで転送されたローの数。

5022 empty pages 割り付けられた、データのないページ数。

5023 pages with garbage ガーベジ・コレクションを利用できるページ。

5024 non-contiguous free 
space

不連続空き領域のバイト数。

10000 page id フォールト検出時に検査されていたページのデータベース内のロ
ケーションを示す。ローカライズされたフォールトすべてにこの
パラメータが含まれる。

10001 page header フォールト検出時に検査されていたページのヘッダの 16 進表現を
示す。この情報は、ソフト・フォールトの評価と検査以降にペー
ジが更新されているかどうかの判断に役立つ。後続のゼロはサー
バによってトランケートされる。

10002 text column id フォールトのあったテキスト・チェーンへの参照のページ、ロー、
およびカラムを示す 8 バイトの 16 進値を示す。後続のゼロはサー
バによってトランケートされる。

type_code type_name 説明
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10003 object id object id ( テーブル )、該当する場合は partition id ( テーブルのパー
ティション )、および検査対象のページまたは割り付けの index id 
( インデックス ) を示す 9 バイトの 16 進値を示す。

たとえば、ページが T1 のチェーンから到達したために、テーブル 
T1 に属するものと予期されるが、実際にはテーブル T2 に割り付け
られる場合は、T1 の object id が記録されて、T2 の object id expected 
が記録される。後続のゼロはサーバによってトランケートされる。

10007 page id expected 予期されるページ ID と実際に検出されたページ ID の間に違いがあ
る場合は、リンク・ページに予期されるページ ID を示す。

たとえば、P1 から P2 にチェーンをたどるとき、前方に進んでから
後方に戻る場合、P1 は P2 の後にくるものと予期される。page id 
expected の値は P1 であり、page id の値は P2 になる。P3 の実際の値
が検出される場合は、この値が page id actual として記録される。

10008 page id actual 実際に検出されたページ ID と予期されるページ ID との間に違いが
ある場合、この値は、検出された実際のページ ID を示す
(type_code 10007 も参照 )。
たとえば、P1 から P2 にチェーンをたどるとき、前方に進んでから
後方に戻る場合、P1 は P2 の後にあるものとみなされる。page id 
expected の値は P1 であり、page id の値は P2 になる。P3 の実際の値
が検出される場合は、この値が page id actual として記録される。

10009 object id expected 予期されるオブジェクト ID ( テーブル )、もしあればパーティショ
ン ID ( テーブルのパーティション )、および検査対象のページまた
は割り付けのインデックス ID ( インデックス ) を示す 9 バイトの 16 
進値を示す。

たとえば、ページが T1 のチェーンから到達したために、テーブル 
T1 に属するものと予期されるが、実際にはテーブル T2 に割り付け
られる場合は、T1 の object id が記録されて、T2 の object id expected 
が記録される。後続のゼロはサーバによってトランケートされる。

10010 data-only locked data 
page header

フォールトが発生したページの 44 バイトのページ・ヘッダを示す。

10011 data-only locked 
b-tree leaf page 
header

フォールトが発生したページの 44 バイトのページ・ヘッダを示す。

10012 data-only locked 
b-tree header

フォールトが発生したページの 44 バイトのページ・ヘッダを示す。

20001 rerun checkstorage 
reco

checkstorage を再実行する。

20002 indexalloc reco dbcc indexalloc を fix オプション付きで実行する。

20003 tablealloc reco dbcc tablealloc を fix オプション付きで実行する。

20004 checktable 
fix_spacebits reco

dbcc tablealloc を fix_spacebits オプション付きで実行する。

type_code type_name 説明
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20005 checktable reco dbcc checktable を実行する。

20006 reorg reco reorg コマンドを実行する。

20007 no action reco このフォールトは無害であり、アクションは不要。

30000 drop object reco オブジェクトを削除して再作成する。

30001 bulk copy reco バルク・コピーを使ってデータをコピー・アウトおよびコピー・
インする。

40000 check logs for 
hardware failure reco

オペレーティング・システムのログをチェックし、Sybase デバイ
スを含むディスクに関してレポートされたハードウェアの問題を
すべて修正する。

40001 checkalloc reco dbcc checkalloc を fix オプション付きで実行する。

40002 reload db reco クリーン・バックアップからデータベースを再ロードする。

100000 IO error 指定されたページの一部をデバイスから取り出せなかったことを
示す。通常、オペレーティング・システムまたはハードウェアの
失敗が原因で生じる。

100001 page id error ページに記録された識別 ID ( ページ番号 ) が無効であることを示
す。これは、間違ったディスク・ロケーションに対するページの
書き込みまたはそこからのページの読み取り、ページの書き込み
前または書き込み時の破壊、あるいは後続の初期化が行われない
ページの割り付けが原因で生じる。

100002 page free offset error ページのデータの終了が無効であることを示す。このイベントは、
このページでの挿入と更新に影響を及ぼす。また、このページ上
のデータに対する一部のアクセスにも影響する。

100003 page object id error ページが、予期されたもの以外のテーブルに割り付けられている
ように見えることを示す。永続的なフォールトである場合は、次
のいずれかが原因として考えられる。

• 不正なページ割り付け。次の割り付けでこのページが事実上失
われる可能性がある。

• ページ・チェーンの破壊。破壊されたチェーン内のデータにア
クセスできなくなる可能性がある。

100004 timestamp error ページにデータベースのタイムスタンプよりも後のタイムスタン
プがあることを示す。このエラーが原因で、このページに変更が
加えられたときにリカバリできなくなる可能性がある。

100005 wrong dbid error データベース ID dbid がデータベース・アロケーション・ページに
格納されていることを示す。この ID が不正だと、アロケーショ
ン・ページは破壊されて、指定された割り付けはすべて疑わしく
なる。

type_code type_name 説明
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100006 wrong object error ページの割り付けに矛盾があることを示す。ページが、1 つのテー
ブルまたはインデックスに属しているように見えるが、アロケー
ション・ページ内の別のテーブルまたはインデックスに割り付け
られているものとして記録される。このエラーは、割り付けが矛
盾しているが結果は同様であるという点で、page object id error と異
なる。

100007 extent id error dbcc checkstorage に認識されないテーブルまたはインデックスへの
割り付けが検出されたことを示す。通常この結果、割り付けられ
た記憶領域が使用できなくなる。

100008 fixed format error ページが、単一固定長のローだけを含むということを誤って示す
ことを表す。dbcc checkstorage によってこのエラーがレポートされ
る。dbcc checktable はこの状態をレポートしないが、修復する。

100009 row format error ページ上の少なくとも 1 つのローが不正にフォーマットされたこと
を示す。このエラーが原因で、このページ上の一部またはすべて
のデータにアクセスできなくなる可能性がある。

100010 row offset error ページ上の少なくとも 1 つのローが予期されるページ・オフセット
にないことを示す。このエラーが原因で、このページ上の一部ま
たはすべてのデータにアクセスできなくなる可能性がある。

100011 text pointer error 破壊された text データまたは image データを指すテーブル・ローの
ロケーションがあることを示す。この情報は、問題の解決に役立
つ場合がある。

100012 wrong type error ページのフォーマットが不正であることを示す。たとえば、イン
デックスや text カラムまたは image カラムにデータ・ページが見つ
かった場合などである。

100013 non-OAM error このエラーは、wrong type error の特殊な場合である。現在のリリー
スでは独立した条件としてレポートされない。

100014 reused page error ページが複数のチェーンによって到達されて、これらのチェーン
が異なる複数のオブジェクトに属することを示す。このエラーは、
破壊されたページ・チェーン・リンクによる不正なページ共有を
示す。どちらかのテーブル、または両方のテーブル内のデータへ
のアクセスに影響する可能性がある。

100015 page loop error あるオブジェクトのページ・チェーンをたどっているときに、あ
るページに 2 回到達したことを示す。これは、ページ・チェーンに
ループがあることを示す。このオブジェクト内のデータに対する
アクセス中、ループがあると、セッションが無期限ハングする可
能性がある。

100016 OAM ring error あるページが割り付けられたが、オブジェクトのページ・チェー
ンで到達されないことを示す。通常、これにより、割り付けられ
た記憶領域が使用できなくなる。

type_code type_name 説明
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100017 OAM ring error オブジェクト・アロケーション・マップのページ・リング・リン
クが破壊されていることを示す。このことは、このオブジェクト
のデータに対するアクセスには影響しないが、そのデータの挿入、
削除、および更新に影響する可能性がある。

100018 missing OAM error dbcc checkstorage によって、オブジェクト・アロケーション・マッ
プに記録されなかったオブジェクトの割り付けが検出されたこと
を示す。このエラーは、今後の記憶領域の割り付けに影響する可
能性がある破壊を示すが、現在格納されているデータへのアクセ
スにはおそらく影響しない。

100019 extra OAM error このオブジェクトの割り付けがオブジェクト・アロケーション・
マップに記録されたが、アロケーション・ページで確認されな
かったことを示す。このエラーは、今後の記憶領域の割り付けに
影響する可能性がある破壊を示すが、現在格納されているデータ
へのアクセスにはおそらく影響しない。

100020 check aborted error dbcc checkstorage がテーブルまたはインデックスの検査を停止した
ことを示す。複数のフォールト・レポートの生成を防止するため
に、このエラーがレポートされずに、単一チェーンに対する検査
オペレーションが停止した可能性がある。1 つのオブジェクトにい
くつかのページ・チェーンが含まれる場合、1 つのチェーンに対す
る検査オペレーションが失敗しても、フォールト・スレッショル
ドを超えないかぎり、他のチェーンに対する検査オペレーション
は中断されない。

100021 chain end error チェーンの終了が破壊されていることを示す。このことは、ソフ
ト・フォールトとして、dbcc checkstorage オペレーション中に多数
のページによってチェーンが拡張されたか、またはトランケート
されたことだけを示す場合がある。

100022 chain start error チェーンの開始が破壊されたか、または予期されるロケーション
にないことを示す。永続的なフォールトである場合は、オブジェ
クトに格納されたデータへのアクセスに影響する可能性がある。

100023 used count error オブジェクト・アロケーション・マップ・ページに記録された使
用済みページ・カウントと、アロケーション・ページを調べるこ
とによって判断される使用済みページのカウントが一致しないこ
とを示す。

100024 unused count error オブジェクト・アロケーション・マップ・ページに記録された予
約済みだが未使用のページのカウントと、アロケーション・ペー
ジを調べることによって判断される予約済みだが未使用のページ
のカウントが一致しないことを示す。

100025 row count error オブジェクト・アロケーション・マップ・ページに記録された
ロー・カウントと、dbcc checkstorage によって判断されるロー・カ
ウントが一致しないことを示す。

100026 serialloc error ログ割り付けに適用される逐次割り付け規則の違反を示す。

type_code type_name 説明
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100027 text root error text または image インデックスのルート・ページのフォーマット違
反を示す。この検査は、dbcc textalloc によって実行されるルート・
ページ検査に似ている。

100028 page misplaced システム・テーブルの検査で、このオブジェクトのページが予期
される場所から検出されなかったことを示す。このことは通常、
sp_placeobject が過去のどこかで使用されたことを示す。
dbcc_counters テーブルで、誤配置ページは、デバイスおよびパー
ティションごとにレポートされるのではなく、すべてまとめてカ
ウントされる。

100029 page header error 他のタイプ・コードによって記述された種類以外のページ・ヘッ
ダの内部矛盾を示す。このエラーの重大度は、ページのタイプと
検出された矛盾によって異なる。

100030 page format error 他のタイプ・コードによって記述された種類以外のページ本文の
内部矛盾を示す。このエラーの重大度は、ページのタイプと検出
された矛盾によって異なる。

100031 page not allocated dbcc checkstorage が、ページ・チェーンをたどって割り付けられて
いないページに達したことを示す。この条件は、このオブジェク
トに格納されたデータへのアクセスに影響する可能性がある。

100032 page linkage error dbcc checkstorage が、チェーンの内部ページの次または前のどちら
かのリンクにフォールトを検出したことを示す。永続的なフォー
ルトである場合は、オブジェクトに格納されたデータへのアクセ
スに影響する可能性がある。

100033 non-contiguous 
free-space error

ページの不連続な空き領域の値が無効または不一致であることを
示す。

100034 insert free space error ページの連続した空き領域の値が無効または不一致であることを
示す。

100035 spacebits mismatch ページ満杯インジケータの矛盾を示す。

100036 deleted row count 
error

ページの削除されたロー数の値が無効または不一致であることを
示す。

100037 forwarded rows error 転送されたローのインジケータとページ上の転送されたロー数の
不一致を示す。

100038 page header type 
error

ページ・ヘッダ・フォーマット・インジケータが正しく設定され
ていないことを示す。

100039 incorrect extent 
oampage

エクステント OAM ページ参照が正しく設定されていない。

100040 OAM page format 
error

最初以外の OAM ページに、ゼロ以外の、最初の OAM ページ固有
のデータが含まれている。

type_code type_name 説明



リファレンス・マニュアル：テーブル 131

第  3  章 モニタリング・テーブル

この章では、モニタリング・テーブルをアルファベット順に説明
します。

属性の列には、Adaptive Server がそのカラムを管理する方法が示
されています。属性値の説明は、以下のとおりです。

• 「カウンタ」は、このカラム内の値が許容最大値である 231 を
超えた場合に循環する、つまりゼロに戻り再び増加する場合
があることを示しています。noclear オプションを指定せずに 
sp_sysmon を実行すると、モニタ・カウンタは Adaptive Server 
によってリセットされます。Adaptive Server のバージョン 
15.0.1 以降では、noclear オプションがデフォルトで sp_sysmon 
パラメータとして含まれています。15.0.1 より前のバージョ
ンでは、モニタ・カウンタがリセットされないように noclear 
を指定する必要があります。

モニタリング・テーブルを使用している Adaptive Server 上で 
sp_sysmon を実行する場合、モニタ・カウンタがリセットさ
れると結果に不整合が生じる可能性があります。

• 「Null」は、そのカラムの値が null になる場合があることを示
しています。

• 「リセット」は、モニタ・カウンタをクリアするように 
sp_sysmon を実行した場合、そのカラムがリセットされるこ
とを示しています (『パフォーマンス＆チューニング・シ
リーズ：sp_sysmon による Adaptive Server の監視』を参照 )。
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monCachedObject
説明 現在データ・キャッシュにページが格納されているすべてのテーブ

ル、パーティション、およびインデックスについての統計情報を格納
します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monCacheObject のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

CacheID int キャッシュのユニークな識別子。

InstanceID ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイン
スタンスの ID。

DBID int データベースのユニークな識別子。

IndexID int インデックスのユニークな識別子。

PartitionID int パーティションのユニークな識別子。分割されていない
オブジェクトでは、ObjectID の値と同じ値。

CachedKB int オブジェクトが占有しているキャッシュのサイズ ( キロ
バイト単位 )。

CacheName varchar(30) Null キャッシュの名前。

ObjectID int Null オブジェクトのユニークな識別子。オブジェクトの記述
子がサーバのメタデータ・キャッシュから削除されてい
る場合は Null。この場合、PartitionID の値について、指
定されているデータベース内の syspartitions にクエリを
実行するとオブジェクト識別子を判断できる。

DBName varchar(30) Null データベースの名前 ( オブジェクトの記述子がサーバの
メタデータ・キャッシュから削除されている場合は 
NULL)。

OwnerUserID int Null オブジェクト所有者のユニークな識別子。

OwnerName varchar(30) Null オブジェクト所有者の名前 ( オブジェクトの記述子が
サーバのメタデータ・キャッシュから削除されている場
合は null)。

ObjectName varchar(30) Null オブジェクトの名前 ( オブジェクトの記述子がサーバの
メタデータ・キャッシュから削除されている場合は 
null)。

PartitionName varchar(30) Null オブジェクト・パーティションの名前 ( オブジェクトの
記述子がサーバのメタデータ・キャッシュから削除され
ている場合は null)。

ObjectType varchar(30) Null オブジェクト・タイプ ( オブジェクトがオープンしてい
ない場合は null)。

TotalSizeKB int カウンタ、null パーティションのサイズ ( キロバイト単位 )。
Processes
Accessing

int カウンタ、null データ・キャッシュ内のこのオブジェクトのページに現
在アクセスしているプロセスの数。
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monCachePool
説明 すべてのデータ・キャッシュに割り付けられたすべてのプールについ

ての統計情報を格納します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monCachePool のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

CacheID int キャッシュのユニークな識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタ
ンスの ID。

IOBufferSize int プールの I/O バッファのサイズ ( バイト単位 )。
AllocatedKB int プールに割り付けられているバイト数。

PhysicalReads int カウンタ ディスクからプールに読み込まれたバッファ数。

Stalls int カウンタ このデータ・キャッシュのウォッシュ・エリアに使用でき
るクリーン・バッファがないために I/O オペレーションが
遅延した回数。

PagesTouched int カウンタ プール内で現在使用中のページ数。

PagesRead int カウンタ プールに読み込まれたページ数。

BuffersToMRU int カウンタ プールの最後に使用された部分でフェッチおよび置換され
たバッファ数。

BuffersToLRU int カウンタ プールの最も長い間使用されていない部分でフェッチおよ
び置換されたバッファ数 ( 使い捨て )。

CacheName varchar(30) Null キャッシュの名前。

LogicalReads int カウンタ プールから読み込まれたバッファの数。

PhysicalWrites int カウンタ このプールのデータに実行する書き込み操作の回数 (1 回の
書き込み操作に複数ページが含まれる場合がある )。

APFReads int カウンタ このプールにページをロードした非同期プリフェッチ 
(APF) 読み込み操作の数。

APFPercentage int このプールに設定された非同期プリフェッチ制限。

WashSize   int メモリ・プールのウォッシュ・サイズ ( キロバイト単位 )。
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monCachedProcedures
説明 プロシージャ・キャッシュに現在格納されているすべてのストアド・

プロシージャ、トリガ、およびコンパイル済みプランについての統計
情報を格納します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring および statement statistics active の各設定パラメータを有効に
してください。

カラム monCacheProcedures のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

ObjectID int プロシージャのユニークな識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイ
ンスタンスの ID。

OwnerUID int オブジェクトの所有者のユニークな識別子。

DBID int オブジェクトが存在するデータベースのユニークな
識別子。

PlanID int プロシージャ・キャッシュにあるオブジェクトのク
エリ・プランのユニークな識別子。

MemUsageKB int プロシージャが使用したメモリ量 ( キロバイト単位 )。
CompileDate datetime プロシージャがコンパイルされた日付。

ObjectName varchar(30) Null プロシージャの名前。

ObjectType varchar(32) Null プロシージャのタイプ ( ストアド・プロシージャ、
トリガなど )。

OwnerName varchar(30) Null オブジェクト所有者の名前。

DBName varchar(30) Null データベースの名前。

RequestCnt int4 このプロシージャがキャッシュから要求された回数。

TempdbRemapCnt int4 このプロシージャがテンポラリ・データベースの ID 
に対して再マップされた回数。

AvgTempdbRemapTime int4 テンポラリ・データベースの ID を再マップするのに
費やした平均時間 ( ミリ秒単位 )。

ExecutionCount int カウンタ ストアド・プロシージャ・プランまたはツリーが
キャッシュされてから Adaptive Server により実行さ
れた回数。

CPUTime int カウンタ 費やされた合計 CPU 時間 ( ミリ秒単位 )。
ExecutionTime int カウンタ Adaptive Server でストアド・プロシージャ・プランま

たはツリーの実行に費やした合計経過時間 ( ミリ秒
単位 )。

PhysicalReads int カウンタ 実行した物理読み込み回数。

LogicalReads int カウンタ 読み込まれたページ数。

PhysicalWrites int カウンタ 実行した物理書き込み回数。

PagesWritten int カウンタ 書き込まれたページ数。
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monCachedStatement
説明 ステートメント・キャッシュに関する詳細なモニタリング情報を格納

します。これには、以前に文を実行したときに使用されたリソース、
文の実行頻度、特定のプランに対して有効になっている設定、文の同
時使用数などに関する情報が含まれます。これらの情報は、トラブル
シューティングを行うときや、どの文をキャッシュに残すかを決定す
るときに役立ちます。

注意 クロック周波数が異なる複数の CPU を使用するマシンでは、
不正確な経過時間が報告される場合があります。

monCachedStatement のカラムには、「カウンタ」( そのカラムにカウン
タ値がある場合 ) と「リセット」(sp_sysmon を使用してそのカラムを
リセットできる場合 ) の 2 種類の属性が許容されています。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring、statement cache size、および enable stmt cache monitoring の各
設定パラメータを有効にしてください。

カラム monCacheStatement のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタ
ンスの ID。

SSQLID int キャッシュされた各文を示すユニークな識別子。この値
は、monCachedStatement のプライマリ・キーとして扱われ、
関数で使用される。

show_cached_text は、キャッシュ内の個々の文を参照する
ために SSQLID を使用します。

Hashkey int キャッシュされた文の SQL テキストのハッシュ値。ハッ
シュ・キーは、文のテキストに基づいて生成され、他のモ
ニタリング・テーブル内を検索するための近似キーとして
使用できる。

StmtType tinyint

UserID int キャッシュされた文を開始したユーザのユーザ ID。

SUserID int キャッシュされた文を開始したユーザのサーバ ID。

DBID smallint キャッシュされた文が取得されたデータベースのデータ
ベース ID。

UseCount int キャッシュ後の文へのアクセス回数。

StatementSize int キャッシュされた文のサイズ ( バイト単位 )。
MinPlanSizeKB int 使用されていないときのプランのサイズ ( キロバイト単位 )。
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MaxPlanSizeKB int 使用されているときのプランのサイズ ( キロバイト単位 )。
CurrentUsageCount int キャッシュされた文の同時ユーザの数。属性はカウンタ。

MaxUsageCount int キャッシュされた文のテキストが同時にアクセスされた最
大回数。属性はカウンタ。

NumRecompilesSchemaChanges int スキーマの変更に基づいて文が再コンパイルされた回数。
update statistics をテーブルに対して実行すると、最適なプ
ランが変更される場合がある。この変更は、重要度の低い
スキーマ変更として処理される。

ある文を何度も再コンパイルしている場合は、その特定の
文をキャッシュすることが効果的でないと考えられる。こ
の場合は、ステートメント・キャッシュからその文を削除
して、より安定した別の文のために領域を空ける必要があ
る。属性はカウンタ。

NumRecompilesPlanFlushes int キャッシュ内でプランが見つからなかったために、キャッ
シュされた文が再コンパイルされた回数。属性はカウンタ。

HasAutoParams tinyint パラメータ化されたリテラルが文で使用されている場合は 
“true”、使用されていない場合は “false”。

ParallelDegree tinyint この文用に格納されているクエリが使用する並列度。

QuotedIdentifier tinyint set quoted_identifier を使用してコンパイルしたプランが有効
かどうかを示す。

TransactionIsolationLevel tinyint 文をコンパイルしたトランザクション独立性レベル。

TransactionMode tinyint 文に対して「連鎖トランザクション・モード」が有効かど
うかを示す。

SAAuthorization tinyint sa_role 権限を使用してプランをコンパイルしたかどうかを
示す。

SystemCatalogUpdate tinyint プランをコンパイルしたときに allow catalog updates が有効
な状態であったかどうかを示す。

MetricsCount int この文に対して測定基準が集計された回数。

MinPIO int この文の実行中に発生する物理 I/O の最小数。

MaxPIO int この文の実行中に発生する物理 I/O の最小数。

AvgPIO int この文の実行中に発生する物理 I/O の平均数。

MinLIO int この文の 1 回の実行中に発生する論理 I/O の最小数。

MaxLIO int この文の 1 回の実行中に発生する論理 I/O の最大数。

AvgLIO int この文の実行中に発生する論理 I/O の平均数。

MinCpuTime int この文の実行で消費された最小 CPU 時間 ( ミリ秒単位 )。
MaxCpuTime int この文の実行で消費された最大 CPU 時間 ( ミリ秒単位 )。
AvgCpuTime int この文の実行で消費された平均 CPU 時間 ( ミリ秒単位 )。
MinElapsedTime int この文に対する最小の経過実行時間。

MaxElapsedTime int この文に対する最大の経過実行時間。

名前 データ型 説明
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AvgElapsedTime int この文に対する平均経過実行時間。

AvgScanRows int 実行 1 回あたりに読み取られたスキャン済みローの平均数。

MaxScanRows int 実行 1 回あたりに読み取られたスキャン済みローの最大数。

AvgQualifyingReadRows int read コマンドの実行 1 回あたりに該当したデータ・ローの
平均数。

MaxQualifyingReadRows int クエリの実行 1 回あたりに該当したデータ・ローの最大数。

AvgQualifyingWriteRows int クエリの実行 1 回あたりに該当したデータ・ローの平均数。

MaxQualifyingWriteRows int クエリの実行 1 回あたりに該当したデータ・ローの最大数。

LockWaits int ロック待機の合計回数。

LockWaitTime int ロック待機に費やされた合計時間 ( ミリ秒単位 )。
SortCount int ソート・オペレーションの合計回数。

SortSpilledCount int ディスクにあふれたソート・オペレーションの合計回数。

TotalSortTime int ソートに費やされた合計時間 ( ミリ秒単位 )。
MaxSortTime int ソートに費やされた最大時間 ( ミリ秒単位 )。
DBName varchar(30) ステートメント・キャッシュ元であるデータベースの名

前。属性は null。
CachedDate datetime 文が最初にキャッシュされたときの日付と時刻を表すタイ

ムスタンプ。

LastUsedDate datetime キャッシュされた文が最後に使用されたときの日付と時刻
を表すタイムスタンプ。この情報を CachedDate とともに使
用すると、この文がどの程度の頻度で使用されているか、
また、この文をキャッシュすると有益かどうかを判断でき
る。

LastRecompiledDate datetime スキーマの変更、またはステートメント・キャッシュ内で
文が見つからなかったことにより、文が再コンパイルされ
た最後の日付。

OptimizationGoal varchar(30) この文の最適化で使用する最適化目標。

OptimizerLevel varchar(30) この文の最適化で使用するオプティマイザ・レベル。

AdjustToParallel int 利用可能なワーカー・スレッド数が不足し、クエリ・プラ
ンが要求する並列度でクエリを実行できない場合に、クエ
リが一部並列処理で実行されたことを示す。

AdjustToSerial int 利用可能なワーカー・スレッド数が不足し、クエリを並行
処理で実行できない場合に、クエリがシリアル処理で実行
されたことを示す。

ThreadDeficit int ステートメント・キャッシュに追加されたので、ワー
カー・スレッドの累積的な総数をこのクエリを実行するた
めに使用できないことを示す。

名前 データ型 説明
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monCIPC
説明 ( クラスタ環境のみ ) 現在のインスタンス、またはすべてのインスタ

ンスを基準にした、クラスタ内でのメッセージング全体を要約した数
字を示します。

monCIPC テーブルでは、システム・ビューが cluster に設定されている
場合、クラスタ内のインスタンスごとに 1 つのローが返され、それ以
外の場合、クエリが実行されたインスタンスについて 1 つのローが返
されます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monCIPC のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

ReceiveCount int このインスタンスが受信したメッセージ数。

TransmitCount int このインスタンスが送信したメッセージ数。

Multicast int クラスタ内の他のすべてのインスタンスに対して送信されたメッ
セージ数。

Synchronous int 同期送信されたメッセージ数。

ReceiveSoftError int このインスタンスで受信したリカバリ可能なエラーの数。

ReceiveHardError int このインスタンスで受信したリカバリ不可能なエラーの数。

TransmitsSoftError int このインスタンスでのリカバリ可能な転送エラーの数。

TransmitHardError int このインスタンスでのリカバリ不可能な転送エラーの数。

Retransmits int このインスタンスが実行した再転送の数。

Switches int プライマリ相互接続ネットワークとセカンダリ相互接続ネット
ワーク間での切り替え回数。

FailedSwitches int プライマリ相互接続ネットワークとセカンダリ相互接続ネット
ワーク間での切り替えに失敗した回数。

RegularBuffersInUse int4 現在割り付けられている CIPC の通常のバッファ・プールからの
バッファ数。

FreeRegularBuffers int4 CIPC の通常のバッファ・プールで使用可能なバッファ数。

MaxRegularBuffersInUse int4 サーバが起動してから割り付けられた CIPC の通常のバッファ・
プールからのバッファの最大数。

LargeBuffersInUse int4 現在割り付けられている CIPC の大容量バッファ・プールからの
バッファ数。

FreeLargeBuffers int4 CIPC の大容量バッファ・プールで使用可能なバッファ数。

MaxLargeBuffersInUse int4 サーバが起動してから割り付けられた CIPC の大容量バッファ・
プールからのバッファの最大数。
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monCIPCEndpoints
説明 ( クラスタ環境のみ ) クラスタ・インスタンス内にある各サブシステ

ムのトラフィック・データを含む詳細な一覧を示します。

インスタンス内の論理エンドポイントごとに 1 つのローが返されま
す。システム・ビューが cluster に設定されている場合、クラスタ内の
ノードごとに 1 つのロー・セットが返されます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monCIPCEndpoints のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

ReceiveCount int クラスタ内のこの論理エンドポイントが受信したメッセージ数。

TransmitCount int インスタンス内のこの論理エンドポイントが送信したメッセージ数。

ReceiveBytes int インスタンス内のこの論理エンドポイントが受信したバイト数。

TransmitBytes int インスタンス内のこの論理エンドポイントが送信したバイト数。

ReceiveQ int この論理エンドポイントに現在キューイングされているメッセージ数。

MaxReceiveQ int この論理エンドポイントにキューイングされ、現在までに検出された
メッセージの最大数。

DoneQ int この論理エンドポイントで、処理済みで次のアクションを待機している
メッセージの現在の数。

MaxDoneQ int この論理エンドポイントで現在までに検出された、処理済みで次のアク
ションを待機しているメッセージの最大数。

MaxRecvQTime real4 現在の論理エンドポイントのキュー内で 1 つのメッセージが待機する最
大時間 ( ミリ秒単位 )。

AvgRecvQTime real4 現在の論理扱われ、のキュー内で 1 つのメッセージが待機する平均時間 
( ミリ秒単位 )。

EndPoint varchar CIPC エンドポイントの名前。
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monCIPCLinks
説明 ( クラスタ環境のみ ) クラスタ内のインスタンスの間のリンクのス

テータスをモニタします。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monCIPCLinks のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

LocalInterface varchar30 リンクのローカル・ネットワーク・エンドポイントの名前。サーバ名
として hosts ファイルに含まれている名前と同じ名前である。

RemoteInterface varchar30 リンクのリモート・エンドポイントの名前。サーバ名として hosts 
ファイルに含まれている名前と同じ名前である。

PassiveState varchar10 リンク上のトラフィックでリストされている最新の状態。

PassiveStateAge int PassiveState カラムが更新されてから経過した時間 ( ミリ秒単位 )。
ActiveState varchar10 アクティブなモニタリングによって検出された、使用された最新の状

態 ( リンク上にトラフィックがない場合 )。
ActiveStateAge int ActiveState カラムが更新されてから経過した時間 ( ミリ秒単位 )。
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monCIPCMesh
説明 ( クラスタ環境のみ ) インスタンス単位で、接続のメッシュ、つまり

現在のインスタンスから同じクラスタ内にある他のすべてのインスタ
ンスへの接続を要約した数字を示します。

設定された最大数を上限として、クラスタ内の他の各ノードへの 4 つ
の接続ごとに 1 つのローが返されます。システム・ビューが cluster に
設定されている場合、クラスタ内のアクティブなインスタンスごとに 
1 つのロー・セットが返されます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monCIPCMesh のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

FarInstanceID tinyint クラスタ内の最終インスタンスのインスタンス番号。

Received int このインスタンスが FarInstanceID インスタンスから受信したメッセージ数。

Dropped int FarInstanceID インスタンスから受信したメッセージのうち、リソース不足
のために削除されたメッセージ数。

Transmitted int FarInstanceID インスタンスに転送されたメッセージ数。

Resent int FarInstanceID インスタンスに再送されたメッセージ数。

Retry int FarInstanceID インスタンスに再送されたパケット数。

ControlRx int InstanceID インスタンスが受信した制御メッセージ数。

ControlTx int このメッシュで InstanceID インスタンスが送信した制御メッセージ数。

SendQ int このメッシュで FarInstanceID への送信を待機している現在のメッセージ数。

MaxSendQ int InstanceID インスタンスが起動してから現在までのこのメッシュの送信
キュー内のパケットの最大数。

SentQ int InstanceID インスタンスが FarInstanceID インスタンスに送信したパケット
のうち、FarInstanceID インスタンスによってまだ認識されていないパケッ
トの数。

MaxSentQ int 送信されたが送信通知が処理されていないメッセージの最大数。

MaxSendQTime real このメッシュの送信キュー内のメッセージを処理するために費やした時間
の最大時間。ミリ秒単位。

AvgSendQTime real このメッシュの送信キュー内のメッセージを処理するために費やした時間
の平均時間。ミリ秒単位。
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Mesh varchar 接続のチャネル名。次のいずれか。

• 帯域外

• メッセージ

• 大規模なメッセージ

• ダイレクト・メモリ・アクセス (DMA)
MinRTT int メッセージで検出された最小往復遅延 ( ユーザ・データグラム・プロトコ

ル (UDP：user datagram protocol) トランスポートのみに適用 )。
MaxRTT int メッセージで検出された最大往復遅延 (UDP トランスポートのみに適用 )。
AverageRTT int メッセージで検出された平均往復遅延 (UDP トランスポートのみに適用 )。

名前 データ型 説明
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monCLMObjectActivity
説明 ( クラスタ環境のみ ) クラスタ・ロック情報を収集します。

monCLMObjectActivity の機能は次のとおりです。

• master データベースおよびユーザ・データベースでのみオブジェ
クトのアクティビティを追跡します。

• 物理ロック・アクティビティをパーティション・レベルで追跡し
ます。

データベースのクラスタ・オブジェクト・ロックの Object-PartitionID 
は 0 です。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monCLMObjectActivity のカラムは次のとおりです。

カラム名 データ型 説明

InstanceID int1 インスタンス ID。

DBID int4 データベース ID。

Object_PartitionID int4 ロック要求を行っているオブジェクトの ID。

LockRequests int4 クラスタ・ロック要求数。

LocalMaster int4 現在のインスタンスがロック・マスタであることを
ロック要求が検出した回数。

クラスタ内に「ロック・マスタ」になるインスタンス
が 1 つある。クラスタ・ロックが必要な場合、インス
タンスはロック・マスタに通知してロックを要求する。

Waited int4 リモート・インスタンスで付与されて競合を発生して
いるロック要求の数。

Granted int4 リモート・インスタンスで付与されて競合を発生して
いないロック要求の数。

RWConflictWaited int4 リモート・インスタンスでタスクに付与された読み込
み／書き込み競合ロックが原因で待機していたロック
要求の数。

AvgRWConflictWaitTime flt4 RWConflictWaited で記述された待機の実行に費やした平
均時間。

MaxRWConflictWaitTime flt4 RWConflictWaited で記述された待機の実行に費やした最
大時間。

WWConflictWaited int4 リモート・インスタンスでタスクに付与された、書き
込みどうしの競合ロックが原因で待機していたロック
要求の数。

AvgWWConflictWaitTime flt4 WWConflictWaited で記述された待機の実行に費やした平
均時間。
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MaxWWConflictWaitTime flt4 WWConflictWaited で記述された待機の実行に費やした最
大時間。

ClusterMsgWaits int4 クラスタ・メッセージングによる待機の数。

AvgClusterMsgWaitTime flt4 クラスタ・メッセージングによる平均待機時間。

MaxClusterMsgWaitTime flt4 クラスタ・メッセージングによる最大待機時間。

DowngradeReqRecv int4 クラスタ・ロックの所有者が受信したダウングレー
ド・サービス要求の数。

DowngradeReqRecvWithNoBlocker int4 クラスタ・ロックの所有者が受信したブロッキング・
タスク所有権のないダウングレード・サービス要求の
数。

ClusterDeadlock int4 複数のインスタンスが同じクラスタ・ロックを同時に
取得しようとしたために発生したデッドロックの数。

Locktype varchar(20) ロックのタイプ。

カラム名 データ型 説明
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monClusterCacheManager
説明 ( クラスタ環境のみ ) 各インスタンスで実行されているクラスタ・

キャッシュ・マネージャ・デーモンに関する診断情報を格納します。
monClusterCacheManager は、クラスタ全体にわたる情報をインスタン
ス単位でレポートします。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monClusterCacheManager のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

RequestsQueued int クラスタ・キャッシュ・マネージャ・デーモンにキューイングされた
要求数。

RequestsRequeued int クラスタ・キャッシュ・マネージャ・デーモンに再キューイングされ
た要求数。

RequestsServiced int クラスタ・キャッシュ・マネージャ・デーモンが処理した要求数。

DiskWrites int クラスタ・キャッシュ・マネージャ・デーモンが開始したディスクへ
の書き込みの数。

SleepCount int クラスタ・キャッシュ・マネージャ・デーモンがスリープした回数。

DaemonName varchar クラスタ・キャッシュ・マネージャ・デーモンの名前。

TransfersInitiated int クラスタ・キャッシュ・マネージャ・デーモンが開始した転送の数。

Downgrades int クラスタ・キャッシュ・マネージャ・デーモンが実行したダウング
レードの数。

Releases int クラスタ・キャッシュ・マネージャ・デーモンが実行したリリースの数。

AvgServiceTime int 要求を処理するのに費やした平均時間 ( ミリ秒単位 )。
MaxQSize int インスタンスが起動してからクラスタ・キャッシュ・マネージャ・

デーモンにキューイングされた要求の最大数。
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monCMSFailover
説明 ( クラスタ環境のみ ) クラスタ・メンバシップ・サービス (CMS：

cluster membership service) によるエラーの検出、新しいクラスタ・
ビューの取得、ハートビートの再同期、エラー・イベントの通知、お
よびエラー・イベントの完了が行われる時刻を追跡します。インスタ
ンスごとに 1 つのローがあります。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monCMSFailover のカラムは次のとおりです。

カラム名 データ型 説明

InstanceID tinyint1 フェールオーバを実行しているインスタンス。

FailedInstanceID varchar(96) エラーが発生したインスタンス ID のカンマ区切りのリスト。

FailDetectTime datatime(8) クラスタのエラーが検出された時刻。

InitViewTime datatime(8) 最初のクラスタ・ビューが取得された時刻。

FinalViewTime datatime(8) 最後のクラスタ・ビューが取得された時刻。

ResynchHBTime datatime(8) クラスタ全体のハートビートが再同期された時刻。

NotifyFailTime datatime(8) エラー・イベントが通知された時刻。

EventdoneTime datatime(8) 最後のエラー・イベントが終了した時刻。
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monDataCache
説明 Adaptive Server データ・キャッシュに関する統計情報を格納します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monDataCache のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

CacheID int キャッシュのユニークな識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイ
ンスタンスの ID。

RelaxedReplacement int キャッシュでリラックス・キャッシュ置換方式を使
用しているかどうかを示す。

BufferPools int キャッシュ内のバッファ・プール数。

CacheSearches int カウンタ、
リセット

このキャッシュに対するキャッシュ検索。

PhysicalReads int カウンタ、
リセット

ディスクからキャッシュに読み込まれたバッファ数。

LogicalReads int カウンタ、
リセット

キャッシュから取得されたバッファ数。

PhysicalWrites int カウンタ、
リセット

キャッシュからディスクに書き込まれたバッファ数。

Stalls int カウンタ、
リセット

ウォッシュ・エリアに使用できるクリーン・バッファ
がないために I/O オペレーションが遅延した回数。

CachePartitions smallint キャッシュ用として現在設定されているパーティ
ション数。

CacheName varchar(30) Null キャッシュの名前。

Status varchar(30) null キャッシュのステータス。次のいずれか。

• Active
• Pending/Active
• Pending/Delete
• Update Cache
• Cache Create
• Cache Delete

• (Cluster Edition のみ ) Cache Skip
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Type varchar(30) null キャッシュのタイプ。次のいずれか。

• Default
• Mixed
• Mixed, HK Ignore
• Log Only
• In-Memory Storage

CacheSize int キャッシュの合計サイズ ( キロバイト単位 )。
ReplacementStrategy varchar(30) null キャッシュ置換方式。

APFReads int カウンタ このデータ・キャッシュの非同期プリフェッチ 
(APF) 読み込み回数。

Overhead int キャッシュ・オーバヘッド。

名前 データ型 属性 説明
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monDBRecovery
説明 ( クラスタ環境のみ ) クラスタ内のすべてのインスタンスからのロー

と、リカバリに必要な各データベースのローが含まれます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monDBRecovery のカラムは次のとおりです。

カラム名 データ型 説明

DBID int4 データベースのユニークな識別子。

InstanceID int1 リカバリを実行したインスタンス (Cluster Edition のみに適用 )。
MaxOpenXacts int4 リカバリ中に参照されたオープン・トランザクションの最大数。

MaxPFTSEntries int4 リカバリ中に参照された PFTS エントリの最大数。

Buckets int4 バケットの数。

LogBTotPages int4 ログ境界決定パスの間の log scan getpage 要求の数。

LogBTotAPFWaited int4 ログ境界決定パスの間に進行中の I/O を検出した log scan 
getpage 要求の数。

LogBTotIO int4 ログ境界決定パスの間の物理 I/O のある log scan getpage 要
求の数。

AnlTotRec int4 リカバリ・プロセスによってスキャンされるログ・レコードの
総数。

AnlPhase1Recs int4 フェーズ 1 リカバリ・プロセス内のログ・レコード数。

AnlPhase1RedoRecs int4 フェーズ 1 リカバリで再実行するログ・レコード数。

AnlPhase2Recs int4 フェーズ 2 リカバリ・プロセス内のログ・レコード数。

AnlPhase2RedoRecs int4 フェーズ 2 リカバリで再実行するログ・レコード数。

AnlTotPages int4 分析プロセス中の log scan getpage 要求の数。

AnlTotAPFWaited int4 分析パスの間に進行中の I/O を検出した log scan getpage 要
求の数。

AnlTotIO int4 分析パスの間の物理 I/O のある log scan getpage 要求の数。

RedoOps int4 再実行が検討されたオペレーションの総数。

RedoOpsNotRedonePFTS int4 再実行が必要なかったオペレーション (PFTS チェック )。
RedoOpsRedonePFTS int4 再実行が必要な可能性があったオペレーション (PFTS チェッ

ク )。
RedoOpsRedoneTS int4 再実行が必要だったオペレーション ( タイムスタンプ・チェッ

ク )。
RedoOpsNotRedoneTS int4 再実行が必要でなかったオペレーション ( タイムスタンプ・

チェック )。
RedoLogTotPages int4 再実行パスの間の log scan getpage 要求の数。

RedoLogTotAPFWaited int4 再実行パスの間に進行中の I/O を検出した log scan getpage 
要求の数。
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RedoLogTotIO int4 再実行パスの間の物理 I/O のある log scan getpage 
要求の数。

RedoRecTotPage int4 再実行パスの間の recovery pages getpage 要求の数。

RedoRecTotAPFWaited int4 再実行パスの間に進行中の I/O を検出した recovery pages 
getpage 要求の数。

RedoRecTotIO int4 再実行パスの間の物理 I/O のある recovery pages getpage 
要求の数。

UndoRecsUndone int4 取り消されたログ・レコード数。

UndoLogTotPages int4 取り消しパスの間の log scan getpage 要求の数。

UndoLogTotAPFWaited int4 取り消しパスの間に進行中の I/O を検出した log scan 
getpage 要求の数。

UndoLogTotIO int4 取り消しパスの間の物理 I/O のある log scan getpage 
要求の数。

UndoRecTotPages int4 取り消しパスの間の recovery pages getpage 要求の数。

UndoRecTotAPFWaited int4 取り消しパスの間に進行中の I/O を検出した recovery pages 
getpage 要求の数。

UndoRedTotIO int4 取り消しパスの間の物理 I/O のある recovery pages getpage 
要求の数。

DBName varchar(30) データベースの名前。

FailedInstanceID int1 失敗したインスタンスの ID (Cluster Edition のみに適用 )。
Command varchar(30) リカバリを実行中のプロセスによって実行された load database 

コマンド、load transaction コマンド、online database コマンド、
mount database コマンド、および起動またはフェールオーバ・
コマンドのいずれか。

RecType varchar(30) リカバリのタイプ。server start、load database、load transaction、
または node failover のいずれか。

LobBStartTime datetime(8) ログ境界決定パスの開始時刻。

LogBEndTime datetime(8) ログ境界決定パスの終了時刻。

AnlStartTime datetime(8) 分析パスの開始時刻。

AnlEndTime datetime(8) 分析パスの終了時刻。

RedoStartTime datetime(8) 再実行パスの開始時刻。

RedoEndTime datetime(8) 再実行パスの終了時刻。

UndoStartTime datetime(8) 取り消しパスの開始時刻。

UndoEndTime datetime(8) 取り消しパスの終了時刻。

カラム名 データ型 説明



第 3 章    モニタリング・テーブル 

リファレンス・マニュアル：テーブル 151

monDBRecoveryLRTypes
説明 ( クラスタ環境のみ ) リカバリ中に参照されたログ・レコードを追跡

します。少なくとも 1 つのログ・レコードがリカバリによって参照さ
れた、各ログ・レコード・タイプのローが含まれます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monDBRecoveryLRTypes のカラムは次のとおりです。

monDBRecoveryLRTypes には、パラメータは必要ありません。

カラム名 データ型 説明

DBID int4 データベースのユニークな識別子。

InstanceID int1 ( クラスタ環境のみ ) リカバリを実行したインスタンス。

NumRecs int4 リカバリ中に参照された、タイプ別のレコード数。

LogRecType varchar(30) ログ・レコード・タイプ。
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monDeadLock
説明 デッドロックに関する情報を提供します。deadlock pipe max messages 

を使用すると、返されるメッセージの最大数を調整できます。

monDeadLock は、履歴モニタリング・テーブルです。『パフォーマン
ス＆チューニング・シリーズ：モニタリング・テーブル』を参照して
ください。

sp_monitor 'deadlock' を使用すると、現在のデッドロック・オプション
を確認できます。deadlock パラメータを使用すると、サーバ・デッド
ロックの履歴を分析するために役立つ、monDeadLock に基づいたさま
ざまなレポートが提供されます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring、deadlock pipe max messages、および deadlock pipe active の各
設定パラメータを有効にしてください。

カラム monDeadLock のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

DeadLockID int デッドロックのユニークな識別子。

VictimKPID int デッドロックのビクティム・プロセスのカーネル・プ
ロセス ID (kpid)。

InstanceID int 共有ディスク・クラスタ内のインスタンスの ID。

ResolveTime datetime デッドロックが解決された時刻。

ObjectDBID int オブジェクトが存在するデータベースのユニークな
データベース識別子。

PageNumber int ロックの要求されたページ番号 ( 該当する場合 )。
RowNumber int ロックの要求されたロー番号 ( 該当する場合 )。
HeldFamilyId smallint ロックを保持している親プロセスの spid。
HeldSPID smallint ロックを保持しているプロセスの spid。
HeldKPID int ロックを保持しているプロセスの kpid。
HeldProcDBID int ロックの保持を引き起こしたストアド・プロシージャ

が存在するデータベースのユニークな識別子 ( 該当す
る場合 )。

HeldProcedureID int ロックの保持を引き起こしたストアド・プロシージャ
のユニークなオブジェクト識別子 ( 該当する場合 )。

HeldBatchID int デッドロックの発生時にロックを保持していたプロセ
スによって実行されている SQL バッチの識別子。

HeldContextID int ロックを保持しているプロセスが ( ロックの取得時で
はなく ) 別のプロセスにブロックされたときのユニー
クなコンテキスト識別子。
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HeldLineNumber int ロックを保持しているプロセスが ( ロックの取得時で
はなく ) 別のプロセスにブロックされたときに実行し
ている文のバッチ内での行番号。

WaitFamilyId smallint ロックを待機している親プロセスの spid。
WaitSPID smallint ロックを待機しているプロセスの spid。
WaitKPID int ロックを待機しているプロセスの kpid。
WaitTime int デッドロックが解決するまで待機中のプロセスがブ

ロックされていた時間 ( ミリ秒単位 )。
ObjectName varchar(30) Null オブジェクトの名前。

HeldUserName varchar(30) Null ロックを保持しているユーザの名前。

HeldApplName varchar(30) Null ロックを保持しているアプリケーションの名前。

HeldTranName varchar(255) Null ロックが取得されたトランザクションの名前。

HeldLockType varchar(20) Null 保持されているロックのタイプ。

HeldCommand varchar(30) プロセスのカテゴリ、またはプロセスがブロックされ
たときに実行していたコマンド。

WaitUserName varchar(30) Null ロックを要求したユーザの名前。

WaitLockType varchar(20) Null 要求されたロックのタイプ。

HeldSourceCodeID varchar(30) 内部使用のみ。

WaitSourceCodeID varchar(30) 内部使用のみ。

HeldClientApplName varchar(30) Null ロックを保持しているアプリケーションによって設定
された clientapplname プロパティの値。

HeldClientName varchar(30) Null ロックを保持しているアプリケーションによって設定
された clientname プロパティの値。

HeldClientHostName varchar(30) Null ロックを保持しているアプリケーションによって設定
された clienthostname プロパティの値。

HeldHostName varchar(30) Null ロックを保持しているクエリを実行したアプリケー
ションが実行されているホスト・マシンの名前。

HeldNumLocks int spid を保持することで現在保持されているロックの数。

HeldProcDBName varchar(30) Null デッドロックの発生時にストアド・プロシージャがブ
ロッキング・プロセスを実行していたデータベースの
名前 ( 該当する場合 )。

HeldProcedureName varchar(30) Null デッドロックの発生時にブロッキング・プロセスが実
行していたストアド・プロシージャの名前 ( 該当する
場合 )。

HeldStmtNumber int ロックを保持している SQL 文の SQL バッチ内の文の
番号。

ObjectDBName varchar(30) Null データベースの名前。

ObjectID int Null オブジェクトのユニークな識別子。

WaitApplName varchar(30) Null ロックを待機しているアプリケーションの名前。

名前 データ型 属性 説明
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WaitBatchID int ロック・タイムアウトの発生時にロックを待機してい
たプロセスによって実行されている SQL バッチの識
別子。

WaitClientApplName varchar(30) Null ロックを待機しているアプリケーションによって設定
された clientapplname プロパティの値。

WaitClientHostName varchar(30) Null ロックを待機しているアプリケーションによって設定
された clienthostname プロパティの値。

WaitClientName varchar(30) Null ロックを待機しているアプリケーションによって設定
された clientname プロパティの値。

WaitCommand varchar(30) Null プロセスのカテゴリ、またはプロセスがブロックされ
てタイムアウトになったときに実行していたコマンド。

WaitContextID int ロックを待機しているプロセスが別のプロセスにブ
ロックされたときのユニークなコンテキスト識別子。

WaitHostName varchar(30) Null ロックを待機しているプロセスを実行するホストの
名前。

WaitLineNumber int ロックを待機している SQL バッチまたはストアド・
プロシージャ内の SQL 文の行番号。

WaitProcDBID int ロックを待機しているストアド・プロシージャが存在
するデータベースのユニークな識別子 ( 該当する場合 )。

WaitProcDBName varchar(30) Null ロックを待機しているストアド・プロシージャが存在
するデータベースの名前 ( 該当する場合 )。

WaitProcDBName varchar(30) Null ロックを待機しているストアド・プロシージャが存在
するデータベースの名前 ( 該当する場合 )。

WaitProcedureID int ロックを待機しているストアド・プロシージャの
ID ( 該当する場合 )。

WaitProcedureName varchar(30) Null ロックを待機しているストアド・プロシージャの名前 
( 該当する場合 )。

WaitStmtNumber int ロックを待機している SQL バッチの行番号。

WaitTranName varchar(255) Null ロックが要求されたトランザクションの名前。

名前 データ型 属性 説明
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monDeviceIO
説明 データベース・デバイス上のアクティビティに関連する統計情報を返

します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monDeviceIO のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内
のインスタンスの ID。

Reads int カウンタ、
リセット

デバイスからの読み込み回数。

APFReads int カウンタ、
リセット

デバイスからの非同期プリフェッチ (APF：
asynchronous prefetch) 読み込み回数。

Writes int カウンタ、
リセット

デバイスへの書き込み回数。

DevSemaphoreRequests int カウンタ、
リセット

ミラーリングされたデバイスへの I/O 要求数 
( ミラーリングされている場合 )。

DevSemaphoreWaits int カウンタ、
リセット

ミラーリングされたデバイスへの I/O 要求の同期
を待機するよう強制されたタスク数 ( ミラーリン
グされている場合 )。

IOTime int カウンタ I/O 要求の受け入れを待機した合計時間 ( ミリ秒
単位 )。

LogicalName varchar(30) Null デバイスの論理名。

PhysicalName varchar(128) Null デバイスのフル・パス名。
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monDeviceSpaceUsage
説明 データベース・デバイスが割り当てられたファイル・システムに関す

る情報を提供する。空き領域の情報は、ファイル・システム・デバイ
スについてのみ表示される。ファイル・システム・サイズおよび空き
領域の値は、ロー・デバイスに割り当てられたデータベース・デバイ
スの場合 null。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monDeviceSpaceUsage のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) インスタンスの ID。

VDevNo int デバイスの仮想番号。

LogicalName varchar(30) デバイスの論理名。

PhysicalName varchar(128) デバイスの物理名。

DeviceSizeMB int デバイスのサイズ ( メガバイト単位 )。
FileSystemName varchar(128) ファイル・システムの名前。

FileSystemSizeMB int ファイル・システムのサイズ ( メガバイト単位 )。
FileSystemFreeMB int ファイル・システムで利用できる空き容量の総量 ( メガバイト

単位 )。
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monEngine
説明 Adaptive Server エンジンについての統計情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monEngine のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

EngineNumber smallint エンジンの番号。

ThreadID int エンジンに関連付けられているスレッドの ID。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイ
ンスタンスの ID。

CurrentKPID smallint 現在実行中のプロセスのカーネル・プロセス識別子 
(kpid)。

PreviousKPID int 以前実行中であったプロセスの kpid。
CPUTime int カウンタ、

リセット
エンジンの総実行時間 ( 秒単位 )。

SystemCPUTime int カウンタ、
リセット

エンジンがシステム・データベース・サービスを実行
した時間 ( 秒単位 )。

UserCPUTime int カウンタ、
リセット

エンジンがユーザ・コマンドを実行した時間 ( 秒単位 )。

IOCPUTime int4 エンジンが発行済みの IO の完了を待機した時間 ( 秒単
位 )。

IdleCPUTime int カウンタ、
リセット

エンジンがアイドル・スピン・モードだった時間 ( 秒
単位 )。

Yields int カウンタ、
リセット

このエンジンがオペレーティング・システムに対して 
CPU を解放した回数。Adaptive Server をプロセス・
モードで実行している場合は、アイドル期間中の CPU 
解放率は、runnable process search count を使用して変更
する。Adaptive Server をスレッド・モードで実行して
いる場合は、アイドル期間中の CPU 解放率は、alter 
thread pool .. idle timeout を使用して変更する。

Connections int カウンタ このエンジンが処理する接続数。

DiskIOChecks int カウンタ、
リセット

( プロセス・モードのみ ) エンジンが非同期ディスク 
I/O をチェックした回数。これらのチェックの頻度は、
i/o polling process count を使用して変更する。スレッド
が I/O 完了のポーリングに使用されている場合は適用
しない。

DiskIOPolled int カウンタ、
リセット

( プロセス・モードのみ ) ポーリングは、ディスク I/O 
チェックが、通知されたが完了していない非同期 I/O 
を示した場合に発生する。
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DiskIOCompleted int カウンタ、
リセット

( プロセス・モードのみ ) エンジンが未処理の非同期
ディスク I/O についてポーリングしたとき、完了して
いた非同期ディスク I/O の数。

MaxOutstandingIOs int このエンジンによって開始され、完了していない I/O 
要求の現在の数。

ProcessesAffinitied int このエンジンに関連付けられているプロセスの数。

ContextSwitches int カウンタ、
リセット

コンテキストの切り替え回数。

HkgcMaxQSize int このエンジンで Adaptive Server がハウスキーピング・
ガーベジ・コレクションにキューイングできる項目の
最大数。

HkgcPendingItems int このエンジンのハウスキーピング・ガーベジ・コレク
ションでこれから収集される項目数。

HkgcHWMItems int サーバの起動後、任意の時点でハウスキーピング・
ガーベジ・コレクションにキューイングされた保留中
の項目の最大数。

HkgcOverflows int キューのオーバフローが原因でハウスキーピング・
ガーベジ・コレクションにキューイングされなかった
項目数。

Status varchar(20) Null エンジンのステータス ( オンライン、オフラインなど )。
Starttime datetime Null エンジンがオンラインになった日付。

StopTime datetime エンジンがオフラインになった日付。

AffinitiedToCPU int Null エンジンが結び付けられている CPU の数。

OSPID int Null エンジンを実行中のオペレーティング・システム・プ
ロセスの識別子。

名前 データ型 属性 説明
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monErrorLog
説明 Adaptive Server エラー・ログの最新のエラー・メッセージを返します。

errorlog pipe max messages を使用すると、返されるメッセージの最大数
を調整できます。『パフォーマンス＆チューニング・シリーズ：モニ
タリング・テーブル』を参照してください。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring、errorlog pipe max messages、および errorlog pipe active の各設
定パラメータを有効にしてください。

カラム monErrorLog のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子 (spid)。
InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子 (kpid)。
FamilyID smallint 親プロセスの spid。
EngineNumber smallint プロセスが実行されたエンジン。

ErrorNumber int エラー・メッセージ番号。

Severity int エラーの重大度。Adaptive Server バージョン 15.7 以降では値 99 を使用し
てスタック・トレースを示し、15.7 より前のバージョンでは値 0 を使用
する。

State int エラーのステータス。

Time datetime エラー発生時のタイムスタンプ。

ErrorMessage varchar(512) エラー・メッセージのテキスト属性は null。



monFailoverRecovery 

160  Adaptive Server Enterprise

monFailoverRecovery
説明 ( クラスタ環境のみ ) クラスタ・ロック・マネージャ (CLM：cluster 

lock manager)、データベース・リカバリ、およびクラスタ・メンバ
シップ・サービス (CMS：cluster membership service) の各モジュールに
ついて集計されたフェールオーバ・リカバリ診断情報が含まれます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monFailoverRecovery のカラムは次のとおりです。

カラム名 データ型 説明

InstanceID tinyint1 リカバリを実行しているインスタンス。

ModuleName varchar(30) モジュール名。CML、CMS、または Database のいずれか。

FailedInstanceID tinyint1 失敗したインスタンスの ID。

StartTime datatime(8) モジュールのリカバリの開始時刻。

EndTime datatime(8) モジュールのリカバリの終了時刻。
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monInmemoryStorage
説明 インメモリ・データベースのコンテンツを保存するように設定されて

いるインメモリ・デバイスに関する情報を提供する。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monInmemoryStorage のカラムは次のとおり。

カラム名 データ型 説明

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタンスの ID。

ID int このデバイスがバインドされているデータ・キャッシュの ID。

DeviceNum int デバイス番号。インメモリ・デバイスの場合は常に -1。
StartPage int このデバイスの最初のページのページ ID。

NumPage int このデバイスのページ数。

SizeKB int デバイスのサイズ ( キロバイト単位 )。
Name varchar(30) このデバイスのデータ・キャッシュの名前。

DeviceName varchar(30) インメモリ・ストレージ・デバイスの名前。

Type varchar(30) 記憶領域のタイプ。常に “cache” に設定される。

Status varchar(30) デバイスのステータス。
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monIOController
説明 I/O コントローラに関する情報を提供する。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monIOController のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイ
ンスタンスの ID。

ControllerID int I/O コントローラの ID。

KTID int カーネル・タスクの ID。

EngineNumber int このコントローラを所有しているエンジン。

BlockingPolls bigint カウンタ ブロックしているポーリングの数。

NonBlockingPolls bigint カウンタ ブロックしていないポーリングの数。

EventPolls bigint カウンタ イベントを返すポーリングの数。

NonBlockingEventPolls bigint カウンタ イベントを返すブロックしていないポーリングの数。

FullPolls bigint カウンタ 最大数のイベントを返すポーリングの数。

Events bigint カウンタ ポーリングされたイベントの数。

EventHWM bigint カウンタ 1 つのイベントで返される最大数のイベント。

Pending int カウンタ 保留中 I/O オペレーションの数。

Completed bigint カウンタ 完了した I/O オペレーションの数。

Reads bigint カウンタ 読み込みまたは受信オペレーションの数。

Writes bigint カウンタ 書き込みまたは送信オペレーションの数。

Deferred bigint カウンタ 延期または遅延 I/O オペレーションの数。

Type varchar(30) I/O コントローラ・タイプ。
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monIOQueue
説明 デバイス I/O の統計を、各デバイス上の通常のデータベースとテンポ

ラリ・データベースのデータ I/O とログ I/O として表示します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monIOQueue のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタ
ンスの ID。

IOs int カウンタ I/O オペレーションの総数。

IOTime int カウンタ I/O 要求の受け入れを待機した時間 ( ミリ秒単位 )。
LogicalName varchar(30) Null デバイスの論理名。

IOType varchar(12) Null I/O のグループ化のカテゴリ。UserData、UserLog、
TempdbData、TempdbLog、System のいずれか。
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monLicense
説明 Adaptive Server によって現在チェックアウトされているすべてのライ

センスのリストを示します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monLicense のカラムは次のとおりです。

注意 monLicense  は、mon_role パーミッションが不要で、任意のユー
ザが使用できます。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインス
タンスの ID。

Quantity int この機能に使用されるライセンス数。

Name varchar(30) Null 機能ライセンスの名前。

Edition varchar(30) Null この機能がライセンスされている Adaptive Server のエディ
ション。

Type varchar(64) Null ライセンスの種類。

Version varchar(16) Null 使用している機能ライセンスのバージョン。

Status varchar(30) Null この機能ライセンスのステータス ( ライセンスが猶予期間
中かどうか )。

LicenseExpiry datetime Null ライセンスの有効期限の日付 ( 期限付きのライセンスの場
合 )。

GraceExpiry datetime Null このライセンスの有効期限の日付 ( ライセンスが猶予期間
中の場合 )。このライセンスが猶予期間中かどうかは、
Status カラムを参照。

LicenseID varchar(150) Null ライセンスの識別子。猶予期間中のライセンスには、この
識別子がない場合もある。

Filter varchar(14) Null この機能ライセンスの選択時に使用されるフィルタ。フィ
ルタを変更するには、sp_lmconfig を使用する。

Attributes varchar(64) Null ライセンス属性。これらの属性は「名前 = 値」のペアであ
り、指定されている場合、Adaptive Server の特定の特性を
制限する。制限は次のとおり。

• ME = エンジンの最大数

• MC = 接続の最大数

• MS = ディスク領域の最大数

• MM = メモリの最大数

• CP = CPU の最大数
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monLocks
説明 許可されたロックと保留中のロック要求のリストを返します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monLocks のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint ロックを保持または要求しているプロセスのセッショ
ン・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインス
タンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

DBID int このデータベース・オブジェクトのユニークな識別子。

ParentSPID smallint 親プロセス ID。

LockID int ロック・オブジェクト ID。

Context int ロック・コンテキスト ( ビット・フィールド )。これらの
値は syslocks の context カラムの値と同じ。syslocks の詳
細については、『リファレンス・マニュアル：テーブル』
を参照。

DBName varchar(30) ロックされているオブジェクトのデータベースの名前。
monLocks にクエリを実行したときデータベースがオープ
ンでない場合、このカラムは NULL。

ObjectID int Null オブジェクトのユニークな識別子。

LockState varchar(20) Null ロックが許可されたかどうかを示す。値は次のとおり。

• Granted
• Requested

LockType varchar(20) Null ロックのタイプ。値は次のとおり。

• 排他

• 共有

• 更新

LockLevel varchar(30) Null ロックが要求されたオブジェクトのタイプ。値は次のと
おり。

• ロー

• ページ

• 表 
• アドレス

WaitTIme int Null ロック要求が許可されなかった時間 ( 秒数 )。
PageNumber int Null LockLevel = 'PAGE' のとき、ロックされるページ。
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RowNumber int Null LockLevel = 'ROW' のとき、ロックされるロー。

BlockedBy int ロック要求がブロックされている場合、BlockedBy カラム
は、このロック要求をブロックしているロックを保持し
ているプロセスのセッション・プロセス識別子。要求が
ブロックされていない場合は Null。

BlockedState varchar(64) 保持されているロックが他のロック要求をブロックして
いる場合、またはロック要求がブロックされている場
合、ロックのステータス。値は次のとおり。

• Blocked
• Blocking
• Demand
• Detached

• Null ( ブロック状態ではない場合 )
SourceCodeID varchar(30) 内部使用のみ。

名前 データ型 属性 説明
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monLockTimeout
説明 ロック・タイムアウトに関する情報を提供します。各ローはブロック

されたロック要求が発生したオブジェクトと、ブロックされたプロセ
スとブロックしているプロセスの ID を示します。

monLockTimeout モニタリング・テーブルでデータを収集するには、
enable monitoring、lock timeout pipe active、および lock timeout pipe max 
messages の設定パラメータを有効にしてください。

カラム monLockTimeout のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) クラスタ内のインスタ
ンスの ID。

LockWaitPeriod int タイムアウトが発生する前にプロセスが待
機する設定済み時間。

LockTimeoutLevel varchar(20) Null タイムアウト・レベル。次のいずれか。

• DTM_SERVER
• SERVER
• SESSION
• COMMAND
• INVALID

ObjectDBID int オブジェクトが存在するデータベースのユ
ニークな識別子。

ObjectDBName varchar(30) Null オブジェクトが存在するデータベースの
名前。

ObjectID int オブジェクトのユニークな識別子。

ObjectName varchar(255) Null オブジェクトの名前。

PageNumber int ロックの要求されたページ番号 ( 該当する
場合 )。

RowNumber int ロックの要求されたロー番号 ( 該当する場
合 )。

ExpiredAtTime datetime ロックの期限切れ時刻。

HeldSPID int ロックを保持しているプロセスのサー
バー・プロセス ID (spid)。

HeldKPID int ロックを保持しているプロセスのカーネ
ル・プロセス ID (kpid)。

HeldUserName varchar(30) Null ロックを保持しているユーザの名前。

HeldApplName varchar(30) Null ロックを保持しているアプリケーションの
名前。
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HeldHostName varchar(30) Null ロックを保持しているクエリを実行したア
プリケーションが実行されているホスト・
マシンの名前。

HeldClientName varchar(30) Null ロックを保持しているアプリケーションに
よって設定された clientname プロパティの値。

HeldClientApplName varchar(30) Null ロックを保持しているアプリケーションに
よって設定された clientapplname プロパ
ティの値。

HeldClientHostName varchar(30) Null ロックを保持しているアプリケーションに
よって設定された clienthostname プロパティ
の値。

HeldTranName varchar(255) Null ロックを取得したトランザクションの名前。

HeldCommand varchar(30) Null プロセスのカテゴリ、またはプロセスがブ
ロックされたときに実行していたコマンド。

HeldFamilyID int ロックを保持している親プロセスの spid。
HeldProcDBID int ロックの保持を引き起こしたストアド・プ

ロシージャが存在するデータベースのユ
ニークな識別子 ( 該当する場合 )。

HeldProcDBName varchar(30) Null ロックの保持を引き起こしたストアド・プ
ロシージャが存在するデータベースの名前 
( 該当する場合 )。

HeldProcedureName varchar(255) Null ロックの保持を引き起こしたストアド・プ
ロシージャの名前 ( 該当する場合 )。

HeldBatchID int ロック・タイムアウトの発生時にロックを
保持していたプロセスによって実行されて
いる SQL バッチの識別子。

HeldContextID int ロックを保持しているプロセスが ( ロック
の取得時ではなく ) 別のプロセスにブロッ
クされたときのユニークなコンテキスト識
別子。

HeldLineNumber int ロックを保持している SQL 文の SQL バッ
チ内の行番号。

HeldStmtNumber int ロックを保持している SQL 文の SQL バッ
チ内の文の番号。

名前 データ型 属性 説明
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HeldLockType varchar(20) Null ロックのタイプ。次のいずれか。

• 排他テーブル

• 共有テーブル

• 意図的排他

• 意図的共有

• 排他ページ

• 共有ページ

• 更新ページ

• 排他ロー

• 共有ロー

• 更新ロー

• ネクスト・キー

• 排他アドレス

• 共有アドレス

• セマフォ

HeldNumLocks int spid を保持することで現在保持されている
ロックの数。

HeldNumTimeoutsCausedByTran int この保持トランザクションが原因となった
タイムアウトの回数。

HeldNumTimeoutsCausedByLock int このロック・リソースが原因となったタイ
ムアウトの回数。

HeldSourceCodeID varchar(30) Null  保持ロックが取得されたソース・コード内
の位置 ( 内部使用のみ )。

WaitSPID int ロックを待機しているプロセスの spid。
WaitKPID int ロックを待機しているプロセスの kpid。
WaitUserName varchar(30) Null ロックを要求したユーザの名前。

WaitApplName varchar(30) Null ロックを待機しているアプリケーションの
名前。

WaitHostName varchar(30) Null ロックを待機しているプロセスを実行する
ホストの名前。

WaitClientName varchar(30) Null ロックを待機しているアプリケーションに
よって設定された clientname プロパティの
値。

WaitClientApplName varchar(30) Null ロックを待機しているアプリケーションに
よって設定された clientapplname プロパ
ティの値。

名前 データ型 属性 説明
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WaitClientHostName varchar(30) Null ロックを待機しているアプリケーションに
よって設定された clienthostname プロパティ
の値。

WaitTranName varchar(255) Null ロックが要求されたトランザクションの
名前。

WaitCommand varchar(30) Null プロセスのカテゴリ、またはプロセスがブ
ロックされてタイムアウトになったときに
実行していたコマンド。

WaitFamilyID int ロックを待機している親プロセスの spid。
WaitProcDBID int ロックを待機しているストアド・プロシー

ジャが存在するデータベースのユニークな
識別子 ( 該当する場合 )。

WaitProcDBName varchar(255) Null ロックを待機しているストアド・プロシー
ジャが存在するデータベースの名前 ( 該当
する場合 )。

WaitProcedureName varchar(255) Null ロックを待機しているストアド・プロシー
ジャの名前 ( 該当する場合 )。

WaitBatchID int ロック・タイムアウトの発生時にロックを
待機していたプロセスによって実行されて
いる SQL バッチの識別子。

WaitContextID int ロックを待機しているプロセスが別のプロ
セスにブロックされたときのユニークなコ
ンテキスト識別子。

WaitLineNumber int ロックを待機している SQL バッチ内の SQL 
文の行番号。

WaitStmtNumber int ロックを待機している SQL バッチの行番号。

名前 データ型 属性 説明
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WaitLockType varchar(30) Null ロックのタイプ。次のいずれか。

• 排他テーブル

• 共有テーブル

• 意図的排他

• 意図的共有

• 排他ページ

• 共有ページ

• 更新ページ

• 排他ロー

• 共有ロー

• 更新ロー

• ネクスト・キー

• 排他アドレス

• 共有アドレス

• セマフォ

WaitNumTimeoutsCausedByTran int トランザクションの待機が原因となったタ
イムアウトの回数。

WaitSourceCodeID int タイムアウトが発生し、待機ロック要求が
行われたときのソース・コード内の位置 (
内部使用のみ )。

HeldProcedureID int タイムアウトの発生時にブロッキング・プ
ロセスが実行していたストアド・プロシー
ジャのユニークなオブジェクト識別子。

WaitProcedureID int ロックを待機しているストアド・プロシー
ジャのユニークなオブジェクト識別子 ( 該
当する場合 )。

名前 データ型 属性 説明
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monLogicalCluster
説明 ( クラスタ環境のみ ) システムで現在設定されている論理クラスタに

関する情報を表示します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monLogicalCluster のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

LCID int 論理クラスタ ID。

Attributes int 論理クラスタ属性のビットマスク。

ActiveConnections int この論理クラスタを使用しているアクティブな接続の数。

BaseInstances tinyint この論理クラスタのベース・インスタンスとして設定されてい
るインスタンスの数。

ActiveBaseInstances tinyint この論理クラスタが現在アクティブであるベース・インスタン
スの数。

FailoverInstances tinyint この論理クラスタのフェールオーバ・インスタンスとして設定
されているインスタンスの数。

ActiveFailoverInstances tinyint この論理クラスタが現在アクティブであるフェールオーバ・イ
ンスタンスの数。

Name varchar(30) 論理クラスタ名。

State varchar(20) 現在のステータス。次のいずれか。

• Online
• Offline
• Failed
• Inactive
• Time_wait

DownRoutingMode varchar(20) ダウン・ルーティング・モードの設定。次のいずれか。

• System
• Open
• Disconnect

FailoverMode varchar(20) フェールオーバ・モードの設定。instance または cluster。
StartupMode varchar(20) 起動モードの設定。automatic または manual。
SystemView varchar(20) システム・ビューの設定。instance または cluster。
Roles varchar(20) この論理クラスタの特別な役割のカンマ区切りのリスト。

“system” 論理クラスタには、常にシステム役割がある。open 論
理クラスタには、「オープンな」役割がある。system 論理クラ
スタにオープンな役割もある場合、このカラムの値は system, 
open。特別な役割がない論理クラスタは null 値を返す。

LoadProfile varchar(30) この論理クラスタに関連付けられている負荷プロファイル。
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ActionnRelease varchar(20) この論理クラスタの現在のアクションの解放モード。値は次の
とおり。

• Manual
• Automatic

Manual は、ユーザがアクション解放コマンドを実行してこのク
ラスタに対するアクションを解放する必要があることを示す。

Gather varchar(30) この論理クラスタへのルート指定可能な接続を自動的に収集す
るように論理クラスタが設定されているかどうかを示す。値は
次のとおり。

• Manual
• Automatic

名前 データ型 説明
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monLogicalClusterAction
説明 ( クラスタ環境のみ ) これらのアクションが起動されてから解放され

るまでの論理クラスタに対するすべての管理アクションを示します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monLogicalClusterAction のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

Handle int このアクションをキャンセルするために使用されるユニークなハ
ンドル。

State varchar(20) アクションのステータス。active、complete、releasing、ま
たは canceled のいずれか。

LCID int このアクションが適用される論理クラスタ ID。

LogicalClusterName varchar(30) この論理クラスタ ( ジョインを減らすために正規化解除されたク
ラスタ ) の論理クラスタ名。

Action varchar(15) 実行中のアクション。実行中のコマンドとそのスコープの組み合
わせ。offline instance、failover cluster など。

FromInstances varchar(96) このコマンドとアクションの from instances のカンマ区切りの
リスト ( オフラインにするインスタンス )。

ToInstances varchar(96) このコマンドとアクションの to instances のカンマ区切りのリ
スト ( オンラインにするインスタンス )。

InstancesWaiting int オフラインへの切り替えを待機しているインスタンスの数 
(time_wait ステータスにある FromInstances のカウント )。

WaitType varchar(20) このアクションの現在の待機ステータス。次のいずれか。wait、
until、または nowait のいずれか。

StartTime datetime コマンドが発行された日付と時刻。

Deadline datetime コマンドが終了する必要がある日時 (wait または until オプショ
ンに指定された時間値に基づく )。

CompleteTime datetime コマンドおよびアクションが完了した日時 (InstancesWaiting がゼ
ロで、アクションのステータスが active から complete に変
わった日時 )。アクションが完了していない場合は NULL を返す。

ConnectionsRemaining int このコマンドの結果として移動される残りの接続数。

NonMigConnections int マイグレーション・プロトコルをサポートしていないために終了
される接続数。

NonHAConnections int 高可用性フェールオーバ・プロトコルをサポートしていない接続
数。コマンドの終了時、これらの接続は切断され、フェールオー
バできない。
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monLogicalClusterInstance
説明 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスと論理クラスタ間の多対多の関係

に関する情報を表示します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monLogicalClusterInstance のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

LCID int 論理クラスタ ID。

LogicalClusterName varchar(30) 論理クラスタ名。

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

InstanceName varchar(30) インスタンス名。

Type varchar(20) インスタンスのタイプ。

FailoverGroup tinyint このインスタンスがメンバであるフェールオーバ・グループ 
( フェールオーバ・インスタンスのみ )。

State varchar(20) 論理クラスタに関するこのインスタンスのステータス。

ActiveConnections int このインスタンス上にあるこの論理クラスタのアクティブな接続
の数。

NonMigConnections int 接続マイグレーション・プロトコルをサポートしていないアク
ティブな接続の数。

NonHAConnections int 高可用性フェールオーバ・プロトコルをサポートしていないアク
ティブな接続の数。

LoadScore real その論理クラスタに関連付けられた負荷プロファイルを使用する
このインスタンスの負荷スコア。
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monLogicalClusterRoute
説明 ( クラスタ環境のみ ) 設定されているルートに関する情報 ( アプリケー

ション、ログイン、およびエイリアス・バインド ) を表示します。こ
のモニタリング・テーブルにクエリを実行するために mon_role の役割
は必要ありません。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monLogicalClusterRoute のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

LCID int 論理クラスタ ID。

LogicalClusterName varchar(30) 論理クラスタ名。

RouteType varchar(20) ルート・タイプ。次のいずれか。application、login、ま
たは alias のいずれか。

RouteKey varchar(30) このルートに関連付けられたアプリケーション、ログイン、
またはエイリアスの名前。
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monNetworkIO
説明 Adaptive Server とクライアント接続間でのすべての通信のネットワー

ク I/O 統計情報を返します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monNetworkIO のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイン
スタンスの ID。

PacketsSent int カウンタ、
リセット

送信したパケット数。

PacketsReceived int カウンタ、
リセット

受信したパケット数。

BytesSent int カウンタ、
リセット

送信したバイト数。

BytesReceived int カウンタ、
リセット

受信したバイト数。

PacketsSentMln int サーバが送信したパケットの数 ( 百万単位 )。
PacketsReceivedMln int サーバが受信したパケットの数 ( 百万単位 )。
BytesSentMB int サーバが送信したパケットの数 ( メガバイト単位 )。
BytesReceivedMB int サーバが受信したパケットの数 ( メガバイト単位 )。
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monOpenDatabases
説明 サーバのメタデータ・キャッシュ内に現在あるデータベースについて

ステータスおよび統計情報を提供します。

number of open databases の値が小さすぎる場合、Adaptive Server がデー
タベース記述子をメタデータ・キャッシュからフラッシュすることが
あります。この場合、Adaptive Server はデータベース統計情報を消失
しますが、次にそのデータベース記述子がメタデータ・キャッシュに
インストールされると統計は再度開始されます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monOpenDatabases のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

DBID int データベースのユニークな識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイ
ンスタンスの ID。

BackupInProgress int データベースのバックアップを現在実行中かどうかを
示す。

LastBackupFailed int データベースの前回のバックアップが失敗したかどう
かを示す。

TransactionLogFull int データベースのトランザクション・ログが満杯かどう
かを示す。

AppendLogRequests int カウンタ データベース・トランザクション・ログに追加すると
きのセマフォ要求の数。

AppendLogWaits int カウンタ ログ追加セマフォが付与されるまでタスクが待機した
回数。

DBName varchar(30) Null データベースの名前。

BackupStartTime datetime Null データベースの前回のフル・バックアップが開始され
た日付。

SuspendedProcesses int Null データベースのトランザクション・ログが満杯である
ために現在中断されているプロセスの数。

QuiesceTag varchar(30) Null データベースが静止状態にある場合、このデータベー
スに対して quiesce database コマンドで使用されるタグ。

LastCheckpointTime datetime Null このデータベースに対して前回実行されたチェックポ
イントの日付と時刻。

LastTranLogDumpTime datetime Null このデータベースで成功した最新のトランザクショ
ン・ログ・ダンプの日付と時刻。

truncate_only または no_log を使用してトランザクショ
ンがダンプされる場合は、時刻は更新されない。
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PRSUpdateCount int カウンタ ベース・テーブルに対する insert、update、または 
delete によって発生した、事前計算済み結果セットの
更新回数。

PRSSelectCount int カウンタ クエリ・プランの生成時に、オプティマイザがこのデー
タベースの事前計算済み結果セットを選択した回数。

PRSRewriteCount int カウンタ クエリ・プランの生成時に、オプティマイザがこの
データベースの事前計算済み結果セットが有効である
と判断したした回数。

名前 データ型 属性 説明
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monOpenObjectActivity
説明 すべてのオープンなテーブルおよびインデックスについての統計情報

を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring、per object statistics active、および object lockwait timing の各設
定パラメータを有効にしてください。

カラム monOpenObjectActivity のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

DBID int データベースのユニークな識別子。

ObjectID int オブジェクトのユニークな識別子。

IndexID int インデックスのユニークな識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのユニー
クな識別子。

DBName varchar(30) Null オブジェクトが存在するデータベースの名前。

ObjectName varchar(30) Null オブジェクトの名前。

LogicalReads int カウンタ、
null

ディスクから読み込まずに、このオブジェク
トのバッファをバッファ・キャッシュから取
得した合計回数。

PhysicalReads int カウンタ、
null

ディスクから読み込まれたバッファ数。

APFReads int カウンタ、
null

ディスクから読み込まれた APF バッファ数。

PagesRead int カウンタ、
null

読み込まれたページの総数。

PhysicalWrites int カウンタ、
null

ディスクに書き込まれたバッファの総数。

PagesWritten int カウンタ、
null

ディスクに書き込まれたページの総数。

RowsInserted int カウンタ、
null

挿入されたローの数。

RowsDeleted int カウンタ、
null

削除されたローの数。

RowsUpdated int カウンタ、
null

更新数。

Operations int カウンタ、
null

オブジェクトへのアクセス回数。

LockRequests int カウンタ、
null

オブジェクトに対するロック要求の数。
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LockWaits int カウンタ、
null

タスクがオブジェクト・ロックを待機した回
数。

OptSelectCount int カウンタ、
null

オプティマイザがこのインデックスをクエ
リ・プランで使用するために選択した回数。

LastOptSelectDate datetime Null コンパイル中にプランのインデックスが選択
された最後の日付。

UsedCount int カウンタ、
null

実行中にオブジェクトがプランで使用された
回数。

LastUsedDate datetime Null 実行中にプランでインデックスが使用された
最後の日付。

HkgcRequests int オブジェクトにキューイングされたイベント
の総数。値が大きい場合、指定されたオブ
ジェクトのガーベジが大量に生成されている。

HkgcPending int オブジェクトの保留中のイベントの数。値が
大きい場合、まだ収集されていないガーベジ
が大量に存在し、ハウスキーピングによって
これからクリーニングされる。Adaptive 
Server をリブートすると、ハウスキーピン
グ・キュー内のすべてのエントリが消失し、
Adaptive Server の再起動時にそれらのページ
のガーベジは収集されない。

HkgcOverflows int オーバフロー・オブジェクト・イベントの
数。値が大きい場合、ハウスキーピング・
キューは満杯である。ハウスキーピングが
ジョブをスケジュールできないため、生成さ
れたガーベジはクリーニングされない。

PhysicalLocks int ( クラスタ環境のみ ) オブジェクトごとに要
求される物理ロックの数。

PhsycialLocksRetained int ( クラスタ環境のみ ) 保持される物理ロック
の数。各オブジェクトのロック・ヒット率を
示すために使用する。ヒット率がよい場合、
このオブジェクトはバランスよく分割されて
いる。

PhysicalLocksRetainWaited int4 ( クラスタ環境のみ ) ロックが保持されるま
で待機している物理ロック要求の数。

PhysicalLocksDeadlocks int ( クラスタ環境のみ ) 要求された物理ロックが
デッドロックを返した回数。sp_sysmon の 
Cluster Physical Locks サブセクションは、この
カウンタを使用して、各オブジェクトの物理
ロック取得中のデッドロックをレポートする。

PhysicalLocksWaited int ( クラスタ環境のみ ) インスタンスが物理
ロック要求を待機した回数。

名前 データ型 属性 説明
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PhysicalLocksPageTransfer int ( クラスタ環境のみ ) インスタンスが物理
ロックを要求したときに発生したページ転送
数。sp_sysmon の Cluster Physical Locks サブセ
クションは、このカウンタを使用して、この
オブジェクトのノードとの結び付き率として
ノード間転送および物理ロック取得をレポー
トする。

TransferReqWaited int4 ( クラスタ環境のみ ) ページ転送を受信する
まで物理ロック要求が待機した回数。

AvgPhysicalLocksWaitTime int4 ( クラスタ環境のみ ) 物理ロックが許可され
るまでにクライアントが費やした平均時間。

MaxPhysicalLockWaitTime real ( クラスタ環境のみ ) 物理ロックが付与される
までこのオブジェクトが待機した最大回数。

AvgTransferReqWaitTime int4 ( クラスタ環境のみ ) ページ転送を受信する
までに物理ロック要求が待機した平均時間。

MaxTransferReqWaitTime real ( クラスタ環境のみ ) ページ転送を受信する
までに物理ロック要求が待機した最大時間。

TotalServiceRequests int4 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャによって処理さ
れた物理ロック要求の数。

PhysicalLocksDowngraded int4 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャによって処理さ
れた物理ロック・ダウングレード要求の数。

PagesTransferred int4 ( クラスタ環境のみ ) クラスタ・キャッシュ・
マネージャによってインスタンスで転送され
たページ数。

ClusterPageWrites int4 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャによってディス
クに書き込まれたページ数。

AvgServiceTime int4 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャが費やした平均
サービス時間。

MaxServiceTime real ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャが費やした最大
サービス時間。

AvgQueueWaitTime real ( クラスタ環境のみ ) このオブジェクトの
バッファ転送を完了するために、待機に費や
された平均時間 ( ミリ秒単位 )。

MaxQueueWaitTime real ( クラスタ環境のみ ) このオブジェクトの
バッファ転送を完了するために、待機に費や
された最大時間 ( ミリ秒単位 )。

名前 データ型 属性 説明
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AvgTimeWaitedOnLocalUsers int4 ( クラスタ環境のみ ) このインスタンスの
ユーザがページを使用しているために、イン
スタンスのクラスタ・キャッシュ・マネー
ジャが待機に費やした平均時間 ( ミリ秒 )。

MaxTimeWaitedOnLocalUsers real ( クラスタ環境のみ ) このインスタンスの
ユーザがページを使用しているために、イン
スタンスのクラスタ・キャッシュ・マネー
ジャが待機に費やした最大時間 ( ミリ秒 )。

AvgTransferSendWaitTime int4 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャがページ転送に
費やした平均時間。

MaxTransferSendWaitTime real ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャがページ転送を
完了するために費やした最大時間。

AvgIOServiceTime int4 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャがページ転送の
ために使用した平均時間。

MaxIOServiceTime real ( クラスタ環境のみ ) クラスタ・キャッシュ・
マネージャがディスクへのページの書き込み
に費やした最大時間。

AvgDowngradeServiceTime int4 ( クラスタ環境のみ ) クラスタ・キャッシュ・
マネージャが物理ロックをダウングレードす
るために使用した平均時間。

MaxDowngradeServiceTime real ( クラスタ環境のみ ) ページ上で物理ロック
をダウングレードするためにタスクが待機に
費やした最大時間。

SharedLockWaitTime int  カウンタ、
リセット、
null

すべてのタスクが共有ロックの待機に費やし
た合計時間 ( ミリ秒単位 )。

ExclusiveLockWaitTime  int  カウンタ、
リセット、
null

すべてのタスクが排他ロックの待機に費やし
た合計時間 ( ミリ秒単位 )。

UpdateLockWaitTime  int  カウンタ、
リセット、
null

すべてのタスクが更新ロックの待機に費やし
た合計時間 ( ミリ秒単位 )。

ObjectCacheDate datetime  カウンタ、
リセット、
null

オブジェクトをキャッシュに追加した日付と
時刻を示す。

PRSSelectCount int カウンタ、
null

事前計算済み結果セットがクエリで使用され
た回数。

LastPRSSelectDate datetime null 事前計算済み結果セットがクエリで最後に使
用された日付。

名前 データ型 属性 説明
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注意 ストアド・プロシージャまたはトリガのプランは複数回使用で
きるため、OptSelectCount の値は UsedCount の値より小さい場合があり
ます。また、Adaptive Server が実行時にクエリ・プランの特定の部分
を実行しない場合があるため、UsedCount の値は OptSelectCount の値よ
り小さい場合があります。

PRSRewriteCount int カウンタ、
null

オプティマイザが、事前計算済み結果セット
をクエリで使用ことが有効であると判断した
回数。オプティマイザは、より適した選択肢
を発見したために事前計算済み結果セットを
使用しない場合があります。

LastPRSRewriteDate datetime null オプティマイザが、事前計算済み結果セット
をクエリで使用することが有効であると最後
に判断した日付。

名前 データ型 属性 説明
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monOpenPartitionActivity
説明 サーバ上の各オープン・パーティションの使用に関する情報を提供し

ます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring および per object statistics active の各設定パラメータを有効に
してください。

カラム monOpenPartitionActivity のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

DBID int データベースのユニークな識別子。

ObjectID int オブジェクトのユニークな識別子。

IndexID int インデックスのユニークな識別子。

PartitionID int パーティションのユニークな識別子。

InstanceID int 共有ディスク・クラスタ内のインスタンスの 
ID。

DBName varchar(30) Null オブジェクトが存在するデータベースの名前。

ObjectName varchar(30) Null オブジェクトの名前。

PartitionName varchar(30) Null パーティションの名前。

LogicalReads int カウンタ、
null

読み込まれたバッファの総数。

PhysicalReads int カウンタ、
null

ディスクから読み込まれたバッファ数。

APFReads int カウンタ、
null

読み込まれた非同期プリフェッチ (APF) バッ
ファの数。

PagesRead int カウンタ、
null

読み込まれたページの総数。

PhysicalWrites int カウンタ、
null

ディスクに書き込まれたバッファの総数。

PagesWritten int カウンタ、
null

ディスクに書き込まれたページの総数。

RowsInserted int カウンタ、
null

挿入されたローの数。

RowsDeleted int カウンタ、
null

削除されたローの数。

RowsUpdated int カウンタ、
null

更新数。

OptSelectCount int カウンタ、
null

コンパイル中にプランのオブジェクトが選択
された回数。

LastOptSelectDate datetime Null コンパイル中にプランのインデックスが選択
された最後の日付。
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UsedCount int カウンタ、
null

実行中にオブジェクトがプランで使用された
回数。

LastUsedDate datetime Null 実行中にプランでインデックスが使用された
最後の日付。

HkgcRequests int パーティションにキューイングされたイベン
トの総数。値が大きい場合、指定されたパー
ティションのガーベジが大量に生成される。

HkgcPending int パーティションの保留中のイベント数。値が
大きい場合、まだ収集されていないガーベジ
が大量に存在し、ハウスキーピングによって
これからクリーニングされる。Adaptive Server 
をリブートすると、ハウスキーピング・
キュー内のすべてのエントリが消失し、
Adaptive Server の再起動時にそれらのページ
のガーベジは収集されない。

HkgcOverflows int オーバフロー・パーティション・イベントの
数。値が大きい場合、ハウスキーピング・
キューは満杯である。ハウスキーピングが
ジョブをスケジュールできないため、生成さ
れたガーベジはクリーニングされない。

PhysicalLocks int ( クラスタ環境のみ ) オブジェクトごとに要求
される物理ロックの数。

PhsycialLocksRetained int 保持されている物理ロックの数。各オブジェ
クトのロック・ヒット率を示すために使用す
る。ヒット率がよい場合、このオブジェクト
はバランスよく分割されている。

PhysicalLocksRetainWaited int4 ( クラスタ環境のみ ) ロックが保持されるまで
待機している物理ロック要求の数。

PhysicalLocksDeadlocks int ( クラスタ環境のみ ) 要求された物理ロックが
デッドロックを返した回数。sp_sysmon の 
Cluster Physical Locks サブセクションは、この
カウンタを使用して、各オブジェクトの物理
ロック取得中のデッドロックをレポートする。

PhysicalLocksWaited int ( クラスタ環境のみ ) インスタンスが物理ロッ
ク要求を待機した回数。

PhysicalLocksPageTransfer int ( クラスタ環境のみ ) インスタンスが物理ロッ
クを要求したときに発生したページ転送数。
sp_sysmon の Cluster Physical Locks サブセク
ションは、このカウンタを使用して、このオ
ブジェクトのノードとの結び付き率として
ノード間転送および物理ロック取得をレポー
トする。

名前 データ型 属性 説明
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TransferReqWaited int4 ( クラスタ環境のみ ) ページ転送を受信するま
で物理ロック要求が待機した回数。

MaxPhysicalLockWaitTime real ( クラスタ環境のみ ) 物理ロックが付与される
までこのオブジェクトが待機した最大回数。

AvgPhysicalLockWaitTime int4 ( クラスタ環境のみ ) 物理ロックが許可される
までにクライアントが費やした平均時間。

MaxTransferReqWaitTime real ( クラスタ環境のみ ) ページ転送を受信するま
でに物理ロック要求が待機した最大時間。

AvgTransferReqWaitTime int4 ( クラスタ環境のみ ) ページ転送を受信するま
でに物理ロック要求が待機した平均時間。

TotalServiceRequests int4 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャによって処理さ
れた物理ロック要求の数。

PhysicalLocksDowngraded int4 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャによって処理さ
れた物理ロック・ダウングレード要求の数。

PagesTransferred int4 ( クラスタ環境のみ ) クラスタ・キャッシュ・
マネージャによってインスタンスで転送され
たページ数。

ClusterPageWrites int4 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャによってディス
クに書き込まれたページ数。

AvgServiceTime int4 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャが費やした平均
時間。

MaxServiceTime real ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャが費やした最大
時間。

AvgQueueWaitTime int ( クラスタ環境のみ ) このオブジェクトのバッ
ファ転送を完了するために、待機に費やされ
た平均時間 ( ミリ秒単位 )。

MaxQueueWaitTime int ( クラスタ環境のみ ) このオブジェクトのバッ
ファ転送を完了するために、待機に費やされ
た最大時間 ( ミリ秒単位 )。

AvgTimeWaitedOnLocalUsers int4 ( クラスタ環境のみ ) このインスタンスでユー
ザがページを使用しているために、インスタ
ンスのクラスタ・キャッシュ・マネージャが
待機に費やした平均サービス時間。

名前 データ型 属性 説明



monOpenPartitionActivity 

188  Adaptive Server Enterprise

MaxTimeWaitedOnLocalUsers real ( クラスタ環境のみ ) 目的のオブジェクトが別
のプロセスで使用されているために、インス
タンスのクラスタ・キャッシュ・マネージャ
が物理ロックの待機に費やした最大時間 ( ミ
リ秒単位 )。

AvgTransferSendWaitTime int4 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャがページ転送に
費やした平均サービス時間。

MaxTransferSendWaitTime real ( クラスタ環境のみ ) インスタンスのクラス
タ・キャッシュ・マネージャがページ転送を
完了するために待機した最大時間。

AvgIOServiceTime int4 ( クラスタ環境のみ ) ページ転送のためにイン
スタンスのクラスタ・キャッシュ・マネー
ジャが使用した平均サービス時間。

MaxIOServiceTime real ( クラスタ環境のみ ) クラスタ・キャッシュ・
マネージャがディスクへのページの書き込み
に費やした最大時間。

AvgDowngradeServiceTime int4 ( クラスタ環境のみ ) クラスタ・キャッシュ・
マネージャが物理ロックをダウングレードす
るために使用した平均時間。

MaxDowngradeServiceTime real ( クラスタ環境のみ ) ページ上で物理ロックを
ダウングレードするためにタスクが待機に費
やした最大時間。

ObjectCacheDate datetime カウンタ、
リセット、
null

オブジェクトをキャッシュに追加した日付と
時刻を示す。

HkgcRequestsDcomp int ページ圧縮のためにキューに置かれたパー
ティションの合計データ・ページ数。

HkgcPendingDcomp int ページ圧縮を保留しているパーティションの
データ・ページ数。

HkgcOverflowsDcomp int ハウス・キーピング・キューが満杯なので、
圧縮できなかったページの合計数。

IOSize1Page int 各 IO (1 ページ ) の IO 操作の数。

IOSize2Pages int 各 IO (2 ページ ) の IO 操作の数。

IOSize4Pages int 各 IO (4 ページ ) の IO 操作の数。

IOSize8Pages int 各 IO (8 ページ ) の IO 操作の数。

名前 データ型 属性 説明
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注意 ストアド・プロシージャまたはトリガのプランは複数回使用で
きるため、OptSelectCount カラムの値は UsedCount の値より小さい場合
があります。また、Adaptive Server が実行時にクエリ・プランの特定
の部分を実行しない場合があるため、UsedCount の値は OptSelectCount 
の値より小さい場合があります。
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monPCIBridge
説明 Java PCI Bridge についての情報が含まれます。このテーブルは、Java 

環境についての情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monPCIBridge のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタンス
の ID。

Status char(10) PCI Bridge の現在のステータス。値は次のとおり。

• ACTIVE
• DOWN

ConfiguredSlots int 設定されているスロットの数。max pci slots 設定パラメータを使
用して設定する。

ActiveSlots int 現在アクティブなスロットの数。

ConfiguredPCIMemoryKB int pci memory size 設定パラメータを使用して PCI Bridge 用に設定さ
れるメモリ合計。

UsedPCIMemoryKB int PCI Bridge とそのコンポーネントが現在使用しているメモリ合計。
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monPCIEngine
説明 PCI Bridge とそのプラグインのエンジン情報を表示します。このテー

ブルは、Java 環境についての情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monPCIEngine のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタンス
の ID。

Engine int エンジン番号。

Status char(10) エンジンのプラグインのステータス。値は次のとおり。

• ACTIVE
• INIT

PLBStatus char(10) PCI Launcher Boss のステータス。値は次のとおり。

• ACTIVE
• DOWN

NumberofActiveThreads int 現在 PCI Launcher Boss によって制御されているアクティブなス
レッドの数。

PLBRequests int PCI Launcher Boss に対するネイティブ・スレッドの関数の実行
要求の数。

PLBwakeupRequests int PCI Launcher Boss がネイティブ・スレッドの作業実行のための
ウェイクアップを受信した回数。
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monPCISlots
説明 PCI Bridge 内の各スロットにバインドされているプラグインについて

の情報が含まれます。このテーブルは、Java 環境についての情報を提
供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monPCISlots のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタンスの ID。

Slot int アクティブなスロットの数。値は 1 ～ 31。
Status char(10) スロットのステータス。値は次のとおり。

• INIT
• IN USE
• STOPPED

Modulename varchar(30) 現在のスロットにバインドされている論理モジュール名。

engine int スロットに関連付けられているエンジン。
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monPCM
説明 ( クラスタ環境のみ ) クラスタ内のピア・コーディネーション・モ

ジュール (PCM：peer coordination module) クライアント・アクティビ
ティ ( 送受信されたフラグメント数など ) を追跡します。また、この
テーブルには、各 PCM クライアントのローが含まれます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monPCM のカラムは次のとおりです。

カラム名 データ型 説明

InstanceID int1 情報が収集されたインスタンスの ID。

Sent int4 モジュールごとの送信メッセージ数。

Fragments_sent int4 モジュールごとの送信フラグメント数。

Fragments_received int4 モジュールごとの受信フラグメント数。

Received int4 モジュールごとの受信メッセージ数。

Reply int4 モジュールごとの受信応答数。

Unicast int4 モジュールごとの送信ユニキャスト・メッセージ数。

Mulicat int4 モジュールごとの送信マルチキャスト・メッセージ数。

Sync int4 モジュールごとの送信同期メッセージ数。

Async int4 モジュールごとの送信非同期メッセージ数。

MinBytes int4 メッセージごとに転送される最小バイト数。

AvgBytes int4 メッセージごとに転送される平均バイト数。

MaxBytes int4 メッセージごとに転送される最大バイト数。

MinDialog int4 ダイアログの最小長。

AvgDialog int4 ダイアログの平均長。

MaxDialog int4 ダイアログの最大長。

Dialog int4 ダイアログの数。

MinTimeSyncApi flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内で同期モードの PCM API に
費やした最小時間。

AvgTimeSyncApi flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内で同期モードの PCM API に
費やした平均時間。

MaxTimeSyncApi flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内で同期モードの PCM API に
費やした最大時間。

MinTimeAsyncApi flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内で非同期モードの PCM API 
に費やした最小時間。

AvgTimeAsyncApi flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内で非同期モードの PCM API 
に費やした平均時間。

MaxTimeAsyncApi flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内で非同期モードの PCM API 
に費やした最大時間。
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MinTimeCIPCMsgAlloc flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内で cipcmsg 割り付けに費やし
た最小時間。

AvgTimeCIPCMsgAlloc flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内で cipcmsg 割り付けに費やし
た平均時間。

MaxTimeCIPCMsgAlloc flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内で cipcmsg 割り付けに費やし
た最大時間。

MinTimeCIPCSendCB flt4 モジュールごとに cipc_sendcb に費やした最小時間。

AvgTimeCIPCSendCB flt4 モジュールごとに cipc_sendcb に費やした平均時間。

MaxTimeCIPCSendCB flt4 モジュールごとに cipc_sendcb に費やした最大時間。

MinTimeCIPCUnicastsmsg flt4 モジュールごとにユニキャスト・メッセージを送信中に CIPC 
に費やした最小時間。

AvgTimeCIPCUnicastsmsg flt4 モジュールごとにユニキャスト・メッセージを送信中に CIPC 
に費やした平均時間。

MaxTimeCIPCUnicastsmsg flt4 モジュールごとにユニキャスト・メッセージを送信中に CIPC 
に費やした最大時間。

MinTimeCIPCMulticastsmsg flt4 モジュールごとにマルチキャスト・メッセージを送信中に 
CIPC に費やした最小時間。

AvgTimeCIPCMulticastsmsg flt4 モジュールごとにマルチキャスト・メッセージを送信中に 
CIPC に費やした平均時間。

MaxTimeCIPCMulticastsmsg flt4 モジュールごとにマルチキャスト・メッセージを送信中に 
CIPC に費やした最大時間。

MinTimeClientRecvCB flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内でクライアント受信コール
バックに費やした最小時間。

AvgTimeClientRecvCB flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内でクライアント受信コール
バックに費やした平均時間。

MaxTimeClientRecvCB flt4 モジュールごとに PCM レイヤ内でクライアント受信コール
バックに費やした最大時間。

ModuleName int4 PCM クライアントの名前。

カラム名 データ型 説明
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monProcedureCache
説明 Adaptive Server プロシージャ・キャッシュに関する統計情報を返しま

す。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monProcedureCache のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

Requests int カウンタ、
リセット

要求されたストアド・プロシージャ数。

Loads int カウンタ、
リセット

キャッシュにロードされたストアド・プロシージャ数。

Writes int カウンタ、
リセット

プロシージャが正規化され、ツリーが sysprocedures に書き戻さ
れた回数。

Stalls int カウンタ、
リセット

ストアド・プロシージャをキャッシュにインストールすると
き、プロセスが空きプロシージャ・キャッシュ・バッファを待
機した回数。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタンス
の ID。
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monProcedureCacheMemoryUsage
説明 プロシージャ・キャッシュ・アロケータごとに 1 つのローが含まれて

います。アロケータはアロケータ ID で識別されます。このアロケー
タ ID は、Adaptive Server の内部 ID です。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monProcedureCacheMemoryUsage のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイン
スタンスの ID。

AllocatorID int アロケータ ID。

ModuleID int モジュール ID (Adaptive Server の内部 ID)。
Active int このアロケータに現在割り付けられているメモリ・ペー

ジ (2KB) の数。

HWM int サーバが起動してから割り付けられたメモリ・ページの
最大数。

ChunkHWM int サーバが起動してから割り付けられた連続するメモリ・
ページの最大数。

AllocatorName varchar(30) アロケータの名前。

NumReuseCaused int Null このアロケータで置換が行われた回数。
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monProcedureCacheModuleUsage
説明 プロシージャ・キャッシュからメモリを割り付けるモジュールごとに 

1 つのローが含まれています。モジュールは、モジュール ID で識別さ
れ、Adaptive Server プロシージャ・キャッシュ管理の内部の機能領域
分類です。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monProcedureCacheModuleUsage のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイン
スタンスの ID。

ModuleID int モジュール ID。

Active int このモジュールに現在割り付けられているメモリ・ペー
ジ (2KB) の数。

HWM int サーバが起動してから割り付けられたメモリ・ページの
最大数。

NumPagesReused int Null このモジュールに割り付けられているページ数。

ModuleName varchar(30) モジュール名。
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monProcess
説明 現在実行中または待機中のプロセスについての詳細な統計情報を提供

します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring および wait event timing の各設定パラメータを有効にしてくだ
さい。

カラム monProcess のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインス
タンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

ServerUserID int このプロセスに関連付けられているユーザのサーバ・ユー
ザ ID (SUID)。

BatchID int 実行文を含む SQL バッチのユニークな識別子。

ContextID int 実行中のクエリによって、ストアド・プロシージャ、トリ
ガ、即時実行、遅延コンパイル、その他のコンパイル済み
オブジェクトが実行されるたびに生成されるユニークな識
別子。

LineNumber int SQL バッチ内の現在実行されている文の行番号。

SecondsConnected int この接続が確立してから経過した秒数。

DBID int プロセスが使用しているデータベースのユニークな識別子。

EngineNumber smallint プロセスが実行されているエンジンのユニークな識別子。

Priority int プロセスの実行優先度。

FamilyID int Null 親プロセスの spid ( ワーカー・プロセスの場合 )。
Login varchar(30) Null ログイン・ユーザ名。

Application varchar(30) Null アプリケーション名。アプリケーションのログイン構造内
で名前が設定されない場合、ブランクになる場合もある。

Command varchar(30) Null プロセスのカテゴリ、またはプロセスが現在実行中のコマ
ンド。

NumChildren int Null 子プロセス数 ( 並列クエリを実行中の場合 )。
SecondsWaiting int Null プロセスが待機している秒数 ( 現在、別のプロセスが保持

するロックによってプロセスがブロックされている場合 )。
WaitEventID int Null プロセスが待機しているイベントのユニークな識別子 ( 現

在、プロセスが待機状態の場合 )。
BlockingSPID int Null このプロセスが要求したロックを保持しているプロセスの

セッション・プロセス識別子 ( ロックを待機中の場合 )。
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BlockingXLOID int Null このプロセスが要求したロックのユニークなロック識別子 
( ロックを待機中の場合 )。

DBName varchar(30) Null プロセスが現在使用しているデータベースの名前。

EngineGroupName varchar(30) Null プロセスのエンジン・グループ。

ExecutionClass varchar(30) Null プロセスの実行クラス。

MasterTransactionID varchar(255) Null プロセスがオープンしたトランザクションの名前。

HostName varchar(30) Null プロセスを開始したアプリケーションが実行されているホ
スト・マシンの名前。

ClientName varchar(30) Null アプリケーションによって設定された clientname プロパ
ティの値。

ClientHostName varchar(30) Null アプリケーションによって設定された clienthostname プロ
パティの値。

ClientApplName varchar(30) Null アプリケーションによって設定された clientapplname プロ
パティの値。

名前 データ型 属性 説明
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monProcessActivity
説明 プロセス・アクティビティについての詳細な統計情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring および wait event timing の各設定パラメータを有効にしてくだ
さい。

カラム monProcessActivity のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイン
スタンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

ServerUserID int このプロセスを実行しているユーザのサーバ・ユーザ識
別子 (SUID)。ServerUserID の値は、syslogins.suid カラム
に一致する。対応する名前を取得するには suser_name 
関数を使用する。

CPUTime int カウンタ プロセスに使用された CPU 時間 ( ミリ秒単位 )。
WaitTime int カウンタ プロセスが待機した時間 ( ミリ秒単位 )。
PhysicalReads int カウンタ ディスクから読み込まれたバッファ数。

LogicalReads int カウンタ キャッシュから読み込まれたバッファ数。

PagesRead int カウンタ 読み込まれたページ数。

PhysicalWrites int カウンタ ディスクに書き込まれたバッファ数。

PagesWritten int カウンタ 書き込まれたページ数。

MemUsageKB int プロセスに割り付けられたメモリ量 ( バイト単位 )。
LocksHeld int プロセスが現在保持しているロック数。

TableAccesses int カウンタ インデックスを使用しないで Adaptive Server が取得し
た、読み込まれたページ数。

IndexAccesses int カウンタ インデックスを使用して Adaptive Server が取得した、読
み込まれたページ数。

WorkTables int カウンタ プロセスが作成したワーク・テーブルの総数。

TempDbObjects int カウンタ プロセスが作成したテンポラリ・テーブルの総数。

ULCBytesWritten int カウンタ プロセスのユーザ・ログ・キャッシュに書き込まれたバ
イト数。

ULCFlushes int カウンタ ユーザ・ログ・キャッシュがフラッシュされた合計回
数。この値は通常のキャッシュと tempdb ユーザ・ログ・
キャッシュの合計です。

ULCFlushFull int カウンタ 満杯のためユーザ・ログ・キャッシュがフラッシュされ
た回数。この値は通常のキャッシュと tempdb ユーザ・
ログ・キャッシュの合計です。
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ULCMaxUsage int プロセスによるユーザ・ログ・キャッシュの最大使用量 
( バイト単位 )。この値は通常のキャッシュと tempdb
ユーザ・ログ・キャッシュの合計です。

ULCCurrentUsage int プロセスによるユーザ・ログ・キャッシュの現在の使用
量 ( バイト単位 )。この値は通常のキャッシュと tempdb
ユーザ・ログ・キャッシュの合計です。

Transactions int カウンタ プロセスが開始したトランザクション数。

Commits int カウンタ プロセスがコミットしたトランザクション数。

Rollbacks int カウンタ プロセスがロールバックしたトランザクション数。

HostName varchar(30) Null クエリを実行したアプリケーションが実行されているホ
スト・マシンの名前。

Application varchar(30) Null アプリケーションの名前。

ClientName varchar(30) Null アプリケーションによって設定された clientname プロパ
ティの値。

ClientHostName varchar(30) Null アプリケーションによって設定された clienthostname プ
ロパティの値。

ClientApplName varchar(30) Null アプリケーションによって設定された clientapplname プ
ロパティの値。

名前 データ型 属性 説明
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monProcessLookup
説明 サーバ上の各プロセスに関する識別情報を提供します。各プロセスの

アクティビティに関する統計情報については、「monProcessActivity」
(200 ページ ) を参照してください。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monProcessLookup のカラムは次のとおりです。

clientname、clienthostname、clientapplname の設定には set コマンド
を使用します。『リファレンス・マニュアル：コマンド』を参照して
ください。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインス
タンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

Login varchar(30) Null ログイン・ユーザ名。

Application varchar(30) Null アプリケーション名。

ClientHost varchar(30) Null クライアントのホスト名。

ClientIP varchar(24) Null クライアントの IP アドレス。

ClientOSPID varchar(30) Null クライアント・アプリケーションのオペレーティング・シ
ステム・プロセス識別子。

ClientName varchar(30) Null アプリケーションによって設定された clientname プロパ
ティの値。

ClientHostName varchar(30) Null アプリケーションによって設定された clienthostname プロ
パティの値。

ClientApplName varchar(30) Null アプリケーションによって設定された clientapplname プロ
パティの値。
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monProcessMigration
説明 ( クラスタ環境のみ ) 現在マイグレートしている接続に関する情報を

表示します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monProcessMigration のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

SPID int4 保留中のマイグレーション・セッション・プロセス ID。

KPID int4 カーネル・プロセス ID。

LogicalCluster varchar(30) 現在の論理クラスタ。

Instance varchar(30) 現在のインスタンス。

MigrationLogicalCluster varchar(30) マイグレーション論理クラスタ。

MigrationInstance varchar(30) マイグレーション・インスタンス。

Command varchar(30) マイグレーション・トリガ。
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monProcessNetIO
説明 各プロセスのネットワーク I/O アクティビティ情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monProcessNetIO のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイ
ンスタンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

NetworkPacketSize int セッションで現在使用しているネットワーク・パ
ケット・サイズ。

PacketSent int カウンタ 送信したパケット数。

PacketsReceived int カウンタ 受信したパケット数。

BytesSent int カウンタ 送信したバイト数。

BytesRecieved int カウンタ 受信したバイト数。

NetworkEngineNumber smallint このプロセスがネットワーク・エンジンとして使用
しているエンジンの数。
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monProcessObject
説明 プロセスが現在アクセスしているオブジェクトについての統計情報を

提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring および per object statistics active の各設定パラメータを有効に
してください。

カラム monProcessObject のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタ
ンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

DBID int オブジェクトが存在するデータベースのユニークな識別子。

ObjectID int オブジェクトのユニークな識別子。

PartitionID int パーティションのユニークな識別子。

IndexID int インデックスのユニークな識別子。

OwnerUserID int オブジェクト所有者のユーザ識別子。

LogicalReads int カウンタ キャッシュから読み込まれたバッファ数。

PhysicalReads int カウンタ ディスクから読み込まれたバッファ数。

PhysicalAPFReads int カウンタ ディスクから読み込まれた非同期プリフェッチ・バッ
ファ数。

DBName varchar(30) Null データベースの名前。

ObjectName varchar(30) Null オブジェクトの名前。

PartitionName varchar(30) Null パーティションの名前。

ObjectType varchar(30) Null オブジェクトのタイプ。

PartitionSize int カウン
タ、null

パーティションのサイズ ( キロバイト単位 )。
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monProcessProcedures
説明 プロセスによって実行されているすべてのプロシージャのリストを返

します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring および statement statistics active の各設定パラメータを有効に
してください。

カラム monProcessProcedures のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタン
スの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

DBID int オブジェクトのデータベースのユニークな識別子。

OwnerUID int オブジェクト所有者のユニークな識別子。

ObjectID int プロシージャのユニークな識別子。

PlanID int クエリ・プランのユニークな識別子。

MemUsageKB int プロシージャによって使用されるメモリ量 ( キロバイト単位 )。
CompileDate datetime プロシージャがコンパイルされた日付。

ContextID int 実行中のクエリによって、ストアド・プロシージャ、トリガ、
即時実行、遅延コンパイル、その他のコンパイル済みオブ
ジェクトが実行されるたびに生成されるユニークな識別子。

LineNumber int 現在実行中のプロシージャの行。

StmtNumber int 現在実行中の文。

DBName varchar(30) Null プロシージャを含むデータベースの名前。

OwnerName varchar(30) Null オブジェクトの所有者の名前。

ObjectName varchar(30) Null プロシージャの名前。

ObjectType varchar(32) Null プロシージャのタイプ ( ストアド・プロシージャ、トリガ
など )。

ExecutionCount int カウンタ プロシージャ・キャッシュに保持されたストアド・プロシー
ジャのこのインスタンスが Adaptive Server により実行された
回数。

CPUTime int カウンタ Adaptive Server でプロシージャ・キャッシュに保持されたこ
のストアド・プロシージャのインスタンスの実行に費やした 
CPU 時間 ( ミリ秒単位 )。

ExecutionTime int カウンタ Adaptive Server でプロシージャ・キャッシュに保持されたこ
のストアド・プロシージャのインスタンスの実行に費やした
時間 ( ミリ秒単位 )。
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PhysicalReads int カウンタ プロシージャ・キャッシュに保持されたこのストアド・プロ
シージャのインスタンスにより実行された物理読み込みの回数。

LogicalReads int カウンタ プロシージャ・キャッシュに保持されたこのストアド・プロ
シージャのインスタンスにより実行された論理読み込みの回数。

PhysicalWrites int カウンタ プロシージャ・キャッシュに保持されたこのストアド・プロ
シージャのインスタンスにより実行された物理書き込みの回数。

PagesWritten int カウンタ プロシージャ・キャッシュに保持されたこのストアド・プロ
シージャのインスタンスにより読み込まれたページ数。

名前 データ型 属性 説明
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monProcessSQLText
説明 プロセスが現在実行している SQL テキストを提供します。max SQL text 

monitored を使用すると、SQL テキストの最大サイズを調整できます。

monProcessSQLText は、プロセスが実行する SQL テキスト・バッチの
ローごとに 1 つのローを返します (SPID で指定 )。つまり、バッチに 3 
つのローがある場合、monProcessSQLText は、その結果セットで 3 つの
ローを返します。LineNumber の値は、バッチ内の行数を示します。1 
つのローの長さが 255 バイトを超えた場合、monProcessSQLText は、複
数のローを返し、LineNumber の値はすべてのローで同じになります。
ただし、SequenceInLine の値は、各ローで異なります。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring、max SQL text monitored、および SQL batch capture の各設定パラ
メータを有効にしてください。

カラム monProcessSQLText のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインス
タンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

ServerUserID int この SQL を実行しているユーザのサーバ・ユーザ識別子 
(SUID)。ServerUserID の値は、syslogins.suid カラムの値に
一致する。対応する名前を取得するには suser_name 関数
を使用する。

BatchID int SQL テキストを含む SQL バッチのユニークな識別子。

LineNumber int ローの SQL テキストの SQL バッチ行番号。

SequenceInLine int 各ローは、増加するユニークな SequenceInLine 値を持つ。
SQL テキストの長さが 255 バイトを超える場合、テキス
トは複数のローに分割される。

SQLText varchar(255) Null 実行中のテキスト。
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monProcessStatement
説明 現在実行中の文についての情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring、statement statistics active、per object statistics active、および wait 
event timing の各設定パラメータを有効にしてください。

カラム monProcessStatement のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインス
タンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

DBID int プロセスが現在使用しているデータベースのユニークな
識別子。

ProcedureID int ストアド・プロシージャのユニークな識別子。

PlanID int プロセスが実行中のプランのユニークな識別子。

BatchID int 文が実行されているプロセスのバッチ番号。

ContextID int プロシージャのスタック・フレーム ( プロシージャの場
合 )。

LineNumber int SQL バッチ内の文の行番号。

CPUTime int カウンタ 文に使用された CPU 時間 ( ミリ秒単位 )。
WaitTime int カウンタ タスクが文の実行中に待機した時間 ( ミリ秒単位 )。
MemUsageKB int 文の実行に使用したメモリ量 ( キロバイト単位 )。
PhysicalReads int カウンタ ディスクから読み込まれたバッファ数。

LogicalReads int カウンタ キャッシュから読み込まれたバッファ数。

PagesModified int カウンタ 文によって修正されたページ数。

PacketsSent int カウンタ Adaptive Server が送信したネットワーク・パケット数。

PacketsReceived int カウンタ Adaptive Server が受信したネットワーク・パケット数。

NetworkPacketSize int セッションで現在設定されているネットワーク・パケッ
トのサイズ ( バイト単位 )。

PlansAltered int カウンタ 実行時に変更されたプラン数。

RowsAffected int 現在の文の影響を受けたローの数。非効率なクエリ・プ
ランを使用しているクエリでは、多くの場合、返される
ローごとの論理 I/O の数値が高い。

DBName varchar(30) このプロセスを実行中のデータベースの名前。プロセス
がストアド・プロシージャまたはその他のコンパイル済
みオブジェクトを実行している場合、データベース名は、
そのオブジェクトのデータベースの名前になる。

StartTime datetime Null 文の実行が開始された日付。
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monProcessWaits
説明 サーバ上で現在のプロセスが待機しているすべての待機イベントのリ

ストを提供します。Waits 値がゼロより大きい待機イベントのみを返
します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring、wait event timing、および process wait events の各設定パラメー
タを有効にしてください。

カラム monProcessWaits のカラムは次のとおりです。

WaitEventInfo には、各待機イベントの説明が含まれています。各モニ
タリング・テーブルの WaitEventID カラムをジョインすると、このデー
タを表示できます。

『パフォーマンス＆チューニング・シリーズ：モニタリング・テーブ
ル』を参照してください。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタンス
の ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

ServerUserID int このプロセスに関連付けられているユーザのサーバ・ユーザ ID 
(SUID)。

WaitEventID smallint 待機イベントのユニークな識別子。

Waits int カウンタ プロセスがイベントを待機した回数。

WaitTime int カウンタ プロセスがイベントを待機した時間 ( ミリ秒単位 )。
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monProcessWorkerThread
説明 現在設定されている各ワーカー・プロセスのアクティビティの統計情

報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monProcessWorkerThread のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイン
スタンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

ThreadsActive int プロセスによって現在使用されているワーカー・ス
レッドの数。

MaxParallelDegree smallint セッションの set parallel_degree オプションを使用して
設定される、このタスクで使用できる最大並列度。ま
たは、max parallel degree の現在の Run Value。

MaxScanParallelDegree smallint セッションの set scan_parallel_degree オプションを使用
して設定される、このタスクで使用できるスキャンの
最大並列度。設定されない場合は、max scan parallel 
degree の現在の Run Value。

ParallelQueries int カウンタ このプロセスによって実行された並列クエリの総数。

PlansAltered int カウンタ このプロセス用に「最適な」プランから変更されたプ
ランの数。Adaptive Server で、最適な並列度でクエリを
実行するために使用できるワーカー・スレッドの数が
不足している場合、プランは変更される。

FamilyID int Null 親プロセスの spid ( ワーカー・プロセスの場合 )。
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monRepLogActivity
説明 Replication Agent で更新されたモニタ・カウンタから情報を収集します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monRepLogActivity のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

DBID int プロセスが現在使用しているデータベースのユニーク
な識別子。

SPID int セッション・プロセス識別子。

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイン
スタンスの ID。

LogRecordsScanned int スキャンされたログ・レコードの合計数。

LogRecordsProcessed int 処理されたログ・レコードの合計数。

NumberOfScans int 実行されたスキャンの総数。

TotalTimeForLogScans bigint スキャナ・スレッドがログのスキャンに費やした合計
時間。

LongestTimeForLogScans bigint 1 回のスキャンに費やした最長時間。

AvgTimeForLogScans bigint ログのスキャンに費やした平均時間。

Updates int 処理された update の総数。

Inserts int 処理された insert の総数。

Deletes int 処理された delete の総数。

StoredProcedures int 処理されたストアド・プロシージャの総数。

SQLStatements int 処理された SQL 文の総数。

DDL int 処理された DDL ログ・レコードの合計数。

Writetext int writetext コマンドで処理されたログ・レコードの総数。

LobColumns int off- ow で、大規模なオブジェクト・カラムを持つテーブ
ルに対して処理された、DML ログ・レコードの総数。

CLRs int 処理された CLR の総数。

Checkpoints int 処理された checkpoint の総数。

BeginTransaction int 処理された begin transaction の総数。

CommitTransaction int 処理された commit transaction の総数。

AbortedTransaction int 処理された aborted transaction の総数。

PreparedTransaction int 準備状態にあるトランザクションの総数。

DelayedCommit int 処理された delayed commit の総数。

MaintenanceUserTransaction int メンテナンス・ユーザがオープンしたトランザクショ
ンの総数。
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NumberOfLogExtentions int RepAgent がトランザクションの拡張を待っていた合計
回数。

TotalTimeOfLogExtentions bigint RepAgent がログの拡張を待っていたミリ秒 (ms) 単位の
合計時間。

LongestTimeOfLogExtentions bigint RepAgent がログの拡張を待っていたミリ秒 (ms) 単位の
最長時間。

AvgTimeOfLogExtentions bigint RepAgent がログの拡張を待っていたミリ秒 (ms) 単位の
平均時間。

MaxHashSchemaSize int ハッシュ・スキーマ・キャッシュの最大サイズ。

NumberOfSchemasReused int 再利用されたスキーマの総数。

NumberOfSchemaFwdLookup int 前方ルックアップ・スキーマの総数。

TotalTimeOfSchemaFwdLookup bigint 前方スキャンの実行に費やした合計時間 (ms)。
LongestTimeOfSchemaFwdLookup bigint 前方スキャンの実行に費やした最長時間 (ms)。
AvgTimeOfSchemaFwdLookup bigint 前方スキャンの実行に費やした平均時間 (ms)。
NumberOfSchemaBckwLookup int 後方ルックアップ・スキーマの総数。

TotalTimeOfSchemaBckwLookup bigint 後方ルックアップ・スキーマの実行に費やした合計時間。

LongestTimeOfSchemaBckwLookup bigint 後方スキャンの実行に費やした最長時間 (ms)。
AvgTimeOfSchemaBckwLookup bigint 後方スキャンの実行に費やした平均時間 (ms)。
NumberOfMempoolAllocates int プールが割り当てる RepAgent の総数。

NumberOfMempoolFrees int メモリ・プールが解放する RepAgent の総数。

MempoolCurrentSize int RepAgent メモリ・プールの現在のサイズ。

MempoolHighUsage int RepAgent メモリ・プールの高い使用率。

DBName varchar(30) タスクがスキャンするデータベースの名前。

名前 データ型 説明
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monRepScanners
説明 Rep Agent スキャナ・タスクが費やす時間に関する情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monRepScanners のカラムは次のとおりです。

説明 データ型 説明

DBID int プロセスが現在使用しているデータベースのユニークな識
別子。

SPID int セッション・プロセス識別子。

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインス
タンスの ID。

EngineBinding int このタスクをバウンドするエンジンの数 ( スレッド・モー
ドには適用できません )。

LogRecordsScanned int スキャンされたログ・レコードの合計数。

LogrecordsProcessed int 処理されたログ・レコードの合計数。

NumberOfTruncPointRequested int RepAgent が Replication Server に新しいトランケーション・
ポイントを要求した合計回数。

NumberOfTruncPointMoved int RepAgent がセカンダリ・トランケーション・ポイントを移
動させた合計回数。

DBName varchar(30) このタスクがスキャンするデータベースの名前。

Status varchar(30) タスクの現在のステータス。

SleepStatus varchar(30) スリープしているものがある場合、スリープの現在のス
テータス。

StartMarker varchar(30) このスキャナのログ内の起動マーカ。

EndMarker varchar(30) このスキャナのログ内の終了マーカ。

CurrentMarker varchar(30) このスキャナのログ内の現在のマーカ。

OldestTransaction varchar(30) 最も古いオープン・トランザクション。
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monRepScannersTotalTime
説明 Rep Agent スキャナ・タスクが費やす時間に関する情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monRepScannersTotalTime のテーブルは次のとおりです。

名前 データ型 説明

DBID int プロセスが現在使用しているデータベースのユニークな識別子。

SPID int セッション・プロセス識別子。

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタン
スの ID。

LogRecProcessed bigint スキャナ・スレッドによって処理されるログ・レコードの総数。

BytesPacked bigint スキャナ・スレッドによってパックされるバイト数。

TotalTime bigint スキャナ・スレッドが使用した合計時間。

MRPBootstrapTime bigint マルチパス複写ブートストラップ・サイクルを完了するため
に必要な合計時間 ( ミリ秒単位 )。

ScanTime bigint スキャンの実行に費やした合計時間。

ProcessTime bigint ログ・レコードの処理に費やした合計時間。

SchemaLookupsTime bigint RepAgent キャッシュ内のオブジェクトのスキーマを探すため
に費やした合計時間。

PackTime bigint LTL のパッキングの実行に費やした合計時間。

QueueingTime bigint LTL パケットのキューイングに費やした合計時間。

HashBindingSize bigint オブジェクトのバインド情報を保持しているハッシュ・バイ
ンド・テーブル内のバケットの総数。

HashBindingEntries bigint RepAgent がブート・ストラップされたときのパスにバインド
されるオブジェクトの総数。

HashBindingCollisions bigint ハッシュ・バインド・テーブル内で使用された衝突チェーン
の最大長。

YieldsOnFullQueue bigint フル・キューでスキャナが開放する総数。

WaitsOnSenderThread bigint 送信者スレッド上の待機の総数。

WaitTimeOnSenderThread bigint 送信者スレッドでの待機の合計時間 ( ミリ秒単位 )。
LongestWaitOnSenderThread bigint 送信者スレッドでの待機の最長時間 ( ミリ秒単位 )。
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monRepSenders
説明 Rep Agent の送信者タスクに関する処理情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monRepSenders のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

DBID int プロセスが現在使用しているデータベースのユニークな
識別子。

SPID int セッション・プロセス識別子。

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイン
スタンスの ID。

EngineBinding int このタスクをバウンドするエンジンの数 ( スレッド・
モードには適用できません )。

MessageQueueSize int メッセージ・キューの最大サイズ。

MessagesInQueue int メッセージ・キュー内のメッセージの総数。

NumberOfScannerYields int フル・キューでスキャナが開放した合計時間。

NumberOfScannerSleeps int フル・キューでスキャナがスリープした合計時間。

NumberOfBytesSent int 送信されたバイトの合計数。

LastRepServerError int Replication Server の最新のエラー。

NumberOfRetries int コネクションに対するリトライの合計回数。

SleepsOnEmptyQueue int 空のメッセージ・キューに費やしたスリープの総数。

NumberOfQueueFlushes int 送信者がキューをフラッシュした合計回数。

SleepTimeOnEmptyQueue int 空のキュー内のスリープで費やした合計時間 (ms)。
LongestSleepTimeOnEmptyQueue int 空のキュー内のスリープで費やした最長時間 (ms)。
MaxQueueSize int 到達していないキューの最大サイズ。

DBName varchar(30) タスクがスキャンするデータベースの名前。

Dataserver varchar(30) Replication Server に接続するときに使用するデータ・
サーバ名。

ReplicationServer varchar(30) Replication Server に接続するときに使用する Replication 
Server 名。

Username varchar(30) Replication Server に接続するときに使用するユーザ名。

Status varchar(30) このタスクの現在のステータス。

SleepStatus varchar(30) スリープしているものがある場合、スリープの現在のス
テータス。
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monSpinlockActivity
説明 スピンロック・アクティビティの統計情報を提供する。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable spinlock 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monSpinlockActivity のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

SpinlockName varchar(255) スピンロックの名前。

Grabs bigint このスピンロックのグラブの数。

Spins bigint このスピンロックのスピンの数。

Waits bigint このスピンロックの待機の数。

OwnerPID int 現在の所有者のプロセス識別子。

LastOwnerPID int 前の所有者のプロセス識別子。

Contention real スピンロック競合 ( パーセンテージ )。
InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタンスの ID。
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monSQLRepActivity
説明 すべてのオープン・オブジェクトに対して正常に複写された SQL 文の

統計情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring および per object statistics active の各設定パラメータを有効にし
てください。

カラム monSQLRepActivity のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

DBID int プロセスが現在使用しているデータベースのユニークな識別子。

ObjectID int モニタしているオブジェクトの ID。

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタンスの ID。

DBName varchar(30) アクティビティをモニタしているオブジェクトを含むデータベースの
名前。

ObjectName varchar(30) アクティビティをモニタしているオブジェクトの名前。

UpdateStmts int SQL として複写された update 文の数。

InsertSelectStmts int SQL として複写された insert 文と select 文の数。

DeleteStmts int SQL として複写された delete 文の数。

SelectIntoStmts int SQL として複写された select into 文の数。

RowsThreshold int 文の影響を受けるロー番号範囲の下限。
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monSQLRepMisses
説明 すべてのオープン・オブジェクトに対して正常に複写されなかった 

SQL 文の統計情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring および per object statistics active の各設定パラメータを有効にし
てください。

カラム monSQLRepMisses のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

DBID int プロセスが現在使用しているデータベースのユニークな識別子。

ObjectID int モニタしているオブジェクトの ID。

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタンスの ID。

DBName varchar(30) アクティビティをモニタしているオブジェクトを含むデータベースの
名前。

ObjectName varchar(30) アクティビティをモニタしているオブジェクトの名前。

Threshold int 影響を受けるローの数が定義されたスレッショルドを下回っていたた
めに SQL として複写できなかった文の数。

QueryLimitation int クエリの制限により SQL として複写できなかった文の数。

Configuration int 設定が原因で SQL として複写できなかった文の数。
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monState
説明 Adaptive Server 全体のステータスについての情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monState のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のイン
スタンスの ID。

LockWaitThreshold int ブロックされたプロセスとしてカウントされ、
LockWaits カラムにレポートされるまでプロセスがロッ
クを待機する時間 ( 秒単位 )。LockWaitThreshold のデ
フォルト値は 5 秒である。クエリの where 句 
(LockWaitThreshold=30 など ) に値が指定されていな
い場合、デフォルト値が使用される。

LockWaits int LockWaitThreshold の値よりも長い時間ロックを待機し
たプロセスの数。

DaysRunning int Adaptive Server が稼働している日数。

CheckPoints int 現在実行中のチェックポイントがあるかどうかを指定
する。

NumDeadlocks int カウンタ 発生したデッドロックの総数。

Diagnostic Dumps int このサーバの共有メモリ・ダンプが現在実行中かどう
かを示す。

Connections int アクティブなインバウンド接続数。

MaxRecovery int システム障害が発生した場合に Adaptive Server がリカ
バリ処理を完了するために使用するデータベースあた
りの最大時間 ( 分単位 )、および recovery interval in 
minutes 設定オプションの現在の Run Value。

Transactions int4 トランザクション実行数 ( サーバワイド )。
StartDate datetime Adaptive Server が起動した日付と時刻。

CountersCleared datetime モニタ・カウンタが最後にクリアされた日付と時刻。
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monStatementCache
説明 ステートメント・キャッシュについての統計情報を提供します。

monStatementCache テーブルでデータを収集するには、ステートメン
ト・キャッシュを有効にする必要があります。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring、enable stmt cache monitoring、および statement cache size の各設
定パラメータを有効にしてください。

カラム monStatementCache のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ
内のインスタンスの ID。

TotalSizeKB int 設定済みのステートメント・キャッシュ・サ
イズ (KB 単位 )。

UsedSizeKB int 現在使用されているステートメント・キャッ
シュの量 (KB 単位 )。

NumStatements int ステートメント・キャッシュに含まれている
文の数。

NumSearches int カウンタ、
リセット

ステートメント・キャッシュが検索された回数。

HitCount int カウンタ、
リセット

ステートメント・キャッシュが検索され、検
索条件と一致する項目が見つかった回数。

NumInserts int カウンタ、
リセット

ステートメント・キャッシュに挿入された文
の数。

NumRemovals int カウンタ、
リセット

ステートメント・キャッシュから文が削除さ
れた回数。この値には、明示的なパージを使
用して削除された文と置換方式によって削除
された文が含まれる。

NumRecompilesSchemaChanges int カウンタ、
リセット

キャッシュ済みの文で参照されているテーブ
ルでのスキーマ変更に起因する再コンパイル
の数。

NumRecompilesPlanFlushes int カウンタ、
リセット

キャッシュからプランがフラッシュされたこ
とに起因する再コンパイルの数。
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monSysLoad
説明 ( クラスタ環境のみ ) エンジン単位の統計情報の傾向を提供します。

このモニタリング・テーブルにクエリを実行するために mon_role の役
割は必要ありません。

統計情報ごとに 1 つのエンジンに対して 1 つのローがあります。ただ
し、例外として kernel run queue length はエンジン番号 0 に対してのみレ
ポートされます。

平均は、瞬間的な山と谷を除外するアルゴリズムを使用して計算さ
れ、全体的な傾向を示します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monSysLoad のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

EngineNumber smallint このローが属するエンジン。

SteadyState real Adaptive Server が起動してからのこの統計の平均値。

Avg_1min real この統計の 1 分間の移動平均。

Avg_5min real この統計の 5 分間の移動平均。

Avg_15min real この統計の 15 分間の移動平均。

Max_1min real 起動時からの 1 分間最大平均。

Max_5min real 起動時からの 5 分間最大平均。

Max_15min real 起動時からの 15 分間最大平均。

Max_1min_Time datetime Max_1min が発生した datetime。
Max_5min_Time datetime Max_5min が発生した datetime。
Max_15min_Time datetime Max_15min が発生した datetime。
Statistic このローが表す次の統計の名前。

• パーセントの使用率で CPU がビ
ジー

• パーセントの使用率で I/O がビ
ジー

• 実行キューの長さ

• カーネル実行キューの長さ

• 未処理のまま残っているディ
スク I/O

• 1 秒あたりのディスク I/O
• 1 秒あたりのネットワーク I/O

Sample float 最後のサンプル間隔の測定基準の値 ( 現在の測定基準の値 )。
Peak float インスタンスが起動してからの Sample の最大値 (Sample ピーク値 )。
Peak_time datetime Peak 値に達した日付と時刻。

StatisticID int この統計の固定識別子。ローカライズされた Statistic 名ではなく、固定
の StatisticID にアプリケーションを書き込むこともできる。
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monSysPlanText
説明 最近実行されたクエリのクエリ・プランの履歴を提供します。

monSysPlanText は、実行中のクエリ・プランの各行から 1 ローのテキス
トを返します (sp_showplan または set showplan on の戻り値に類似 )。
monSysPlanText がクエリ・プラン・テキストを適切な順序で読み込むよ
うにするには、クエリ結果を SequenceNumber に基づいて並べ替えます。
複数のクエリまたはプロセスのデータを返すクエリでは、クエリ結果
を SPID、KPID、BatchID、SequenceNumber に基づいて並べ替えます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring、plan text pipe max messages、および plan text pipe active の各設定
パラメータを有効にしてください。

カラム monSysPlanText のカラムは次のとおりです。

通常、このテーブルには各クエリ・プランの複数のローが含まれます。
SequenceNumber カラムを昇順に並べ替えてローを整列してください。

monSysPlanText は、履歴モニタリング・テーブルです。『パフォーマン
ス＆チューニング・シリーズ：モニタリング・テーブル』の「モニタ
リング・テーブルの概要」の章の「ステートフルな履歴モニタリン
グ・テーブル」を参照してください。

名前 データ型 属性 説明

PlanID int プランのユニークな識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタン
スの ID。

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

BatchID int プランを生成した SQL バッチのユニークな識別子。

ContextID int プロシージャのスタック・フレーム ( プロシージャの場合 )。
SequenceNumber int プラン・テキスト全体の中で PlanText カラムの位置を示す、単

調増加する値。

DBID int プロシージャが格納されたデータベースのユニークな識別子
( プランがストアド・プロシージャ用の場合 )。

ProcedureID int プロシージャのユニークな識別子 ( プランがストアド・プロ
シージャ用の場合 )。

DBName varchar(30) Null このプランが表す文が実行されるデータベースの名前。
monSysPlanText にクエリを実行したときこのデータベースが
オープンでない場合、このカラムは NULL。プロセスがストア
ド・プロシージャまたはその他のコンパイル済みオブジェクト
を実行している場合、データベース名は、そのオブジェクトの
データベースの名前になる。

PlanText varchar(160) Null プラン・テキスト出力。
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monSysSQLText
説明 最も最近実行された SQL テキスト、または現在実行中の SQL テキスト

を提供します。返されるローの最大数は、sql text pipe max messages で
調整できます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring、SQL batch capture、sql text pipe max messages、および sql text pipe 
active の各設定パラメータを有効にしてください。

monSysSQLText は、履歴モニタリング・テーブルです。『パフォーマン
ス＆チューニング・シリーズ：モニタリング・テーブル』を参照して
ください。

カラム monSysSQLText のカラムは次のとおりです。

注意 多くの場合、クエリのテキストは、このテーブルの複数のロー
に渡ります。SequenceInBatch カラムを昇順に並べ替えてローを適切な
順序に整列してください。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインス
タンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

ServerUserID int この SQL テキストを実行したユーザのサーバ・ユーザ識
別子 (SUID)。ServerUserID の値は、syslogins.suid の値に一
致する。対応する名前を取得するには suser_name 関数を
使用する。

BatchID int SQL テキストを含む SQL バッチのユニークな識別子。

SequenceInBatch int この SQL テキスト部分のバッチ内での位置を示す ( バッ
チの SQL テキストは複数のローに渡る場合がある )。

SQLText varchar(255) Null SQL テキスト。
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monSysStatement
説明 サーバ上で最も最近実行された文の履歴を提供します。statement pipe max 

messages を使用すると、返される文の統計の最大数を調整できます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring、statement statistics active、per object statistics active, statement pipe 
max messages、および statement pipe active の各設定パラメータを有効に
してください。

monSysStatement は、履歴モニタリング・テーブルです。『パフォーマ
ンス＆チューニング・シリーズ：モニタリング・テーブル』を参照し
てください。

カラム monSysStatements のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

SPID smallint セッション・プロセス識別子。

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタ
ンスの ID。

KPID int カーネル・プロセス識別子。

DBID int データベースのユニークな識別子。

ProcedureID int プロシージャのユニークな識別子。

PlanID int プロシージャの格納されたプランのユニークな識別子。

BatchID int 文を含む SQL バッチのユニークな識別子。

ContextID int プロシージャのスタック・フレーム ( プロシージャの場合 )。
LineNumber int SQL バッチ内の文の行番号。

CpuTime int カウンタ 文に使用された CPU 時間 ( ミリ秒単位 )。
WaitTime int カウンタ タスクが文の実行中に待機した時間 ( ミリ秒単位 )。
MemUsageKB int 文の実行に使用したメモリ量 ( キロバイト単位 )。
PhysicalReads int カウンタ ディスクから読み込まれたバッファ数。

LogicalReads int カウンタ キャッシュから読み込まれたバッファ数。

PagesModified int カウンタ 文によって修正されたページ数。

PacketsSent int カウンタ Adaptive Server が送信したネットワーク・パケット数。

PacketsReceived int カウンタ Adaptive Server が受信したネットワーク・パケット数。

NetworkPacketSize int セッションで現在設定されているネットワーク・パケット
のサイズ ( バイト単位 )。

PlansAltered int カウンタ 実行時に変更されたプラン数。

RowsAffected int 現在の文の影響を受けたローの数。非効率なクエリ・プラ
ンを使用しているクエリでは、多くの場合、返されるロー
ごとの論理 I/O の数値が高い。

ErrorStatus int 文のエラー・リターン・ステータス。
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HashKey int 文のテキストのハッシュ値。ユニークな識別子ではない。
文がステートメント・キャッシュから実行されない場合、
このカラムはゼロ (0)。

SsqlId int ステートメント・キャッシュ内でのこの文のクエリ・プラ
ンの ID。文がステートメント・キャッシュから実行されな
い場合、このカラムはゼロ (0)。

ProcNestLevel int 文のネスト・レベル。文がアドホック・クエリである場合、
このカラムはゼロ (0)。文がストアド・プロシージャ内にあ
る場合、このカラムは、そのストアド・プロシージャのネ
スト・レベルを示す。

StatementNumber int 文がこのプロセスの SQL バッチ内で実行された順番を示す
番号。

DBName varchar(30) 文が実行されるデータベースの名前。monSysStatement にク
エリを実行したときこのデータベースがオープンでない場
合、このカラムは NULL。プロセスがストアド・プロシー
ジャまたはその他のコンパイル済みオブジェクトを実行し
ている場合、データベース名は、そのオブジェクトのデー
タベースの名前になる。

StartTime datetime Null 文の実行が開始された日付。

EndTime datetime Null 文の実行が終了した日付。

名前 データ型 属性 説明
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monSysWaits
説明 プロセスが待機しているイベントに関するサーバワイドの統計情報を

提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring および wait event timing の各設定パラメータを有効にしてくだ
さい。

カラム monSysWaits のカラムは次のとおりです。

『パフォーマンス＆チューニング・シリーズ：モニタリング・テーブ
ル』を参照してください。

WaitEventID カラムをジョイン・カラムとして使用して monSysWaits 
テーブルを monWaitEventInfo にジョインすると、待機イベントの説明
を取得できます。次に例を示します。

select w.Waits, w.WaitTime, w.WaitEventID, i.Description
from master..monSysWaits w, master..monWaitEventInfo i
where w.WaitEventID = i.WaitEventID

名前 データ型 属性 説明

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインス
タンスの ID。

WaitEventID smallint 待機イベントのユニークな識別子。

WaitTime int カウンタ タスクがイベントを待機するために費やした時間 ( 秒単位 )。
Waits int タスクがイベントを待機した回数。
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monSysWorkerThread
説明 ワーカー・スレッドの設定と実行に関するサーバワイドの統計情報を

返します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するには、enable 
monitoring 設定パラメータを有効にしてください。

カラム monSysWorkerThread のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID int ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内の
インスタンスの ID。

ThreadsActive int 現在アクティブなワーカー・プロセス数。

TotalWorkerThreads int ワーカー・プロセスの最大数 (number of worker 
processes を使用して設定 )。

HighWater int リセット これまでに使用されたワーカー・プロセスの最大
数。

ParallelQueries int カウンタ、
リセット

試行された並列クエリの数。

PlansAltered int カウンタ、
リセット

ワーカー・プロセスが使用できなかったために変更
されたプラン数。

WorkerMemory int ワーカー・プロセスが現在使用しているメモリ量。

TotalWorkerMemory int ワーカー・プロセスが使用できる設定メモリ量。

WorkerMemoryHWM int リセット ワーカー・プロセスがこれまでに使用した最大メモ
リ量。

MaxParallelDegree int 使用可能な最大並列度。max parallel degree 設定オプ
ションの現在の Run Value。

MaxScanParallelDegree int スキャンに使用可能な最大並列度。max scan parallel 
degree 設定オプションの現在の Run Value。
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monTableColumns
説明 各モニタリング・テーブルのすべてのカラムを説明します。

monTableColumns を使用すると、モニタリング・テーブルにあるカラ
ムを調べることができます。monTableColumns を monTables にジョイン
すると、モニタリング・テーブルのカラムとカラム属性のレポートが
得られます。

このテーブルのメタデータ・ビューは、共有ディスク・クラスタ内の
すべてのインスタンスで同じです。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monTableColumns のカラムは次のとおりです。

Indicators カラムはビットマップです。ビット・マスクを使用すると、
どのビットがオンかを判断できます。値は次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

TableID int ビューのユニークな識別子。

ColumnID int カラムの位置。

TypeID int カラムのデータ型を示す識別子。

Precision tinyint カラムの精度 ( 数値の場合 )。
Scale tinyint カラムの位取り ( 数値の場合 )。
Length smallint カラムの最大長 ( バイト数 )。
Indicators int カラムの特定のプロパティを示すインジケータ ( たとえ

ば、カラムが循環性であり、サンプリングが必要であ
る場合 )1。

TableName varchar(30) Null テーブルの名前。

ColumnName varchar(30) Null カラムの名前。

TypeName varchar(20) Null カラムのデータ型の名前。

Description varchar(255) Null カラムの説明 ( カラムの測定単位を含む )。
Language varchar(30) このカラムにより、Adaptive Server で Description カラム

と Label カラムの値を返す言語を指定できる。

デフォルトでは英語を使用する。クエリでは IS0-639 お
よび ISO-3166 命名規則を使用する。

Label varchar(50) カラム内のデータの説明。アプリケーションのユーザ・
インタフェースでは、実際のカラム名の代わりにこれ
らの値を使用できる。
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• 1 － Indicators の値が急速に増加し、232 に達するとカウンタの循環
が発生する場合があります。これは、Indicators カラム値の 1 ビッ
トがオンになっているカラムで発生する可能性があります。1 
ビットがオンかどうかを判断するには、以下を使用します。

select TableName, ColumnName
from Master..monTableColumns
where Indicators & 1 != 0

• 2 － カウンタが sp_sysmon と共有されており、sp_sysmon..clear を
実行するとリセットされます。

sp_sysmon が clear パラメータを使用してクリアするすべてのカラ
ムを表示するには、以下を使用します。

Select TableName, ColumnName
from master..monTableColumns
where Indicators & 2 != 0
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monTableCompression
説明 テーブルの圧縮履歴を含みます。このモニタリング・テーブルでデー

タを収集するには、enable monitoring および per object statistics active  の
各設定パラメータを有効にしてください。

カラム monTableCompression のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID tinyint (Cluster Edition のみ ) サーバ・インスタンス ID。

DBID int このテーブルが転送されたデータベース ID。

ObjectID int 圧縮されたオブジェクトの ID。

PartitionID int 圧縮されたパーティションの ID。

CompRowInserted bigint カウンタ 挿入された圧縮ローの数。

CompRowUpdated bigint カウンタ 更新された圧縮ローの数。

CompRowForward bigint カウンタ 更新から転送された、圧縮されたローの数。

CompRowScan bigint カウンタ アクセスされた圧縮ローの数。

RowDecompressed bigint カウンタ 圧縮解除されたローの数。

RowPageDecompressed bigint カウンタ ロー圧縮をするために圧縮解除されたページ
圧縮ローの数。

ColDecompressed bigint カウンタ 圧縮解除されたカラムの数。

RowCompNoneed int カウンタ 圧縮ローの長さが通常のロー長を超えている
ために圧縮されないローの数。

PageCompNoneed bigint カウンタ Adaptive Server が辞書またはインデックスを
生成できないためページレベルの圧縮には適
さないページ数。

PagesCompressed bigint カウンタ ページレベルで圧縮されるページ数。

AvgBytesSavedPageLevel bigint カウンタ ページレベル圧縮によって保存されたバイ
ト数。

TableName varchar NULL 圧縮されたテーブルの名前。
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monTableParameters
説明 モニタリング・テーブルのクエリ・パフォーマンスを最適化するため

に使用する、モニタリング・テーブル内のすべてのカラムについての
説明を提供します。

このテーブルのメタデータ・ビューは、共有ディスク・クラスタ内の
すべてのインスタンスで同じです。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monTableParameters のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

TableID int テーブルのユニークな識別子。

ParameterID int パラメータの位置。

TypeID int パラメータのデータ型を示す識別子。

Precision tiny_int パラメータの精度 ( 数値の場合 )。
Scale tiny_int パラメータの位取り ( 数値の場合 )。
Length small_int パラメータの最大長 ( バイト数 )。
TableName varchar(30) Null テーブルの名前。

ParameterName varchar(30) Null パラメータの名前。

TypeName varchar(20) Null パラメータのデータ型の名前

Description varchar(255) Null パラメータの説明
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monTables
説明 すべてのモニタリング・テーブルについての説明を提供します。

monTables を monTableColumns にジョインすると、各モニタリング・
テーブルとそのカラムの説明が得られます。

このテーブルのメタデータ・ビューは、共有ディスク・クラスタ内の
すべてのインスタンスで同じです。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monTables のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

TableID int テーブルのユニークな識別子。

Columns tinyint テーブルの総カラム数。

Parameters tinyint 指定可能なオプション・パラメータの総数。

Indicators int テーブルの特定のプロパティを示すインジケータ ( たとえば、
テーブルがセッション・コンテキストを保持する場合 )。
Indicators カラムはビットマップです。ビット・マスク
を使用すると、どのビットがオンかを判断できる。値が 1 
の場合、テーブルは履歴テーブルである。

すべての履歴テーブルを表示するには、以下を実行する。

Select TableName
from master..monTables
where Indicators & 1 != 0

Size int 最大ロー・サイズ ( バイト数 )。
TableName varchar(30) Null テーブル名

Description varchar(368) Null テーブルの説明。

Language varchar(30) このカラムにより、Adaptive Server で Description カラムの値
を返す言語を指定できる。

デフォルトでは英語を使用する。クエリでは IS0-639 および 
ISO-3166 命名規則を使用する。
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monTableTransfer
説明 MonTableTransfer は、Adaptive Server のアクティブなメモリに存在する

テーブルの転送履歴情報を提供します。完了済みの転送に関する情報
は保管されません。MonTableTransfer は、増分転送のマークが付いてい
るかどうかにかかわらず、すべてのテーブルの現在進行中の転送に関
する情報を提供します。また、増分転送のマークが付いているテーブ
ルの以前の転送に関する情報も提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monTableTransfer のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID tinyint NOT NULL ( クラスタ環境のみ ) コマンドを実行中のサーバのインス
タンス ID を保持する。ノンクラスタード・サーバでは、
常にゼロ。

DBID smallint テーブルのデータベース ID。

TableID int テーブルのユニークな識別子。

TableName varchar(255) NULL テーブルの名前。

SequenceID int Adaptive Server で生成される内部トラッキング ID。

TrackingID int NULL ユーザが指定するトラッキング ID。

PercentDone smallint 0 ～ 100 の整数で表される転送作業終了率 ( 完了した転送
を 100 と表示 )。

BeginTime datetime 転送が開始された日付と時刻。

EndTime datetime NULL 転送が終了した日付と時刻。進行中の転送は NULL。
EndCode smallint NULL 転送の終了ステータス。

• 0 － 正常に終了した転送

• NULL － 進行中の転送

• エラー・コード － 失敗した転送

TransferFloor bigint データを送信できる時点のタイムスタンプ。

TransferCeiling bigint データがコミットされておらず、送信できない時点のタイ
ムスタンプ。

RowsSent bigint 送信したローの数。

BytesSent bigint 送信したバイト数。

Format varchar(8) NOT NULL 送信先フォーマットの名前。ase、bcp、csv、または iq の
いずれか。
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monTask
説明 Adaptive Server のスレッド・モード専用で、各タスクについて 1 つ

ローを含みます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monTask のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

InstanceID tinyint NOT NULL クラスタ内でのインスタンスの ID。

KTID int カーネル・タスクの ID。

ThreadPoolID int NULL このタスクが割り当てられているスレッド・プールの ID。

ThreadID int このタスクを実行するスレッドの ID。

KPID int NULL Adaptive Server のカーネル・プロセス ID (KPID)。
SPID int セッション・プロセス識別子 (spid)。
Name varchar(30) タスクの名前。

ThreadPoolName varchar(30) NULL このタスクが割り当てられているスレッド・プールの名前。
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monTempdbActivity
説明 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスが tempdb 設定モードで開始された

場合、グローバル・システム tempdb も含めてオープンしているすべ
てのローカル・テンポラリ・データベースの統計情報を提供します。

monTempdbActivity でデータを収集するには、enable monitoring、per 
object statistics active、および object lockwait timing の各設定パラメータを
有効にする必要があります。

カラム monTempdbActivity のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

DBID int データベースのユニークな識別子。

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

DBName varchar(30) データベースの名前。

AppendLogRequest int データベース・トランザクション・ログへの追加を試行しているイン
スタンスからのセマフォ要求の数。

AppendLogWaits int ログ追加セマフォが付与されるまでタスクが待機する回数。

LogicalReads int 読み込まれたバッファの総数。

PhysicalReads int ディスクから読み込まれたバッファ数。

APFReads int 読み込まれた非同期プリフェッチ (APF) バッファの数。

PagesRead int 読み込まれたページの総数。

PhysicalWrites int ディスクに書き込まれたバッファの総数。

PagesWritten int ディスクに書き込まれたページの総数。

LockRequests int このテンポラリ・データベース内のオブジェクト・ロック要求の数。

LockWaits int このテンポラリ・データベース内でタスクがオブジェクト・ロックを
待機した回数。

CatLockRequests int システム・カタログ上のロック要求の数。

CatLockWaits int タスクがシステム・テーブルのロックを待機した回数。

AssignedCnt int このテンポラリ・データベースがユーザ・タスクに割り付けられた
回数。

SharableTabCnt int 作成された共有可能なテーブルの数。
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monThread
説明 Adaptive Server のスレッド・モード専用。各スレッドについて 1 つ

ローを含みます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monThread のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

ThreadID int スレッド・プールの ID。

KTID int 内部カーネル・スレッドの ID。

OSThreadID int オペレーティング・システム・スレッドの ID。

AltOSThreadID int 代替オペレーティング・システム・スレッドの ID ( プラット
フォームにより、ライトウェイト・プロセス (LWP) ID になる場
合もある )。

ThreadPoolID int スレッド・プールの ID。

State varchar(30) スレッドの現在のステータス。

ThreadAffinity int このスレッドが結び付いている CPU の数。

ThreadPoolName varchar(30) スレッド・プールの名前。

TaskRuns bigint このスレッドが実行したタスクの数。

TotalTicks bigint このスレッドの合計チック数。

IdleTicks bigint このスレッドがアイドルであった期間の合計チック数。

SleepTicks bigint このスレッドがスリープ状態にあった期間の合計チック数。

BusyTicks bigint このスレッドがビジーであった期間の合計チック数。

UserTime bigint スレッド・ユーザ CPU 時間の合計 ( ミリ秒単位 )。
SystemTime bigint スレッド・システム CPU 時間の合計 ( ミリ秒単位 )。
MinorFaults bigint マイナー・ページ・フォールトの総数。Windows では値は 0。
MajorFaults bigint メジャー・ページ・フォールトの総数。Windows では値は 0。
VoluntaryCtxtSwitches bigint 自発的な OS コンテキストの切り替えの総回数。Windows では

値は 0。
NonVoluntaryCtxtSwitches bigint 自発的でない OS コンテキストの切り替えの総回数。Windows 

では値は 0。
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monThreadPool
説明 Adaptive Server のスレッド・モード専用。各プールについて 1 つロー

を含みます。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monThreadPool のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

ThreadPoolID int スレッド・プールの ID。

Size int スレッド・プール内のスレッドの数。

TargetSize int 必要なサイズ ( プール・サイズを変更するときだけの Size とは異
なる )。

Tasks int スレッド・プールに割り当てられたタスクの数。

ThreadPoolName varchar(30) スレッド・プールの名前。

ThreadPoolDescription varchar(255) ( オプション ) スレッド・プールの説明。

Type varchar(30) スレッド・プールのタイプ、エンジン ( 多重化 ) または実行完了 
(RTC)。

IdleTimeout int アイドル状態に移行する前に、このプール内で実行可能なタス
クを検索する時間 ( マイクロ秒単位 )。
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monWaitClassInfo
説明 すべての待機クラスのテキストによる説明を提供します ( たとえば、

ディスクの読み込み完了を待機する場合 )。すべての待機イベント 
(monWaitEventInfo の説明を参照 ) は、プロセスが待機するイベントのタ
イプを分類した、さまざまな待機クラスにグループ化されています。

このテーブルは、共有ディスク・クラスタ内のすべてのインスタンス
で同じ情報を表示します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monWaitClassInfo のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 属性 説明

WaitClassID smallint 待機イベント・クラスのユニークな識別子。

Description varchar(50) Null 待機イベント・クラスの説明。

Language varchar(30) このカラムにより、Adaptive Server で Description カ
ラムの値を返す言語を指定できる。

デフォルトでは英語を使用する。クエリでは 
IS0-639 および ISO-3166 命名規則を使用する。
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monWaitEventInfo
説明 monSysWaits テーブルおよび monProcessWaits テーブルでレポートされ

る待機状態のテキストによる説明を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monWaitEventInfo のカラムは次のとおりです。

WaitEventID カラムで monWaitEventInfo を monProcessWaits または 
monSysWaits にジョインすると、これらのテーブルにリストされた待
機イベントの説明を取得できます。

名前 データ型 属性 説明

WaitEventID smallint 待機イベントのタイプを示すユニークな識別子。

WaitClassID smallint 待機イベント・クラスのユニークな識別子。

Description varchar(50) Null 待機イベント・タイプの説明。

Language varchar(30) このカラムにより、Adaptive Server で Description カ
ラムの値を返す言語を指定できる。

デフォルトでは英語を使用する。クエリでは 
IS0-639 および ISO-3166 命名規則を使用する。
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monWorkload
説明 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスごとに各論理クラスタの負荷スコ

アをその負荷プロファイルに従って表示します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monWorkload のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

LCID tinyint 論理クラスタ ID。

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

LoadProfileID tinyint 負荷スコアを生成するために使用された負荷プロファイルの ID。

LoadScore int このインスタンスまたは論理クラスタの負荷スコア。

ConnectionsScore float user connections 測定基準の重み付けされた値。

CpuScore float cpu utilization 測定基準の重み付けされた値。

RunQueueScore float run queue 測定基準の重み付けされた値。

IoLoadScore float io load 測定基準の重み付けされた値。

EngineScore float engine deficit 測定基準の重み付けされた値。

UserScore float user 測定基準の重み付けされた値。

LogicalClusterName varchar(30) 論理クラスタ名。

InstanceName varchar(30) インスタンス名。

LoadProfileName tinyint 負荷スコアを生成するために使用された負荷プロファイルの名前。
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monWorkloadPreview
説明 ( クラスタ環境のみ ) プロファイルを有効にせずに負荷プロファイルが

負荷スコアに及ぼす影響の度合いの評価を提供します。monWorkload に
は、論理クラスタが実行されている論理クラスタおよびインスタンス
ごとに 1 つのローが含まれます。負荷スコアとコンポーネントは、そ
の論理クラスタの現在のプロファイルに基づいています。
monWorkloadPreview テーブルには、システム上で設定されているインス
タンスと負荷プロファイルの組み合わせごとに 1 つのローがあります。
これによって、管理者は、各プロファイルで負荷スコアがどのように
計算されるかを確認できます。このモニタリング・テーブルにクエリ
を実行するために mon_role の役割は必要ありません。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monWorkloadPreview のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

LoadProfileID smallint 負荷プロファイル ID。

LoadScore int このインスタンスまたは論理クラスタの負荷スコア。

ConnectionScore float user connections 測定基準の重み付けされた値。

CpuScore float cpu utilization 測定基準の重み付けされた値。

RunQueueScore float run queue 測定基準の重み付けされた値。

IoLoadScore float io load 測定基準の重み付けされた値。

EngineScore float engine deficit 測定基準の重み付けされた値。

UserScore float user 測定基準の重み付けされた値。

InstanceName varchar(30) インスタンス名。

LoadProfileName varchar(30) 負荷スコアを生成するために使用された負荷プロファイルの名前。
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monWorkloadProfile
説明 ( クラスタ環境のみ ) 現在設定されている負荷プロファイルを表示し

ます。このモニタリング・テーブルにクエリを実行するために 
mon_role の役割は必要ありません。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monWorkloadProfile のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

ProfileID smallint 負荷プロファイル ID。

ConnectionsWeight tinyint active connections 測定基準に関連付けられている重み付け。

CpuWeight tinyint cpu utilization 測定基準に関連付けられている重み付け。

RunQueueWeight tinyint run queue 測定基準に関連付けられている重み付け。

IoLoadWeight tinyint io load 測定基準に関連付けられている重み付け。

EngineWeight tinyint engine deficit 測定基準に関連付けられている重み付け。

UserWeight tinyint user metric 測定基準に関連付けられている重み付け。

LoginThreshold ログイン負荷分散のスレッショルド。

DynamicThreshold smallint 動的負荷分散のスレッショルド ( つまり、負荷を目的としたログイン
後マイグレーション )。

Hysteresis tinyint リダイレクトを有効にする最小負荷スコア。

Name varchar(30) 負荷プロファイル名。

Type varchar(30) 負荷プロファイルのタイプ。プロファイルがユーザ定義か、システム
定義かを示す。値は次のとおり。

• User
• System
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monWorkloadRaw
説明 ( クラスタ環境のみ ) インスタンスごとにロー負荷統計情報を提供し

ます。このモニタリング・テーブルにクエリを実行するために 
mon_role の役割は必要ありません。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monWorkloadRaw のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint クラスタ内でのインスタンスの ID。

ConnectionsRaw float user connections 測定基準のロー値。

CpuRaw float cpu utilization 測定基準のロー値。

RunQueueRaw float run queue 測定基準のロー値。

IoLoadRaw float io load 測定基準のロー値。

EngineRaw float engine deficit 測定基準のロー値。

UserRaw float user 測定基準のロー値。

InstanceName varchar(30) インスタンス名。



第 3 章    モニタリング・テーブル 

リファレンス・マニュアル：テーブル 245

monWorkQueue
説明 ワーク・キューに関する情報を提供します。

このモニタリング・テーブルでデータを収集するために、有効にする
必要のある設定パラメータはありません。

カラム monWorkloadQueue のカラムは次のとおりです。

名前 データ型 説明

InstanceID tinyint ( クラスタ環境のみ ) 共有ディスク・クラスタ内のインスタンスの 
ID。

CurrentLength int キューに入っている項目の現在の数。

MaxLength int キューに入っている項目の最大数。

TotalRequests int 要求の合計数。

QueuedRequests int 別の要求の終了を待機した要求の合計数。

WaitTime int 要求が待機した時間 ( ミリ秒単位 )。
Name varchar(30) ワーク・キューの名前。
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第  4  章 sybpcidb のテーブル

sybpcidb データベースには、Java PCI Bridge および PCA/JVM プラ
グインの設定情報が格納されます。この章では、sybpcidb のテー
ブルをアルファベット順に説明します。

Java 用にサーバを設定するときは、sybpcidb を作成して、その
テーブルをインストールし、そのシステム・ストアド・プロシー
ジャを作成します。詳細については、プラットフォーム用の『イ
ンストール・ガイド』を参照してください。また、sybpcidb での
設定と情報の表示のために使用する sp_jreconfig ストアド・プロ
シージャおよび sp_pciconfig ストアド・プロシージャの使用法の詳
細については、『Adaptive Server Enterprise における Java』も参照
してください。
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pca_jre_arguments
説明 PCA/JVM プラグインを設定するために使用される引数に関する情報が

格納されています。

カラム sybpcidb に配置されています。pca_jre_arguments のカラムは次のとお
りです。

インデックス • jre_args_directive_index、jre_args_name、jre_args_string_value にユ
ニーク・クラスタード・インデックスが作成されています。

名前 データ型 説明

jre_args_directive_index int 引数が属するディレクティブのインデックス。

jre_args_name varchar(255) 引数の名前。

jre_args_units varchar(255) 引数のタイプ。値は次のとおり。

• switch
• string
• number
• array

jre_args_number_value int units=number の場合に、引数に関連付けられている数値を保持
する。

jre_args_string_value varchar(255) units=string または units=array の場合、引数に関連付けられて
いる文字列値を保持する。

jre_args_description varchar(255) テキストによる引数の簡単な説明。

jre_args_enabled int 値は次のとおり。

• 0 － 有効でない

• 1 － 有効 ( デフォルト )
jre_args_status int 今後のために予約済み。
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pca_jre_directives
説明 PCA/JVM の設定に使用されるディレクティブに関する情報が格納され

ています。

カラム sybpcidb に配置されています。pca_jre_directives のカラムは次のとおり
です。

インデックス • jre_directives_name にユニーク・クラスタード・インデックスが作
成されています。

• jre_directives_index にユニーク・ノンクラスタード・インデックス
が作成されています。

名前 データ型 説明

jre_directives_index int ディレクティブのインデックス。

jre_directives_name varchar(255) ディレクティブの名前。

jre_directives_description varchar(255) テキストによるディレクティブの説明。

jre_directives_enabled int 値は次のとおり。

• 0 － 有効でない

• 1 － 有効 ( デフォルト )
jre_directives_status int 今後のために予約済み。
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pci_arguments
説明 PCI Bridge を設定するために使用される各引数を定義する情報が格納

されています。

カラム sybpcidb に配置されています。pci_arguments のカラムは次のとおりです。

インデックス • pci_args_directive_index、pci_args_name にユニーク・クラスタード・
インデックスが作成されています。

名前 データ型 説明

pci_args_directive_index int 引数が属するディレクティブのインデックス。

pci_args_name varchar(255) 引数の名前。

pci_args_units varchar(255) 単位のタイプ。値は次のとおり。

• switch
• number

pci_args_number_value int units=number の場合、数値。units=switch の場合、値はゼロ (0)。
pci_args_string_value varchar(255) 今後のために予約済み。

pci_args_description varchar(255) 引数とその目的についてのテキストによる簡単な説明。

pci_args_enabled int 値は次のとおり。

• 0 － 有効でない

• 1 － 有効 ( デフォルト )
pci_args_status int 今後のために予約済み。
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pci_directives
説明 PCI Bridge を設定するディレクティブが格納されています。

カラム sybpcidb に配置されています。pci_directives のカラムは次のとおりです。

インデックス • pci_directives_name にユニーク・クラスタード・インデックスが作
成されています。

• pci_directives_index にユニーク・ノンクラスタード・インデックス
が作成されています。

名前 データ型 説明

pci_directives_index int ディレクティブのインデックス。

pci_directives_name varchar(255) ディレクティブの名前。

pci_directives_description varchar(255) ディレクティブの説明。

pci_directives_enabled int 値は次のとおり。

• 0 － 有効でない

• 1 － 有効 ( デフォルト )
pci_directives_status int 今後のために予約済み。
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pci_slotinfo
説明 スロットのディレクティブおよび引数のテーブル名など、各スロット

に関する情報が含まれています。

カラム sybpcidb に配置されています。pci_slotinfo のカラムは次のとおりです。

インデックス • slot_name にユニーク・クラスタード・インデックスが作成されて
います。

• slot_number にユニーク・ノンクラスタード・インデックスが作成
されています。

名前 データ型 説明

slot_number int スロットの数。

slot_name varchar(255) JVM など、スロットの名前。

slot_pca_directives_table_name varchar(255) pca_jre_directives など、PCA ディレクティブ・テーブル
の名前。

slot_pca_arguments_table_name varchar(255) pca_jre_arguments など、PCA 引数テーブルの名前。

slot_status varchar(255) 今後のために予約済み。
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pci_slot_syscalls
説明 PCI Bridge により使用される実行時ディスパッチ・モデルの実行時シ

ステム呼び出し設定情報を含みます。

カラム sybpcidb に配置されています。pci_slot_syscalls のカラムは次のとおり
です。

インデックス • syscall_slot_number、syscall_system_call にユニーク・クラスター
ド・インデックスが作成されています。

名前 データ型 説明

syscall_slot_number int システム呼び出しに関連付けられているスロット番号。

syscall_system_call varchar(255) システム呼び出しの名前。

syscall_dispatch_name varchar(255) システム呼び出しのディスパッチ関数の名前。

syscall_enabled int 値は次のとおり。

• 0 － 有効でない

• 1 － 有効 ( デフォルト )
syscall_status int 今後のために予約済み。
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